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上空から見た霞ヶ浦と安中台地

陸平貝塚全景 白線部は貝層 白点は湧水



台地平坦部試掘調査風景

ヤ″れ″・一れ齢

D貝塚東部検出縄文時代早期後葉の斜面貝層 (D貝塚Nα 2ト レンチ 下部の貝層が早期、上部の貝層は中期のもの)
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E貝塚検出縄文時代前期後葉の斜面貝層 (E貝塚血 1ト レンチ拡張区西壁)

B貝塚西部検出縄文時代中期初頭の斜面貝層 (B貝塚NQ lト レンチ深掘部南壁)



序

明治 12年 (1879年 )、 陸平貝塚において、当時東京大

学の生徒であつた佐々木忠二郎氏と飯島魁氏が、 日本考

古学の原点 ともいえる、 日本人の手による最初の発掘調

査を行いました。 この調査は若い情熱によって成 し遂げ

られた、 日本近代科学黎明期における金字塔といえます。

それから 108年後の昭和 62年 (1987年 )、 陸平の地は

再び、若い学生の熱気に包まれました。「遺跡保存と開発

は並列同義」 という新 しい発想のもと、美浦村安中地区

総合開発計画の中で、陸平貝塚のよ り良い保存が検討さ

れ、それを実現するための確認調査が実施されたのです。

この調査は現在陸平貝塚が美浦村の文化シンボル として

位置付けられ、保存とさまざまな活用が展開されるよう

になった、まさに第二の出発点といえるものでした。

本書はその確認調査の正式な報告書になります。現地

での調査実施か ら長い月日がたつて しまい、刊行が遅 く

なったことをお詫びするとともに、本書に記した成果が

地域の歴史研究に貴重な情報を加え、そして、地域に根

差した遺跡の保存と活用を今後さらに推進していく上で、

振 り返るべきひとつの原点になることを願う次第です。

調査の実施にあたっては、株式会社西洋環境開発をは

じめ、研究者の方々、そして多 くの地域の方々に、 ご尽

力・ ご支援を賜 りました。心より感謝申し上げます。

平成 22年 3月

美浦村教育委員会

教育長 葉梨 修
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本書は、茨城県稲敷郡美浦村大字馬見山字貝売 3912外地内に所在する陸平貝塚に関して、昭和 62年度に実施された

発掘調査の報告書である。

調査は、安中地区総合開発に伴う陸平貝塚の保存対策の一環として、株式会社西洋環境開発の協力のもと、美浦村から

委託を受けた陸平調査会によって実施されたもので、平成 20年度からは美浦村教育委員会が事業を継承し、本報告書

を刊行した。

現地調査が実施された昭和 62年度の陸平調査会と、本格的な整理作業及び報告書刊行がなされた平成 20。 21年度)の

美浦村教育委員会の組織は以下のとおりである。

陸平調査会 (昭和 62年度)

[顧間 ]坪井清足 [会長 ]市川紀行 [副会長 ]鈴木三千雄、坂本芳亮、戸沢充則 [理事 ]茨城県文化課長、川崎純徳、

萩田正義、浜田忠枝、木村芳雄、小松崎卓、小沢起一、小泉堅二郎、川崎吉男、武田勧、吉田茂、茂呂量平、小泉美明、

飯塚廣 [監事 ]松葉忠春、本橋美雄 [事務局長 ]中澤光夫 [事務局員 ]伊藤秀、鈴木素行、斉藤幸恵、中村哲也

[調査団調査指導委員 ]戸沢充則、岩崎卓也、麻生優、安蒜政雄、鈴木公雄、小林達雄、赤澤威、西田正規、宮内良隆

[助言者 ]岡村道雄

美浦村教育委員会 (平成 20・ 21年度)

[教育長 ]葉梨修 [生涯学習課長 ]大橋幸雄 (～平成 21年 3月 )、 岡田守 (平成 21年 4月 ～)

[文化財庶務係長 ]中村哲也 [文化財保護係長 ]ナ
「
1村勝 (～平成 21年 3月 )、 中村哲也 (平成 21年 4月 ～)

[学芸員 ]馬場信子 [主任 ]糸賀久子 (～平成 21年 3月 )、 阿井朋子 (平成 21年 4月 ～)

調査の組織 。参加者は以下のとおりである。

貝塚範囲確認調査

[調査団長 ]戸沢充則 [調査指導者 ]安蒜政雄、木村芳雄、宮内良隆 [参加者 ]阿郡芳郎、小杉康、小菅将夫、斉藤幸恵、

清水和、鈴木素行、相馬生奈子、鶴田典昭、中村哲也 [明治大学者古学専攻実習 ]小林二郎、熊野正也、石川日出

志、小林桂子、須藤隆司、黒沢浩、安藤道由、池田直樹、竹内直文、中村享史、宮代栄一、1987年度専攻 1年生

台地平坦部試掘調査

[調査団長 ]戸沢充則 [調査指導者 ]安蒜政雄、前田潮、西田正規、山田昌久、宮内良隆 [調査主任 ]鈴木素行、

阿部芳郎、小杉康 [調査副主任 ]小菅将夫、相馬生奈子、鶴田典昭 [渉外 ]斉藤幸恵、中村哲也

[参加者 ]浅野治、浅野由美子、浅野利一、阿部修二、有田貴紅棄、五十嵐一治、池谷信之、池谷初恵、生田浩之、

石川日出志、石島J■t郎、石島文雄、遠田己代次、石塚政江、石鍋敏夫、糸原清、糸日谷玲子、岩淵令治、岩本京子、

植木武、氏家敏之、日杵勲、宇田川浩一、浦志恵、浦志真孝、江橋正浩、大竹憲昭、小笠原永隆、小川直裕、

小川みずほ、沖松信隆、尾田倫一、小野紳、小島由香里、片柳崇、金森昭憲、加納金幸、上守秀明、木川正夫、

菊地信吾、木村聡、小玉秀成、近藤克己、斉藤明広、斉藤岳、斉藤礼子、坂巻美徳、佐久間秀子、桜井健治、佐藤啓、

佐藤幸恵、佐藤誠、澤村雄一郎、洲崎和宏、鈴木央司、鈴木加津子、鈴木正博、須藤隆司、園郡美佳、重由子、

高橋勝幸、高橋伸子、滝沢千鶴、武井知子、武田治雄、武田渉、田中総、田中正三、谷和隆、田村由美、長義之、

坪井佐知子、勅使河原彰、照井貞子、豊田淑子、中島直子、西村勝広、西山誠、沼崎義治、沼尻利政、野口繁雄、

橋本裕行、花岡智行、馬場悠男、馬場信子、原田成浩、日暮晃一、福田美穂子、古里与志子、本田岳秋、松内賢二郎、

松本栄、松本右子、三木由紀子、水谷健介、道上文、皆葉明生、宮地直道、宮田永子、村田大、籾山昌夫、矢島國雄、

安井健一、山田康弘、山本薫、山本美佳、山本有子、横山万里子、吉田瑞絵、四柳隆、渡辺新

[村民調査参加者 ]阿井健、浅野正彦、阿部綾祐、安藤邦典、飯島俊夫、飯田和徳、飯田淳二、飯田藤男、飯塚美咲、

石井勢津子、石川大志、石橋歌子、市川歩、糸賀すみ子、井原俊行、上野武雄、上野真樹、梅沢聡、榎本貴志、

江原慶子、蛯名貴史、蛯名武彦、遠藤勝彦、往古恵美、大川政行、大津正剛、大和田心、岡野久子、柏崎元樹、

川去とき江、川村猛史、神田充正、木村綾子、桐山寿美子、久保勉、栗山秀樹、栗山広幸、栗山真、桑野甚平、
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小泉慶子、向後春江、醍醐洋美、斉藤和義、斎藤貴弘、酒井和宏、酒井孝之、酒井照子、坂本克棒、坂本昌彦、坂本光良、

佐川知孝、佐々木真紀子、佐藤静枝、椎名哲也、芝崎雅也、清水誠、霜崎修、白野孝一、白野優子、進藤留美子、

鈴木三枝子、仙波克友、鷹巣守信、高橋和久、高橋峰子、武田藤一、武田将人、田嶋寛之、田辺邦彦、殿岡慎一郎、

谷原智博、塚本将司、塚本義弘、中泉貴之、中泉睦子、永長弘幸、中沢福雄、永椎友実、中島重一、中島千鶴子、

中島正敦、中島よしの、浪方宏和、楡木正秀、沼崎近、沼崎秀昭、沼崎光男、根本秀征、根本正史、野口章、野口直人、

長谷部麻理、葉梨孝治、葉梨朋秋、葉梨美仁、林昌美、人見あい子、平野範子、広瀬学、福田久美子、福田純、

福田真一、藤枝幸男、古川保子、古舘規和、古山哲、保志学、細田悟、堀越浩治、堀越悟、松島チエ子、松田かおる、

御手洗健一、宮本明子、茂呂量平、諸岡昌弘、谷畑大輔、谷畑文子、八巻正好、山口俊治、山崎純子、山崎満男、

山田透久、山本博智、梁田紀幸、吉田健一、渡辺敏幸、渡辺智也

整理作業 (上記重複者を除く)

阿部きよ子、大津則子、亀井翼、清原つね子、佐藤 トキ、島田裕子、殿岡和子、戸 ノ岡浅子、堀恭介、宮下聡史、

宮本千代子 [第 I期陸平貝塚を皆で調べよう講座生 ]石神靖裕、春 日清一、須崎敏之、高野雅之、田島早苗、殿岡

敏子、中山義信、西木和彦、沼崎正美、野口洋一、堀越賞、堀越靖子

5.地下レーダー探査は桜小路電機有限会社に委託し、貝類、脊椎動物遺体の分析は樋泉岳二に、微小貝類の分析につ

いては黒住耐二に依頼 した。

6.本書の編集と I～Ⅳ-1, Vの執筆は中村哲也が、Ⅳ-2の執筆は樋泉が、Ⅳ-3の執筆は黒住が行った。

7.出土遺物及び貝層サンプルについては、美浦村教育委員会が保管している。

8。 本調査の実施にあたって下記の方々並びに諸機関からご指導・ご協力を賜った。記して感謝する次第である。

阿久津久、伊東重敏、糸賀邦男、遠藤好、鴨志田篤二、川井正一、木村正、木村愛子、窪田恵一、工楽善通、

後藤広子、酒井彰、坂部賞、佐原真、下川浩一、鈴木嘉彦、関根孝夫、田口崇、武田有弘、中川峻一、西本豊弘、

橋本信吉、林慶康、  諸星政得、山本泰全、腸浅寿輝、茨城県教育庁文化課、茨城県県南教育事務所、

茨城県考古学協会、 」RA美浦 トレーニング・センター、産業技術総合研究所、文化庁、美浦村史編さん室、

美浦村社会福祉協議会、美浦村役場

(敬称略、五十音順 )

1.文章中のゴチック数字は遺物番号を示す。

2.図中の「住」は住居跡を、「土」は土坑を、「清」は溝状遺構を示す。

3.ト レンチ実測図における、△網点は貝層の検出範囲を、薄い網点は粘土質土 (基本土層を除く)の範囲を、濃い網点は

焼土の範囲を、長い破線は床面硬化部の範囲を、一点破線は撹乱の範囲を示す。また、グリッドに合せて設定したトレ

ンチでは、両端のセクションポイントは基本的にグリッド杭の位置と一致するが、ずれる場合には+印でグリッド杭の

位置を示した。

4.土器実測図における、0印は須恵器であることを、網点は黒色処理が施された範囲を示す。また、石器実測図における

空白部は磨滅部を示す。

5。 縮尺は、 トレンチ実測図が 1/60(部分図、個別遺構図、E貝塚陥 1ト レンチを除く)、 土器復元図が 1/4又 は 1/3、 土

器破片図、石皿、磨石、敲石、礫器、砥石が 1/3、 石鏃、石核、両極打法の剥離痕を残す石片、二次加工剥片、剥片 (第

17図 9のみ 1/2)、 骨角器、貝製品が 2'3、 土製品、磨製石斧 (第 32図 1のみ 2/3)、 打製石斧、石錘、鉄器が 1/2で ある。

6.平面基準となるグリッドの座標 (日 本測地系)は、P10グリッド北東角がX=1653.199,Y=46649.559、 P20グ リッ

ド北東角がX=1674,055,Y=46747.319で ある。

例凡
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I.遺跡と調査の概要

遺 跡 の位 置 と地形

縄文時代の大規模貝塚遺跡である陸平貝塚は、霞ケ浦

の南岸、茨城県稲敷郡美浦村安中地区に所在する。霞ヶ

浦南岸と利根川下流の間には、「稲敷台地」と呼ばれる更

新世の地形面を基盤とする台地が形成されており、遺跡

は霞ヶ浦に突き出たその北端部に位置する。

遺跡が立地する台地は、稲敷台地本体とは沖積地によっ

て切り離された周囲約 7.5kmの島状台地で、上面は標高

20～ 30mで推移する。北側と東側は狭い湖岸低地を挟

んで霞ヶ浦に面し、現在干拓地になっている南側は、1950

年代までは「余郷入」と呼ばれる霞ヶ浦の入り江であつ

た。さらに、縄文海進時 (約 5,000年前)には、台地自

体が当時海域であつた霞ヶ浦に浮かぶ島であったこと力＼

珪藻分析によって推測されている[鹿島・阪口 2009]。 台

地内には「谷津」と呼ばれる樹枝状に発達した狭い開析

谷が複雑に形成され、陸平貝塚はその谷頭が集まった台

地中央部に展開する。

四方から入り込んだ谷津に区切られた標高 26～ 28m、

面積約 30,000∬に及ぶ台地上平坦部を取り囲むように、

A～G, I貝塚と呼称する8ヶ所の斜面貝塚が分布する

(第 2図 )。 特にB,D貝塚は長さ 130m以上、幅 50m以

上にわたって台地縁辺から谷底にかけて広がりを有する

大規模な貝塚である。各貝塚は尾根部や尾根状に張り出

した斜面地を境に分離しており、E貝塚だけは尾根部で

隔てられた狭い平坦部に面して形成されている。

周辺の遺跡

霞ヶ浦沿岸は縄文時代の貝塚密集地帯として知られ、

陸平貝塚周辺以外の美浦村地内では、旧余郷入に注ぐ小

河川 。高橋川とその支流によって開析された谷筋沿いに

斜面貝塚が集中する。谷奥から順に「興津式」土器の標

式遺跡である前期後棄の興津貝塚 [西村1968他 ]、 前期前

1.遺跡の立地と歴史的環境

葉と中期初頭の斜面貝塚を有する虚空蔵貝琢 [大川。大島

編 1977]、 前期中葉と中期後葉の貝層が検出されている

大谷貝塚 [駒澤 2009]、 後期の平木貝塚 [酒詰 1959]があげ

られるが、これらは貝塚によって時期が異なる傾向が認

められる。

陸平遺跡群 (第 1図)一方、陸平貝塚が立地する島

状台地内では、詳細な分布調査 [陸平調査会 1989、 美

浦村教委 2001]等によって、旧石器時代～近世に及ぶ計

39ケ所の遺跡が確認されており、「陸平遺跡群」[小杉

1990]と 総称されている。島状台地という地理的に限定さ

れた範囲に立地するこれら各時期の遺跡同士は、何らか

の有機的繋がりを持って営まれたものと推定され、遺跡

群研究の対象として有意な単位といえる。

縄文時代早・前期の陸平遺跡群では、陸平貝塚で早期

後葉と前期後葉の斜面貝塚や早期の炉穴が確認されてい

るのをはじめ、陣屋敷遺跡 [陸平調査会 1992](003以下

番号は第 1図に対応)、 天神平 I遺跡 (012)、 木の根田遺

跡 (026)、 内出遺跡 (027)、 下の下遺跡 (030)で住居

址や炉穴、地点貝塚が検出されている。対して、陸平貝

塚において複数の地点にわたって貝層が形成され̂ 住居址

も認められる縄文時代中・後期では、周囲に集落遺跡は

ほとんど確認されておらず(陸平貝塚に近接する押井戸

遺跡 (015)で中期阿玉台 Ib式期の住居址 1軒が検出さ

れているに過ぎない。代って縄文時代後期や晩期の陸平

遺跡群では、谷津の谷底に焚き火址とともに後期の粗製

土器が多量に廃棄されていた陣屋敷低湿地遺跡 [陸平調

査会 1990](00つ や、晩期の製塩遺跡である法堂遺跡 [戸

沢・半田 1966](032)な ど、特定の活動の痕跡を示す遺

勘崎平粛埜する。

また、陸平貝琢では弥生時代から奈良・平安時代の遺物

や遺構も検出されているが、当該期は陸平遺跡群でも多

くの集落遺跡が存在する。弥生時代では、台地の東方か

ら入り込んだ谷津に面した多古山 I・ Ⅱ遺跡 (010,011)

から中期の上器が検出されており、西方から入り込んだ
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第 1図 陸平貝塚周辺の地形と遺跡
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谷津に面した台地上には、後期の集落跡である宮脇遺跡

(002)、 陣屋敷遺跡 (003)、 根本遺跡 [陸平調査会 1996]

(005)がまとまって存在する。

古墳時代前～中期の集落跡は、宮脇遺跡 (002)、 陣屋

敷遺跡 (003)、 根本遺跡 (005)、 ミコヤ遺跡 (014)、 木

の根田遺跡 (026)、 内出遺跡 (027)など、5,000∬以下

の尾根状台地に立地するのに対し、古墳時代後期を主体

とした遺跡は、陸平貝塚を代表に御霊平遺跡 (006)、 天

神平 I・ Ⅱ遺跡 (012,013)など 10,Ooo∬以上の広い

平坦部を有する台地上に形成される傾向が認められる。

奈良・平安時代になると集落は台地全容に営まれるよ

うになり、宮脇遺跡 (002)、 陣屋敷遺跡 (003)、 根本遺

跡 (005)、 御霊平遺跡 (006)、 多古山Ⅱ遺跡 (011)、 天

神平 I遺跡 (012)、 天神平Ⅱ遺跡 (013)、 ミコヤ遺跡 (014)、

押井戸遺跡 (015)、 内出遺跡 (027)で、発掘調査によっ

て住居址が検出されている他、池端遺跡 (140)[美浦村

教委 2004]で火葬墓がみつかっている。

調査略史

陸平貝塚は 1879(明治 12)年、E,S,モース氏の薫

陶を受けた東京大学の佐々木忠二郎氏と飯島魁氏によっ

て、日本人の手による最初の学術発掘が実施された遺跡

として著名であり [佐々木・飯島 1980,I.HJIMA,

C.SASAK1 1883kそ の後も大野雲外氏をはじめ多くの研

究者によって調査や踏査が行われている [大野 1896他 ]。

これらのうち昭和戦前期までの調査史については、別に

報告してあるので [美浦村教委 2006]、 ここでは今回の調

査に関わる昭和戦後期の調査を列記するに留め、詳細に

ついては、次章以降の関連項目の中で触れることにする。

[酒詰仲男 1951]1948年、酒詰仲男氏等によって、

B貝塚西端谷頭付近の発掘と電気探査による調査が行わ

れた。

[庄司克 1981]1963年 、庄司克氏はA貝塚において露

出貝層断面の観察と土器の採集を実施している。

[茨城県 1979]1968年 、茨城県史編纂事業の一環とし

て、明治大学考古学研究室によって陸平貝塚の測量調査

が実施された。この調査によって、 8箇所の斜面貝塚が

確認され、その分布範囲を含めた遺跡の地形実測図がは

じめて作成された。

[美浦村教委 2004]1997」 転 便宜施設建設に伴い、A

貝塚北側の台地平坦部上の発掘調査が、美浦村教育委員

会により実施された。調査面積は約 170ゴで、A貝塚の

末端部にあたる斜面貝層と縄文時代中期後葉と後期前葉

の住居跡等が検出されている。

調査 に至 る経緯

古くから知られていた陸平貝塚であつたが、その保存

対策の進展は近年になってからである。1970年代後半に

は、貝塚を含む安中台地一帯に、一大レジャーランドと

住宅団地を造成する開発計画が持ち上がり、遺跡破壊の

危機に直面する。これにあたっては、地元の研究団体「常

総台地研究会」が主体となった全国的な保存運動が展開

され、結果、景気の下降とも相まって開発計画が中止に

至った経緯がある[常総台地研究会 1975]。

しかし、この開発計画に伴う土地の村外への流失や、

農村構造の変化によって、畑作や里山の放棄などが進み、

貝塚周辺は人も入れないような荒れ地となり、盗掘も横

2.確認調査の概要

行するような状態になってしまった。

このような状況の中、村では放置された土地の有効禾暉

用と地域の活性化を目的に、企業を誘致しての新たな大

規模リゾート開発「美浦村安中地区総合開発」を計画す

る。この新たな開発計画の中では、以前の経緯を踏まえ、

「陸平貝塚そのものと開発は並列同義」[市川 1987]と い

う理念の下、当初から陸平貝塚のより完全に近い形での

保存と、将来にわたる保全と活用が検討されることになっ

た。

開発計画が正式に開始された 1986年、美浦村長を会長

に、村民や地元研究者をメンバーとした「陸平貝塚保存

対策委員会」が発足し、翌 1987年には、具体的な調査と

保存計画を推進するため、坪井清足氏を顧問に、専門研
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究者を調査指導委員に委嘱した「陸平調査会」へと発展・

改組された。

調査会ではまず、遺跡の現状を正確に把握し、保存範

囲を確定するための情報を得ることを目的に、貝塚の範

囲確認と、台地平坦部の地下レーダー探査及び試掘を柱

とする、確認調査を行うことにした。また、これらの調

査と並行して、開発区域内における遺跡の有無を確認す

る分布調査と、周辺地域の古環境復元を柱とする自然

科学分野調査を、同年から開始した [美浦村教委 2009]。

1990年 にはそれらの成果を受けて、周辺の谷部も含めた

約 14haの 現状保存範囲が、開発区域の中に確保される

ことになる。

その後、調査会では、「動く博物館構想」「戸沢 1991,

1993」 をかかげ、開発企業の協力のもと遺跡整備計画の

策定にはいるが、景気の急激な悪化にともない、開発計

画自体が縮小を余儀なくされ、整備計画も中断せざるを

得なくなる。しかし、遺跡の草刈リボラン秀ィアなど貝

塚の保全と活用をめぐる様々な住民活動が広がるのと相

まって、保存範囲内の土地の多くが開発企業である株式

会社西洋環境開発から美浦村に寄付され、1998年には我

が国を代表する貝塚遺跡として、国の史跡に指定された。

調 査 の 目的 と経過

調査会では、1987年度確認調査の実施にあたり、調査

員を兼ねる事務局員の充実を図るとともに、明治大学考

古学研究室をはじめ多くの大学研究機関の協力を得て、

戸沢充則氏を団長とする「陸平調査団」を編成した。ま

た、 5月 には調査の事前準備として、篠竹やススキ等の

ブッシュに覆われていた遺跡の草刈り作業を開始し、 7

月には測量基準杭の設置を行っている。

貝塚の範囲確認調査 当調査は、保存範囲の策定に関

わる周辺地形の現況把握と、遺跡の主要素である貝層の

正確な分布範囲を把握する目的で、1987年 6月 5日～8

日の期間に実施された。

周辺地形の現状把握は、明治大学大学院生 6名の参加

を得て、遺跡周囲の地形を歩行観察したもので、密生す

る山林や藪に阻まれながらも、2日 間をかけて該当地域

を全周することができた。その結果、歴史的景観を確保

する上で重要な、貝塚が面する谷部の地形が、大きな改

変を受けず良好に残されていることが確認され、保存区

域の検討にあたっては、この谷部の保存と将来にわたる

整備と活用のためのスペース確保が考慮されることにな

る。

貝層の分布調査は、既成の貝塚実測図[茨城県 1979]に

補正を加えるために、6月 7日 に明治大学考古学専攻 1

年生の実習を受け入れ、約 100名の参加者のもと実施さ

れた。ボーリングステッキ等を用いて各地点の貝塚の範

囲を確認し、併せて遺物の表面採集も行っている。

地下レーダー探査 陸平貝塚は貝層部の調査は古くか

ら行われていたが、貝塚を残した人々の生活痕跡の存在

が予想される、貝塚に囲まれた台地平坦部の内容はほと

んど把握されていなかった。そのため、台地平坦部にお

ける遺構群の有無や広がりを確認するために、地下レー

ダー探査を実施した。探査は桜小路電機有限会社に委託

して、1987年 7月 6日から、ほぼ lヶ 月間にわたって行わ

れた。

台地平坦部の試掘調査 貝層の分布調査や地下レー

ダー探査の結果を、発掘によってさらに具体的に確認す

るために、台地平坦部を対象に部分的な試掘調査 (ト レ

ンチによる遺構確認調査)を 1987年 8月 6日 ～9月 4日

の期間実施した。

事前の8月 2日 に、テストピットによる基本堆積土層

の確認を行い、本調査は、第 I期 (8'6～ 8/14)、 第Ⅱ期

(8イ 16～ 8イ 24)、 第Ⅲ期 (8/26～ 9/3)に 分けて実施した。

調査には、明治大学、筑波大学、学習院大学、千葉大学、

日本大学、南山大学、帝京大学の学生をはじめ、茨城県

考古学協会員や地元高校生等が集まり、延べ人数では、

調査指導委員 57名、事務局員や大学院生の調査員 232

名、学生等の作業員 865名の参加があった。8月 17日

～8月 20日 には、村内の中学生や住民、延べ 200名 に

よる村民参加調査が実施され、期間中の延べ見学者数は

約 650名 に及ぶ。また、10月 19日 には検出された人骨

土墳の取り上げを行つた。

なお、本書刊行までに長い年月がかかつてしまったが、

整理作業は、現地での調査終了直後の 10月 21日 から、

断続的に実施している。
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Ⅱ.貝塚の範囲確

調査の方法

貝層の分布調査実施にあたっては、明治大学考古学研

究室が以前作成した貝塚実測図[茨城県 1979]を事前の

参考資料にしたが、8ヶ所に分かれて分布する貝塚の地

点名が無かったため、A～H貝塚の名称を付与した [陸平

調査会 1989]。 地点名については、他の文献において記

載例があるが、統一されておらず、今回は酒詰仲男氏の

調査報告 [酒詰 1951]と瓦吹堅氏の報告 [瓦吹 1984]を

参考に新たにふり直している。

調査は明大実測図と、表面に露出している貝の在り方

を参考にしながら、長さ約 lmのボーリングステッキや

ピンポールを用い、各貝塚における地中の貝層の有無を

探査した。探査によって把握された範囲境界には旗を目

印に立て、測量の測点としている。

貝層 の分布

調査によって把握された貝層の分布を第 2図に示す。

A～ G貝塚の位置は、明大実測図とほぽ一致しているが、

明大実測図で記載されていたE貝塚南方の谷頭斜面に位

置するH貝塚が今回の調査では確認できなかった。代わ

りに、B貝塚とG貝塚の間に位置する貝塚は、今回の調

査によって新たに確認されたもので、I貝塚と名付けた。

各貝塚の範囲は、明大実測図よりも概して広範囲に及

ぶことが明らかになったが、後述する試掘調査や、1997

年度の発掘調査によって、第 2図の範囲よりさらに広が

りをもつことが、部分的ではあるが確認されている。

各貝塚 の状況

次に、各貝塚ごとの分布状況と表面採集遺物について

記す。また併せて、試掘調査の成果や過去の調査記録に

基づき、各貝塚の形成時期を想定しておく。

1.貝層の分布調査

A貝塚 本貝塚は、1879年に佐々木・飯島両氏が発掘

した「丘ノ西南隅」の地点にあたる[美浦村教委 2006]。

西方から入り込んだ谷津に面した貝塚で、やや高まりを

有する台地端部から谷頭斜面にかけて、長さ約 100m、

幅約 50mの範囲にわたって貝の分布がみられる。後日実

施した谷部の試掘調査では、斜面下方まで二次堆積と思

われる破砕貝を含む土層が確認されている。

第 3図 1～ 5は、今回表面採集した資料である。 1～

4は縄文土器で、 1,2,4は 中期中葉～後葉の、 3は

後期前葉の破片と思われる。 5は研磨が施されたベンケ

イガイ製の貝輪破片。

A貝塚の台地上には以前八幡様が祀られていたが、大

野雲外氏は 1896年頃、「西隅八幡社ノ南中腹崖」を発掘

し、「土壌一尺貝殻三尺計り」「渦形ノ厚手土器破片」が

出土したことを記録している[大野 1896]。

1963年の庄司氏による露出貝層断面の観察では、「台

地上平坦部より3～ 4mほど低い斜面途中」の地点で、

阿玉台式期の3枚の貝層を確認しており、Ⅲ層としたハ

マグリを主体とする「第 2混土貝層」から阿玉台Ⅱ式に

相当する土器を、下位のⅣ層とした「ハマグリ純貝層」

から阿玉台 Ia式に相当する土器を採取している。「台地

縁辺の肩部に相当する」地点では「堅穴住居址の一部が

出現し、その床面上には堀之内 I式土器を大量に含む貝

層群の堆積が認められた」とする。[庄司 1981]

貝塚の北側の台地縁辺部で行われた 1997年度発掘調

査時に、埋没斜面から貝塚の北端部にあたる阿玉台 Ib

式～Ⅱ式期の貝層が検出されている[美浦村教委 2004]。

以上の調査記録から、縄文時代中期阿玉台 Ia式～Ⅱ

式期、後期の堀之内 1式期の貝層の存在が確認できる。

また、貝層中出土かどうか不明だが、東京大学に所蔵さ

れている佐々木・飯島発掘資料には、中期初頭の阿玉台

式直前～後期中葉の加曽利B式までの上器大型破片が認

められることから[美浦村教委 2006]、 中期中葉～後期中

葉の時期の貝層が存在する可能性も高い。
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B貝塚 北東方から入り込んだ谷津に平行する台地北

西斜面に位置し、台地端部から谷底にかけて、長さ約 130

m、 幅約 50mの範囲にわたって貝の分布がみられる。東

部と谷頭にあたる西部の斜面は湾曲しており、その部分

では貝の分布が台地狽1に膨らむ。

第 3図 6～ 11は表面採集資料で、6は縄文時代後期前

棄の堀之内 1式土器、 7～ 9は後期中棄の加曽利B式土

器である。10は研磨によって整形された鹿角製刺突具の

破損品で、径 0.6cm。 11は石英粗面岩製の磨石で、表裏

面に磨滅と浅い凹みがみられ、側面に敲打痕が観察され

る。長さ 13.5cm、 幅 7.lcm、 厚さ 4.5cm、 重さ700g。

1948年、酒詰仲男氏等によって、西端谷頭付近の発掘

が行われている[酒詰 1951]。 「谷頭より南へ寄った桑畑

の中央」の4m四方の発掘区では、「下層に阿玉台式を出

す貝層があって、その上に上から下までカロ曽不可E式を出

す貝層が重り」、電気探査結果の確認をするために掘られ

た同谷頭部の「穴」では「なおその上に堀之内式があっ

た」とされる。なお、この地点では「四・七メー トルま

で掘ってついに貝層下土層」に達している。

今回の試掘調査で、貝塚の東部と西部にあたる台地端

部にそれぞれ トレンチを設定した結果、西部のB貝塚配

1ト レンチでは五領ヶ台Ⅱ式～阿玉台 Ia式期までの貝

層が、東部のB貝塚配 2ト レンチでも、五領ヶ台Ⅱ式～

阿玉台式期の貝層が確認された。

以上の情報から、縄文時代中期初頭 (五領ヶ台Ⅱ式～

阿玉台 Ia式期)と、中期後棄の加曽利E式期、後期前

葉の堀之内式期の貝層の存在が確認できる。また、酒言吉

氏の報告では 「東南寄の表面採集で、加曽利B式も採集

された」ことが記されているが、試掘調査のB貝塚No l

トレンチの表土からも、後期中葉の同式土器が多数出土

しており注目される。

C員塚 南西方から入り込んだ谷津に面した、台地南

東斜面西部の凹状の場所に位置し、台地縁辺から斜面に

かけて、長さ約 40m、 幅約 25mの範囲にわたって貝の分

布がみられる。

表面採集資料の第 3図 12～ 17の うち、12は縄文時代

中期後棄の加曽利E式土器、13,14は後期前葉の堀之内

式土器、15～ 17は後期中葉の加曽利B式土器である。

D貝塚 南西方から入り込んだ谷津に平行する台地南

東斜面に位置し、台地端部から谷底にかけて、長さ約 130

m、 幅約 65mの範囲にわたって貝の分布がみられる。東

部の谷頭付近と斜面が湾曲する西部では、貝の分布が台

地側に膨らむ。

第 3図 18～ 20は表面採集された縄文土器で、18は中

期後葉の加曽利E式、20は後期前葉の堀之内 1式、19

は後期中葉の力日曽利B式である。

前述した大野氏は、A貝塚とともに、D貝塚にあたる

「南東二延長セル南面ノ崖」において 「長サ七間 幅一

間余ノ場所ニシテ貝殻層を縦断セリ、土壌一尺貝殻六尺

五寸或ハ七尺二至ル」という大がかりな調査を実施し、

「阿玉台貝塚ヨリ出ズル雲母ヲ含ム厚平ノ土器二類シタ

ルモノ害1合二多」ヤゝことを記録している [大野 1896]。

今回の試掘調査では、貝塚の東部と西部にあたる台地

端部にそれぞれ トレンチを設定している。西部のD貝塚

No lト レンチでは糸毛文時代後期初頭の称名寺式期の貝層

が、東部のD貝塚N62ト レンチでは、早期後葉の条痕文

期と中期前葉の阿玉台 Ib式期の貝層が確認され、さら

に、配 1ト レンチでは多数の後期前葉～中葉の土器破片

が、配 2ト レンチでは中期中葉の完形に近い土器が、そ

れぞれ貝層上から出土しており、これらの時期の貝層が

重層している可能性が高い。

E貝塚 主体となる台地平坦部とは、尾根状部で隔て

られた狭い台地平坦部の北東斜面に位置し、北方から入

り込んだ谷津に面している。貝の分布範囲は径約 30mの

広がりを持つ。酒詰氏の『日本貝塚地名表』[酒詰 1959]

では、「馬見山 (台上)」 貝塚として登録されている。

試掘調査では、E貝塚配 1ト レンチの斜面部から、縄

文時代前期後葉の浮島Ⅲ式期の貝層が検出された。また、

第 4図に示したように、表面採集では数多くの土器大型

破片が得られたが、そのほとんどが前期後葉の浮島式、

興津式、諸磯式土器であり、E貝塚が主に当該期の貝層

から構成されていることが予測される。

縦位の刺突列や連続爪形文、撚糸文がみられる21～ 25

は浮島 Ia式に、幅の狭い変形爪形文が施文された 26

と、無文地に平行沈線文がみられる 27は浮島 Ib式に該

当する。1幅広の変形爪形文が施された 28,29は浮島Ⅱ式

に、変形爪形文間に縦位の刻みが施された 30,31は浮島

Ⅲ式と思われる。磨消縄文の 32と浮線文が施された 33

は諸磯式土器。34は興津Ⅱ式に類似した菱形を基調とし

たモチーフを持つが、沈線区画内は貝殻腹縁文ではなく
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刺突文を充填している。下部に不整な縄文がみられる。

35は中期初頭の五領ヶ台Ⅱ式である。37,38は敲打によっ

て側面が平坦になった磨石で、表裏面が磨滅し、浅い凹

みを有する。37は安山岩製で、幅 7.3cm、 厚さ 4.2c血、

重さ360g、 38は安山岩製で、長さ 8,7cm、 幅 7.9cm、 厚

さ4.2cm、 重さ440g。 39は安山岩製の石皿破損品で、

幅 13.6cm、 厚さ4.2cm、 重さ820g。

F貝塚 北方から入り込んだ谷津に面した、台地東斜

面に位置し、台地縁辺部から斜面にかけて、長さ約60m、

幅約 40mの範囲にわたって貝の分布がみられる。

第 5図 40～ 47は表面採集された縄文土器で、40は

中期中葉、41,42,44は 中期後葉の加曽利E式、45,46

は後期前葉の堀之内 1式と思われる。試掘調査で台地縁

辺部に設けられたP28-a列 トレンチにおいて、阿玉台

Ib式期の貝層が検出された。

G貝塚 北方から入り込んだ谷津に面した、台地東斜

面に位置し、台地縁辺部から斜面にかけて、長さ約25m、

幅約 20mの範囲にわたって貝の分布がみられる。

第5図 48～ 50は表面採集された縄文土器で、48は中期

中棄、沈線間が磨消された49,SOは中期後棄の加曽利E

Ⅱ～Ⅲ式と思われる。試掘調査で台地縁辺部に設けられ

たG貝塚配 1ト レンチにおいては、加曽利EⅡ式期の貝層

が確認されている。

I貝塚 北東方から入り込んだ谷津に面した、台地北

斜面に位置するが、他の貝塚と異なり、台地縁辺から一

段下がった緩斜面部に、径約 20mの範囲にわたって貝の

分布がみられる。

第 5図 51～ 62は表面採集された縄文土器で、51は早

期中葉の田戸下層式、52は中期の阿玉台 正式、53,54

は中期中葉、55,56は中期後葉の加曽利E式、57～ 59

は後期前葉の堀之内1式 60,61は堀之内2式、62は後

期中葉の加曽利B式に該当すると思われる。

探査 の方 法

地下レーダー探査は、地表面を移動するアンテナ部か

ら地中に電波を発射し、地中の物標から反射してくるエ

コー電波を受信して、その反射特性から地下埋設物、空

洞、地盤構造などの地中の情報を得る探査方法である。

遺跡での応用については、地下に痕跡が残された遺構の

有無や分布を、掘削せずに把握できる利点があるが、エ

コー電波を信号処理して得られたアンテナ走査断面の画

像を、どのように読み取り、竪穴住居跡や貝層といった

遺構ごとの特性を判別するかが重要となる。今回の探査

では、特徴的な反応データがみられた箇所を、試掘調

査によって実際に確認する方法をとり、遺構別の画像パ

ターンの把握に努めた。

測定にあたっては、第 6図に示したように、東西方向

を基本とする3m間隔の測線を台地平坦部全域に設定し

てアンテナの走査を行った。さらに、特徴的な反応がみ

られた箇所については、一辺 25m以下の方形区画を設定

し、0.5m間 隔メッシュを測線とする詳細な探査も実施し

ている。

2.地下レーダー探査

貝層 の反応

試掘調査の結果を踏まえた画像判読によって、明瞭に

パターンが認識できたのは貝層であり、住居跡等の掘り

込みによる遺構については、個々の画像反応と試掘結果

が一致したものはあったが、明確なパターンを把握でき

たとは現状では言い難い。そのため、ここでは貝層につ

いてのみ報告し、他の遺構については、更なる解析を待

ちたい。

台地平坦部で提えられたデータは、通常水平堆積して

いる地質土層を反映して横縞状の画像となる。貝層が存

在する場合、貝殻が電磁波を強く反射するため、横縞の

大きな乱れとして把握される。第 6図に示した測線上の

大線部が貝層の反応がみられた部分であり、ボーリング

ステッキ等による貝層の分布調査の成果 (第 2図)とよ

く一致している。ただし、E貝塚に隣接する台地平坦部

で認められた反応箇所 (図中の○印)については、試掘

を実施したところ (W28-①列トレンチ)、 貝層や遺構

の存在は確認できていない。
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Ⅲ.台地平坦部の試掘調査

調査 区の設定

試掘調査にあたっては、北-10度―西を軸とするグ

リッド (方眼)を設け、調査区設定の基準となる平面区

画とした (第 7図)。 まず、遺跡全域に 10m四方の方眼

を大グリッドとして設け、東西方向に連なるグリッドを北

からA～ Z列、南北方向に連なるグリッドを西から1～

33列と呼称し、その組み合わせで個々の大グリッドを表

記した。

さらイこ10m四方の大グリッド内を、2m四方の 25区

画に分害Jし小グリッドとした。呼称は、東西方向に連な

るグリッドを北からa～ e列、南北方向に連なるグリッ

ドを西から①～⑤列とし、やはりその組み合わせで表記

している。

以上のグリッドを基準に、計 23ヶ所の2m× 10mを

基本とする溝状の発掘区 (ト レンチ)を設定した。これ

らのトレンチ群は調査の目的により大きく二つに分けら

れる。

一つは、台地平坦部上における土層の堆積と住居跡や

土坑等の遺構の在り方を探るために設けられた一群で、

P― a列に東西方向に設けられた 9ヶ所の中央 トレンチ

群 (P12-a列、P14-a列、P16-a列、P18-aア吹

P20-a列、 P22-a列、P24-aテ吹 P26-a列、 P

28-a列)と、7ヶ所のトレンテ群 (MN0 17-⑤列、T
27・28-e列、H28-①列、H30-①列、MN 27-⑤列、

W28-①列、Y28-①列)である。また、これらのト

レンチ群は地下レーダー探査の反応データを解析するた

めの情報を得ることも目的とした。

もうひとつは、斜面貝塚の台地平坦部縁辺における在

り方と住居跡等の遺構群の関係を把握するために設けら

れた計 7ヶ所の トレンチ群 (A貝塚No l、 B貝塚配 1、

B貝塚配 2、 D貝塚配 1、 D貝塚配 2、 E貝塚hl、 G

貝塚配 1)である。

土 層 の堆積 と遺 跡 の古地 形

基本土層

台地平坦部を構成する基本的な土層群を I層からⅥ層

に分層した。

I層 いわゆる表土層で、旧耕作土や客土、それに植

物の根による攪乱が著しい表層が対応する。

Ⅱ層 上位の I層と下位のローム層 (Ⅲ層)の間に形

成された土層で、縄文時代以降の遺物包含層である。土

質から基本的にⅡa～ Ⅱc層に分けられる。Ⅱa層は黒

褐色～暗茶褐色を呈する土層で、中央 トレンチ群では、

土器粒子、焼土粒子、炭化物、骨片・骨粉を含む場合が

多い。Ⅱb層は暗黄褐色～茶褐色を呈する土層で、ロー

ムブロックやローム粒子を多く含む。Ⅱc層は黄褐色～

黄茶褐色を呈する、ローム土を基調とした土層である。

ただし、Ⅱ層は場所によって土質に違いも認められ、Ⅱ

a～ Ⅱc層への対応が困難なトレンチもあった。その場

合、そのトレンチのみの細分層名を付している。

Ⅲ層 ローム層。黄褐色を基本とするが、下位の粘土

層 (Ⅳ～Ⅵ層)に近い部分では、褐色～茶褐色を呈する

場合がみられた。

Ⅳ～Ⅵ層 更新世に対応すると思われる粘土層で、Ⅳ

層は灰褐色粘土層、V層は黄～橙褐色粘土層、Ⅵ層は青

灰褐色粘土層である。やはリトレンチによって、多少色

味が異なる。

なお、Ⅱa～ Ⅱc層とした土層に包含される遺物の時

期は、各 トレンチ間で必ずしも共通性は認められない。

以前概報 [陸平調査会 1989]で、中央トレンチ群西部の状

況を基に各層の時期を想定したが訂正する。共通性がみ

られない理由には、土質の違いが堆積後の土壌化などの

影響により生成された場合、包含遺物が恒常的な自然等

の営力により移動している場合、調査時の土層対応の

錯誤、などが考えられる。堆積時期については今後の課

題とする。

1.調査の概要
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土層の堆積状況 と古地形

第 8図に台地平坦部における土層の堆積状況を示す。

まず、中央 トレンチ群で確認された土層をもとに、東

西方向の状況をみると、地表はほぼ平坦であるが、東に

向かつて緩やかに傾斜している。西端のP12-a列の地

表が標高 26.8mなのに対し、東端のP28-a列では 25。2

mを測る。一方、ローム層 (Ⅲ層)上面の在り方は、P

12-a列で標高 26.lm、 P14-a列で 25.5m、 P20-a

列で 25,91a P 28-a列 で 24.8mを測り、台地西狽いこP

22 23 24 25 27 28 29 30 31

14-a列付近を最深とする浅い埋没窪地があることを示す。

ローム層下の粘土層上面 (Ⅳ層上面)も、ローム層上

面の在り方と同様な高低差を持つことから、この埋没窪

地地形の基盤は、ローム堆積以前に粘土層が浸食され形

成されたものと捉えられる。

表土層 (I層)とローム層の間に堆積した遺物包含層

のⅡ層は、P12-a列～P20-a列まで認めらヤ仏 埋没

窪地が最も深いP14-a列で最も厚く約 90cmを測る。

また、P22-a列以東では表土層 (I層)直下がローム
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第 7図  グリッド設定及び調査区 (ト レンチ)位置図
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層となることから、耕作等による後世の削平が多少あつ

た可含旨性も念頭に置いておく必要がある。

次に、南北方向の土層堆積状況を、台地平坦部東部か

らE貝塚に接する小台地に連なる 28列付近でみると、地

表が最も高いE貝塚の小台地 椰穆8-Q Y28-① 列)

では、Ⅲ層上面の標高も他に比べて高くなっている。対

して、それ以北では、地表高は場所によって最大 lm以

上の差があるが、Ⅲ層上面の高さには大差がなく、地表

面の高低差がⅡ層の有無や厚さを反映したものであるこ

とがわかる。Ⅱ層形成期以後の侵食や削平が現地形に影

響を及ばしていると思われる。

一方、湾曲した台地斜面に接した、台地北端と南端の

平坦部に設定された、B貝塚N61,2及びD貝塚配 1,

2ト レンチでは、貝層やⅡ層によって埋められた埋没斜

面が確認されており、前述したP14-a列付近の埋没窪

地は、B貝塚Nα lト レンチもしくはD貝塚Nα lト レンチ

で認められた埋没斜面に続く可能性がある。また、現況

における台地平坦部と斜面との変換点は明瞭で、平坦な

台地縁辺から急激に斜面へと移行するが、E貝塚Nα lト

レンテの調査では、この急斜面がローム層堆積以前の粘

円
＼＼ヾ20a

第 8図 基本土層堆積模式図

土層の浸食や崩落により形成されたことが把握できた。

一方、D貝塚No 2ト レンチにおける埋没斜面の形成も、

ローム層堆積以前の粘土層の浸食、崩落に起因するこ

とを確認したが、埋没後の現況急斜面の形成要因につい

ては別途検討が必要である。

以上のように、Ⅱ層及び貝層堆積前の台地平坦部は現

在よりも起伏に富んだ複雑な地形であつたと考えられる。

現況の広大な平坦部の形成には、自然の営力や後世にお

ける多少の改変とともに、貝層の堆積をはじめとする遺

跡の形成が深く関わっているといえよう。

検 出 され た遺構 の概 要

各 トレンチから検出された遺構は、貝層 7ヶ所、住居

跡 19軒、土坑 84基、埋設土器4基、溝状遺構 10条であ

る。これらの遺構については、基本的に平面の確認にと

どめ、一部を除き覆土の発掘はおこなっていない。その

ため、構築時期を把握できていないものが多いが、時期

が認定できた遺構についてその分布を第 9図に示す。

縄文時代の遺構 早期については、後葉の斜面貝層が

MN27 ⑤

Ｙ２８．
①

２８．①□
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D貝塚東部 (DNo 2)で検出され、その東隣にあたる台

地上 (T27・ 28-eplDで、炉穴の可含旨性がある土坑数

基が確認された。前期はE貝塚 (E配 1)で後葉の斜面

貝層が確認されたが、隣接する小台地上の トレンチから

は、当該期の遺構は検出されていない。

中期では複数地点で斜面貝層が検出され、住居跡や土

坑の存在も確認された。斜面貝層については、初頭のも

のをB貝塚西部 (B配 1)と東部 (B恥 2)?で、前葉

のものをA貝塚 (A配 1)、 D貝塚東部 (D配 2)、 F貝

塚 (P28-a列 )、 B貝塚東部 (B配2)?で、後葉のも

のをG貝塚 (G配 1)で確認した。また、A貝塚寄りの

台地上 (P12-a列 ,Ahl)で 住居跡 1軒と土坑 3基

を、B貝塚西部の台地縁辺部 (B配 1)で重複する3軒

の住居跡を確認している。後者の住居跡群は貝層を掘り

込んだもので、内 1軒には住居内貝層と思われる地点貝

塚がみられた。後期の斜面貝層については、D貝塚西部

(D配 1)で初頭の貝層が検出され、A貝塚寄 り台地上

(A陥 1)で後期前葉の埋設土器 4基が確認されている。

以上は、今回の限られた試掘調査によって確認できた

もので、過去の調査成果や出土土器の在り方を加味すれ

ば (I,Ⅱ -1参照)、 後期前葉以降の貝層の存在と、中

期と後期前棄の住居跡が台地縁辺部に展開する傾向が指

摘できる。

古墳時代以降の遺構 台地平坦部の中央から西部を中

心に、古墳時代の住居跡 1軒、奈良・平安時代の住居跡

4軒と人骨が検出された墓墳を含む土坑 2基、それに当

該期に想定される霊を持つ住居跡4軒が確認された。

出土 した土器 の概 要

縄文土器の分類

土器類は総数 23,700余点出土し、縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、陶磁器類が認められた。分類可能な土

器は計 5,700点余りで、その内の 5,000点以上が縄文土

器で占められる (表 1)。 出土した縄文土器は早期から晩

期に及ぶが、ここでは編年単位である既存の型式等に沿っ

て概説する。なお、時期が特定できない櫛描文あるい

は縄文のみが施された破片や無文の上器について、表 1

では分類不明としている。

早期前葉 撚糸文系土器が該当するが、G貝塚配 1ト

レンチから小片 2点が出土したのみである。

早期中葉 沈線文系土器が該当する。型式では「田戸

下層式」[赤星 1935]が主体を占め、他は細い沈線で鋸歯

状のモチーフが描かれた「三戸式」[赤星 1936]が 1点確

認されたのみである。田戸下層式は尖底を有する器形に

沈線文や刺突文、貝殻文が施された土器で、沈線文には

半我竹管状工具の外側を器壁に向け、押しながら削り取

るように施文された「太沈線文」と、箆状工具を引くこ

とによって表出された「細沈嗣 が用いられている [鈴

木 1990]。

早期後葉 胎土に繊維を混入し、内外面に条痕文を施

した条痕文系土器が該当する。型式としては、絡条体圧

痕文が施された「子母口式」[山内 1941]、 細隆線文がみ

られる「野島式」[赤星 1947]、 円形刺突文が付随する細

隆線や沈線で文様を描いた「鵜ヶ島台式」[岡本 1961]、

刺突列や太い沈線、細隆線のみで文様を表出した「茅山

下層式」[赤星 。岡本 1957]が認められた。

前期前葉 胎土に繊維を含み、櫛歯状文が施された「植

房劃  [西村 1957]が 1点出土している他、竹管文や貝殻

文、羽状構成をとる縄文等が施された土器が、少量出土

している。

前期後葉 「浮島式 Ia～ Ⅲ式」[西村 1966,1967,

和田 1973]と 、同時期に関東西部に分布する隔緞 式」[山

内 1939]が出土している。浮島式では、地文撚糸文、連

続爪形文、縦位の刺突列を特徴とする Ia式、無地に平

行沈線や両端が深く明瞭に印刻された変形爪形文A類

[中村 2009]が施された Ib式、断面が平坦で端部に器

面を残す変形爪形文B類 [中村 2009]を特徴とするⅡ式、

日縁に条線を配し、三角文や刻みを加えた変形爪形文B

類を施したⅢ式が認められ、他に波状貝殻文や日縁部に

輪積痕を残す土器などが該当する。諸磯式では磨消縄文

や爪形文、浮線文が施された土器が出土している。

中期初頭 本報告で中期初頭としたのは、「五領ヶ台

式」[西村 1984]、 「阿玉台式直前」、「阿玉台 Ia式」[西

村 1972]と された土器である。出土した五領ヶ台式土器

は、縄文地に沈線や角押文、彫刻文、鋸歯状文が施され

た五領ヶ台Ⅱ式に相当する。阿玉台式直前段階の上器も

沈線や角押文、彫刻文などで装飾され、叉状の日縁や肥

厚した日縁部、外面の貼付文や内面の彫刻文を特徴とす

る。阿玉台 Ia式は、隆起線に付随して施文単位 1列の
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表 1 出上土器分類・集計表

一個体と識別できた破片群は 1点 としてカウン ト。但し、複数の層位・遺構に分かれて出上した個体は重複して数えている。

角押文が施されたもので、それに叉状の日縁や内面の貼

付文、粘土棒を芯とする突起や髪状文が加わる。また、

中期初頭には扁平な隆起線が付いた縄文施文土器や、断

面三角形の隆起線が施された、粗く修正された輪積痕を

残す土器もみられる。

中期前葉 「阿玉台 Ib,Ⅱ式」[西村 1972]を 当期の

土器とした。阿玉台 Ib式としたのは、隆起線に付随し

て施文単位が 1列の角押文が施された土器で、口縁部に

扇状の把手や区画状文を形成し、粘土棒を芯にした突起

や、髪状文、刻目文、波状文が施される。なお、 1列の

角押文が施された小片など、阿玉台 Ia式と区別のでき

ない文様を有する破片については、当期の土器として扱つ

ている。阿玉台Ⅱ式は半我竹管状工具等を用いた施文

単位が複数列の角押文が認められる土器である。

中期中葉 本報告で中期中葉としたものとよ 「阿玉台Ⅲ,

Ⅳ式』□画村 1972]と「中峠幻  [下総考古学研究会 1976]、

関東西部の「勝坂式」[山内 1943、 我孫子 1974]、 東北南

部の「大木 8式」土器であり、さらにこれらの型式及び

後続する加曽利EI式に類似する土器を加えている。阿

玉台Ⅲ式は、半我竹管状工具の外面や、幅広 く平坦な工
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具によって表出された爪形文や幅広の角押文を隆起線に

付随させたもので、楔状の刺突列もみられる。阿玉台Ⅳ

式は隆起線に沈線文を付随させたもので、縄文が加わる

場合もある。今回出土した中峠式は、条線を施した口縁

部に交互刺突による小波状文や沈線が認められる土器で

ある。なお、中期中棄とした以上の土器群には隆線と縄

文だけが施された土器が伴う。

中期後葉 肋日曽利EI～Ⅳ式」[山内 1940,谷井他

1982,金子 1996]が相当する。また、当期には撚糸文地

に弧状文様を描いたいわゆる「連弧文土器」や、中部高

地に分布する「曽利式」 [藤森 1965]系の土器も含まれ

る。加曽利 E正 式は隆線によって上下を区画した縄文地

の日縁部に、隆線でクランク状や渦巻状の文様を描くも

ので、胴部は縄文のみもしくは縄文地に直線や蛇行する

懸垂文が施されたものをあてた。なお、日縁部区画内に

縄文のかわりに条線を充填したものも認められる。Ⅱ式

は、括れの弱いキャリパー形の器形を呈し、日縁部に太

目の隆線や沈線による渦巻文や楕円形区画文力＼ 胴部に

間が磨消された懸垂沈線が施された土器である。Ⅲ式に

ついては、日縁部の文様帯が略され、懸垂状の磨消部の

沈線が連結したものや、縄文間に微隆起線を配した土器

を該当させた。Ⅳ式としたのは沈線や微隆起線によって

縄文部と無文部が区画された土器で、この中にはおそら

く後期初頭まで下るものも含まれる。

後期初頭 「称名寺 I,Ⅱ式」[吉田 1960、 今村 1972]

が出土している。称名寺式は J字状などのモチーフを沈

線で描いたもので、沈線間に I式は縄文を、Ⅱ式は刺突

文や櫛描文を充填したものである。また、今回は算入し

なかったが、無文の回縁部を隆線や沈線で区画し、以下

に櫛描文を描く土器も当期に伴う可能性がある。

後期前葉 「IFB之内 1,2式」[山内 1940、 阿部 1998]

が認められる。 1式は日唇部に円孔や沈線による文様帯

を有するものや、縄文地に 1～数条の単沈線によって垂

下する文様を中心に描いたもの。 2式は口縁部に無文帯

を設け、胴上部に沈線と縄文による幾何学的な文様を表

出した土器と、半我竹管状工具や櫛歯状工具による集合

沈線によって幾何学的な文様を描いたもの、さらに日縁

に細い紐線や、口縁内面に細い沈線を巡らした土器等を

あてている。

後期中葉  F7J日曽利B劃 [山内 1939]、 「曽谷劃  [山

内 1964]を相当させた。平行線状・帯状 。弧状の磨消縄

文が施されたものや、斜線文や条線が加えられたもの、

日縁や括れ部に沈線をめぐらせ、そこに刻みを力日えた土

器等が認められ、これらを精製土器とした。一方格子目

文や、日縁に押捺が加えられた紐線をめぐらし縄文地に

単沈線や条線、半我竹管状工具による平行沈線を施した

土器、日縁内面に凹線をめぐらした縄文施文の上器等を

粗製土器として分類している。また、「遠部第二類」[池

上 1937,阿部 2001]と呼ばれる、紐線を弧状に配したり、

沈線を重層させた重形土器も当期に含まれる。

後期後葉 「安行 1,2式」[山内 1940]が出土してい

る。安行 1式は横走する隆起した帯縄文や、縦長の貼瘤

を特徴とし、列点や胴部に弧状の磨消縄文が施される。

安行 2式は帯縄文とともに、刻みの付された隆線がみら

れるもので、刻みや圧痕が付いた貼瘤が加わる。なお、

当時期に併行する東北地方のいわゆる「瘤付土器」が 1

点出土している。

当期の粗製土器については、後刺中葉のものと半U別が

難しいが、次の土器をあてた。列点や沈線を口縁やくび

れ部にめぐらせ、無地に条線を施したもの。密な押捺が

加えられた紐線を配した土器のうち、無地に条線を施し

たもの、または日縁力Ⅵ咋 もしくは内傾するもの。

晩期 「安行 3a～ c式」[山内 1941、 金子 1979]、

「前浦式」[西村 1961]が出土している。安行 3a式では、

やや隆起した帯縄文で三角形状や枠状等のモチーフを描

くもの、三叉状の沈刻文を加えた磨消縄文を表出したも

の、突起をめぐらした鉢形土器などが認められた。安行

3b式には「姥山Ⅱ刊  [鈴木 1963,1966]と された土器

も含めている。弧状や入り組み状の文様を表出したもの

や、日縁部が外屈する鉢形土器、細密沈線が施された土

器がみられる。安行 3c式とそれに併行する前浦式の出

土は少ない。沈線間に刺突や沈線を充填した土器、幅広

の沈線と縄文で「の」の字状の文様を表出したものが該

当する。

晩期の粗製土器として、日縁が肥厚内傾し、紐線や条

線とともに沈線による区画が施されたもの、同様の土器

で紐線や縦区画を欠くものを該当させた。前者には後期

末葉に遡る土器も確実に含まれるが、区別が難しいため

本書では一括して晩期として扱つている。

製塩土器 ヘラ削りが施された薄手無文の上器で、後
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期末葉～晩期に伴うものと思われる。

土器の出土状況 (第 10,11図 )

土器のトレンチ別出土数を表 1に、時期別の分布状況

を第 10,11図 に示す。なお、調査面積が広いMN0 17

-⑤列とA貝塚配 1ト レンチは調査区を3分割して、B

貝塚配 1ト レンチは2分割して出土分布を表示している。

縄文時代早 。前期 早期中葉の沈線文系土器は、出土

量こそ少ないが、台地縁辺部の各 トレンチから出土して

いる。早期後葉の条痕文系土器は、該期の貝層や包含層

が検出されたD貝塚東部 (DNo 2)や E貝塚 (E配 1)

で多数出土した他、A貝塚やB貝塚の台地縁辺部 (A配

1, B配 1, BNα 2)でまとまった出土がみられた。前

期後葉の上器は、該期の貝層が検出されたE貝塚 (ENo

l)に集中する。

縄文時代中期 初頭の五領ヶ台Ⅱ式～阿玉台 Ia式上

器は、貝層が検出されたB貝塚 (BNo l,B配 2)に集

中するが、阿玉台 Ia式土器はA貝塚付近 (A配 1)で

も認められた。前棄の阿玉台 Ib～ Ⅱ式では、貝層が各

地点に形成されるのに伴つて、台地縁辺部全域で出土し

ている。阿玉台Ⅲ～Ⅳ式や中峠式等を含む中葉とした土

器は、数は少ないが全域で散見される。後葉の加曽利E

式土器は、 B貝塚 (BNα l,2)と、貝層が確認された

G貝塚 (G陥 1)でまとまって出土した他、土坑が検出

されたA貝塚寄りの台地上 (ANol,P12-a列 )で多

量に出土している。

縄文時代後期初頭～中葉 後刺初頭の称名寺式上器は、

貝層が検出されたD貝塚西部 (D配 1)イこ分布の主体が

あり、台地中央部西寄りのトレンチ群 (MN0 17-⑤列,

P18-a列)でも少量出土している。前葉の堀之内式土

器は、台地縁辺部のD貝塚西部 (DNal)や、埋設土器

が集中するA貝塚寄りの台地上 (AN91,P12-a列 )

で多く検出され、台地中央部西寄りのトレンチ群でもま

とまった出土が認められる。中葉の加曽利B式土器は、

台地縁辺部のB貝塚 (B配 1,2)、 A貝塚付近 (Ahl,

P12-a列)、 D貝塚西部 (D配 1)と、台地中央西寄り

のトレンチ群から多量に出土している。

縄文時代後期後葉～弥生土器 安行式土器を主体とす

る後期後棄～晩期の土器は、台地中央西寄りのトレンチ

群にほぼ集約した出土状況を示し、少量の製塩土器をと

もなう。弥生土器は台地中央部のトレンチ群から、中期

の土器小片など極少量が出土した。

以上の分布状況を概観すると、縄文時代早期後葉～中

期後葉までの土器は、当該期の貝層または住居跡・土坑

が検出された台地縁辺部に集中する傾向があり、台地中

央部からの出土は極端に少ない。これらの時期は台地平

坦部が、主な活動域であつたと思われる。

一方、後期初頭～中葉になると、引き続き台地縁辺部

に多くの土器が残されるとともに、台地中央西寄りの埋

没窪地周辺とその北東側にまとまった出土がみられるよ

うになる。この現象は、居住域が台地の内側に拡張もし

くは移動したことを想像させる。そして、後期後葉～晩

期では、台地中央部に集中するようになる。台地縁辺部

での出土が稀になる状況は、当該期の斜面貝層が確認さ

れていないことと関連しよう。

出土 した土製品・石器 ・骨角器 。貝製 品の概 要

土製品 (巻末表 18)

出土した土製品は、土偶 10点、土版 1点、土製決状耳

飾 2点、土器片錘 91点、土製円盤 22点、有孔円盤 5点、

環状土製品?1点、球状土錘 3点、管状土錘 4点である。

上偶 出土したものはいずれも破片である。縄文時代

後期中葉の土器が多数出土したB貝塚配 1ト レンチから

は、いわゆる山形土偶の破片が 6点出土し、縄文時代後

期後葉の土器がまとまって検出されたP18-a列 トレ

ンチでは、いわゆるミミズク土偶と中空土偶の脚部と思わ

れる破片が出土している。

土器片錘 土製品の中で最も多く出土したのは、縄文

土器の破片を利用した土器片錘で、素材となる土器は縄

文時代中期前葉～後期前葉のものが多数を占める。いず

れも土器の破片を長方形～精円形に整形し、対面する三

側面に切目が付けられている。

本稿 (表 18)では、切目を通る軸を、土器の水平方向

にとっているものを I類、垂直方向にとっているものを

Ⅱ類とするが、 I類のものが多い。また、土器の断面に

あたる側面には、割れと、摩れが認められ、割れは整形

のために打ち欠かれたものと考えられる。一方、摩れは

整形のための研磨痕とも、使用に伴う摩滅痕とも考えら

れるが、摩れの痕跡が無いものや、部分的にしか摩れが
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認められないものが多いことから、ここでは使用に伴う

摩滅の痕跡と捉えておく。本稿では、側面が全周摩れた

ものをa類、割れと摩れが認められるものをb類、割れ

のみのものをc類とし、軸方向の採り方とともに表 18

に示した。

上製円盤・有孔円盤 土製円盤と有孔円盤も焼成前に

成形された 1点を除き土器の破片を利用したものである。

土製円盤は多角形もしくは円形に整形されたもので、側

面の状況は土器片錘と同様にa～ c類が認められる。素

材には縄文時代後期中葉の土器が目立つ。

有孔円盤はいずれも破片ないしは欠損品であるが、内

3点は、外形、孔ともきれいな円形に磨れており、意図

的に研磨されたものと思われる。

なお、土製狭状耳飾りは、その出土位置と形態から縄

文時代前期に、球状・管状土錘は古墳時代以降の所産と

捉えられる。

石器 (巻末表 19)

出上した石器は、槍先形尖頭器 1点、石鏃 7点、磨製

石斧4点、打製石斧 ?3点、礫器 1点、石皿 3点、磨石

14点、敲石 11点、凹石 1点、砥石 2点、石錘 2点、二

次加工のある剥片 3点、両極打法の剥離痕を残す石片

11点、石核 6点、承1片・砕片 102点、研磨痕や鉄器によ

る分割痕の残る剥片 3点、火打石 1点である。このうち

旧石器時代の槍先形尖頭器と研磨痕や鉄器による分割痕

の残る剥片 (粘板岩、滑石)、 火打石以外のものは、縄

文時代の石器と思われる。

小型の石器とその素材 小型の石器としては石鏃が該

当する以外、石匙等の定型的なスクレーパー類はみられ

ない。石鏃の石材は黒曜石とチャートであるが、これは

石核や剥片に多くみられる石材に対応する。また、黒曜

石やチャート製の石核の剥離面や剥片の大きさをみても、

その対象が主に石鏃であったことが想定できる。本書で

は剥片について、石鏃の素材になり得る大きさのものを

図示したが、黒曜石とチャー トの剥片は最大でも長さ

3.6cm、 幅 3.5cmのものである。黒曜石の石核はいずれも

小型のもので、作業面を打面に転用しながら、多方向か

らの剥離痕を残す。チャー ト製の石核や承1片には、礫面

を残すものがみられ、中には円礫を両極打法により分割

したものもあり、その素材が拳大以下の小さな円礫であつ

たことが想定される。

一方、石核としたもの以外に、両極打法による剥離痕

を残す石片が多数出土している。これらはそれ自体が石

鏃の素材となるような小型の剥片や残核 ?を用いており、

石材としてはやはり黒曜石とチャー トが多い。いわゆる

楔形石器に該当するものも含まれると思われるが、本報

告では両極打法による剥離を石器製作のための素材加工

と捉え [阿部 1996]、 これらを「両極打法の剥離痕を残

す石片」として一括した。

骨角器・貝製品 (巻末表 20)

出土した骨角器と貝製品は、刺突具 6点、切断痕の残

る鹿角 1点、貝輪 1点、貝輪未成品3点、貝刃 15点、ツ

ノガイの垂飾品?2点である。貝刃素材は、カガミガイ

1点を除き全てハマグリである。ツノガイ製品について

は、加工の痕跡が明確に捉えられなかったため、輪切り

状になった分割品のみを垂飾品として扱つた。また、内

面からの打撃によって孔が開いた二枚貝が多数確認され

たが、人為的な力日工か否か判断が難しいものが多かつた

ため、今回は取り上げていない。
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本節では、各調査区 (ト レンチ)ごとの調査成果につ

いて記載する。なお、土層や遺構覆土の状況、及び検出

遺構の想定深度については、図中の注記を、土器の時期

別出土数は表 1を、土製品 。石器・骨角器・貝製品の法

量や材質、出土数については、巻末に掲載した表 18～

20をか照されたい。

P12-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 12図 )

本 トレンチは、台地平坦部中央 トレンテ群の西端に相

当する、P12-a①～a④グリッドに設定された南北 2

m×東西8mの調査区である。地表面の標高は、東端で

26.25m、 西端で 26.28mを測り、ほぼ水平で平坦な場所

に位置する。

厚さ約 20cmの表土 (I層)を発掘した段階で、Ⅱa層

が現れ、その上面で、住居跡 1軒 (第 9号住居跡)と土

坑8基 (第 29～ 36号)が確認された他、調査区西寄りの

a①グリッドにおいて、道状遺構と思われる、幅約 30cm

の硬化面が南北に延びている状況が認められた。なお、

第 9号住居跡と第 31,32,34号土坑に囲まれた部分 (断

面図のⅡ層)は、Ⅱa層 と異なリローム粒子やブロック

の混入が少なく、地山ではなく遺構覆土の可台蟄性がある。

a③,④グリッドで検出された第 9号住居跡は、東側

が調査区外に延びており、確認面において径 30cm程の

貝ブロックも検出されている。平面観察による遺構群の覆

土同士の切り合い関係は、道状遺構→第 30号土坑→第

31号土坑→第 32号土坑、第 9号住居跡→第 32,34,35,

36号土坑である。以上のⅡa層上面で確認された遺構群

は平面を確認したのみで、覆上の発掘は実施していない。

さらにⅡa層上面において遺構が検出されなかったa

①, a②グリッドにまたがる箇所に、下位の上層の堆積

状況を調べる目的で、 lm× 0.8mの範囲の深掘部を設

け掘り下げた。その結果、厚さ約 15cmのⅡa層の下位に、

Ⅱb層 (厚さ約 30cm)、 Ⅱc層 (厚さ約 20cm)、 ローム層

(Ⅲ層)の堆積が認められた。また、Ⅱb層の下部を掘

り込み面とし、Ⅱc層やⅢ層を掘り込む遺構が検出され、

第 10号住居跡と命名している。深掘部南壁と北壁で住

居跡の壁の立ち上がりが確認でき、西側に広がることが

想定される。

Ⅱa層からは縄文時代中期後葉～後期中葉の上器が主

体的に出土したが、38の平安時代の椀形土器をはじめと

する土師器片も出上しており、その下限が古代まで下る

ものと思われる。Ⅱb層からは 47の縄文時代中期後葉の

土器大型破片をはじめ、同時期の土器が 28点検出されて

いるが、後期前葉の破片 2点も出土しており、本 トレン

チにおいては縄文時代後期前葉以前の包含層と捉えられ

る。Ⅱc層からは3点の土器小片が出土したのみで、堆

積時期を判定し難いが、最も新しい時期の土器として、

縄文時代中期後葉の加曽利E式上器が認められたことか

ら、中期以前の包含層の可含静性がある。

検出された遺構からは、確認時に縄文土器が出土して

いるが、小片のため遺構の時期認定資料とは捉え難い。

Ⅱa層上面で検出された遺構群については、Ⅱa層の堆

積時期の下限が古代まで下ることから、いずれも古代以

降の時期のものと捉えられる。Ⅱb層中を掘り込み面と

する第 10号住居跡については、遺物の出土が無いが、Ⅱ

b, Ⅱc層の堆積時期と、掘り込み面上に包含されてい

た土器 47の在り方から、縄文時代中期後葉のものと想定

される。

出土遺物 (第 12～ 14図)

出土した遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵

器、陶磁器類、土偶、土器片錘、土製円盤、磨石、両極

2.検出された遺構と遺物

写真 3 P12-a列 トレンチ全景
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2m

A B

※原図を反転トレース

C      D

Ia層 :茶褐色土層 表土層。径3mm以下のローム粒子を含む。白色粒子、炭化物、土器粒子を微量含む。
Ib層 :茶褐色土層 Ia層と同質だが、締まりが無い。
Ⅱa層 :黒褐色土層 締まり有り、粘性やや無し。径5mm以下のロームブロック・粒子を少量含む。土器粒子、炭化物、
Ⅱb層 :明褐色土層 Ⅱa層 に比べてローム粒子を多く含む。土器粒子 (径 2～ 6mm)、 炭化物を若千含む。
Ic層 :黄褐色土層 ローム粒子が大半を占める。他の混入物は目立たない。
I層 :明黒褐色土層 Ⅱa層 に比ベロームプロック・粒子の含有率が低く、締まりに欠ける。
Ⅲ層 :黄褐色ローム層

第 9号住居跡覆土 :暗茶褐色土 径5mm以下のローム粒子、土器粒子を多く含む。炭化物も含む。深さ推定25cm。

第10号住居跡覆土

骨片を微量含む。

1層 :明褐色土 締まり、粘性有り。ロームブロック (径 2～ 10mm)、 焼土 (径 3mm程 )、 炭化物を含む。 Ic層 に比べて締まりがある。
2層 :明褐色土 粘性有り。 1層 に比べてロームプロックが少なく、締まりが無い。

第29号土坑覆土 :明黒褐色土 土器粒子、径5mm以下のローム粒子を多く含む。炭化物をやや多く、骨片を微量含む。深さ推定40cm。

第30号 土坑覆土 :黒褐色土 土器粒子をやや多く含む。径10mm以下のロームブロック・粒子を含む。深さ推定25cm。

第31号土坑覆土 :明黒褐色土 締まりやや無し。土器粒子、径3mm以下のローム粒子を含む。深さ推定25cm。

第32号土坑覆土 :黒褐色土 土器粒子、径3m血以下のローム粒子を少量含む。炭化物を含む。深さ推定30cm。

第34号土坑覆土 :明黒褐色土 土器粒子、径5mm以下のローム粒子を含む。炭化物を少量含む。深さ推定60cm。

第35号土坑覆土 :黒褐色土 締まりやや無し。径10mm以下のロームブロック・粒子を少量含む。深さ推定38cm。

第36号土坑覆土 :明黒褐色土 締まりやや無し。径5mm以下のローム粒子を含む。深さ推定40cm。

※遺構の深さ推定はボーリングステッキによるロームまでの値。
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第 12図 P12-a列 トレンチ実測図及び出上遺物 (I層 )
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Ⅱa層出土遺物 (第 13図)12～ 37は縄文土器。12

は隆起線に沿って 2列同時施文の角押文がみられる、中

期前葉の阿玉台Ⅱ式土器。13, 14は中期中葉の破片で、

13は隆帯状の日縁に沿ってペン先状工具による押引文

が 2列施され、以下にはLR?の縄文がみられる。14は

RLの縄文を縦方向に施文した後に、単沈線 2条による

懸垂文が描かれている。

15～ 21は中期後葉の加曽利E式土器。15は口縁部の破

片で、胴部との区画が低い隆線と沈線で行われ、16には

沈線による渦巻文が描かれている。17,18は同一個体で、

上部が閉じた磨消帯がみられ、19は 日縁部から間が磨消

されたが懸垂沈線が施されている。20の回縁部には沈線間

に刺突列が施されている。21は 日縁部に沿つて、微隆起

線がみられる加曽利EⅣ式上器。縄文は全てRL。

22～ 29は後州前葉の土器。22は刺突列が施された隆線

と沈線によって、無文の口縁部とLRの縄文部を区画し

ている。23は沈線によって無文の日縁部が区画された土

器で、以下に縦位の平行沈線が認められる。24,25は L

絢 6
~51

51
0           2 5cm

―

打法の剥離痕を残す石片、剥片砕片である。

I層出土遺物 (第 12図)1～ 6は縄文土器。 1は表

裏面に条痕文が施された早期後葉の土器で、胎土に繊維

を含む。 2は隆起線に沈線文を付随させた中期中葉阿玉

台Ⅳ式土器。RLの縄文もみられる。 3,4は RLの縄

文が施文された中期後葉の加曽利E式土器。 3は胴部に

磨消縄文帯を有し、沈線で区切られた簡略化された日縁

部の在り方からⅢ式に、微隆起線で縄文部と無文部が区

画された4はⅣ式に想定される。 5は沈線と円形の束J突

文が施された口縁部破片で、後期前葉の土器か。 6は く

びれ部の2本の沈線間に三角形の列点が施され、下位に

磨消縄文が認められる後期後棄の安行 1式の胴部破片。

7は土偶の脚郡破片で、LRの縄文施文後に、腰部に

は鋸歯状の沈線が施され、足首部には沈線が一周する。

8～ 10は土器片錘で、9は無文、8,10に はRLの縄文

が施文されている。11は円礫を用いた磨石の欠損品で、

表裏面に磨滅部が、側面に敲打による剥離痕やつぶれが

認められる。

第 14図 P12-a列 トレンチ出上遺物 (Ⅱ b層・遺構 )
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Rの縄文地に単沈線で文様が結かれたもので、堀之内 1

式に該当する。26～ 28は沈線で描かれたモチーフ間に縄

文等が充填された堀之内 2式。27には無節Lの縄文が、

28にはLRの縄文が充填され、26には縄文の代わりに櫛

歯状工具による短い条線が充填されている。29は LRの

縄文が施された口縁部破片で、内面に細い沈線が 1条め

ぐる堀之内 2式土器。

30～ 36は後期中葉の加曽利B式珠 30,31には沈線

で区切られたLRの縄文帯がみられ、32,33では沈線間

の縄文 (RL)を磨消すことによって文様を描いている。

34～ 36は粗製土器で、34は無文帯の上下に、縄文を地文

とする格子目文がみられる。35,36は不整な縄文施文後

に沈線と押捺が加えられた紐線がつけられている。

37は晩期の異形土器の破片か。38は軸幅成形の土師器

椀形土器で、内面が磨かれ黒色処理が施されている。復

元日径 20cm。

39は土器片錘で、切目は lヶ 所にしか認められない。

素材は微隆起線がみられることから加曽利EⅣ式の土器

か。40～ 42は土製円盤と40はRの撚糸文を地文に連弧状

の文様が描かれた加曽利E式土器を素材としている。

■b層出土遺物 (第 14図 43～ 51)43～ 50は縄文土

器。43は沈線で縁どりされた中期中葉の眼鏡状の把手郡

破片。44～ 47は加曽利E式土器も44は日縛 脱こ沈線を充

填した区画を有し、45,46は懸垂する沈線間の縄文が磨

消されている。縄文イま45が LR、 46が RL。 47に も懸

垂文がみられるが、地文に縄文はない。底部径 5.Ocm。

48は縦位の平行沈線と隆線で日縁部が装飾された中期

後葉の曽利式系の土器で、口縁内面に太い隆線がめぐる。

日縁部の内面と断面に煤が付着する。

49は櫛歯状工具で文様が描かれており、堀之内2式土

器と思われる。50は加曽利E式土器を素材とした土器片

錘。51はチャート製の両極打法の工1離痕を残す石片で、

上下端に細かい剥離痕がみられる。素材は全面ネガティ

ブな剥離面から構成された石核状の石片である。

遺構出土遺物 (第 14図 52～ 54)52は第 9号住居跡

出土のRLの縄文地に懸垂する沈線が施された加曽利E

式土器。53は第 31号土坑出土の縄文上に沈線で格子目

を描いた加曽利B式土器。54は第 34号土坑出土の縄文

が施された鉢形土器。

P14-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 15図 )

本トレンチは、台地平坦部中央トレンチ群の西部に相

当する、P14-a①～a⑤グリッドに設定された南北2

m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東端で

26.70m、 西端で 26.75mを測り、ほぼ水平で平坦な場所

に位置する。

厚さ約 30cmの表土 (Ia,b層)下のⅡa層上面で、

土坑4基 (第 16～ 19号)と溝状遺構2条 (第 4,5号 )

が確認された。これらの遺構群は平面を確認したのみで、

覆上の発掘は実施していない。遺構が検出されなかった

a②グリッド東半部において、 lm× 2mの範囲を深掘

部として掘り下げた。その結果、厚さ約 20cmの Ⅱa層の

下から暗茶褐色の上層が現れ、包含層のⅡb層と仮定し

て調査を進めたが、50cm程掘り下げたところで硬化した

床面が検出され、当該土層が住居跡の覆上であることが

判明した。第 5号住居跡と名付けたこの住居跡の床面は、

ローム層 (Ⅲ層)か らなり、その上面において 2基のピッ

トが検出されている。ボーリングステッキ探査による

と、ピットの深さはそれぞれ約 30cmを測る。また、a⑤

写真 4 P14-a列 トレンチ全景

写真 5 第 5号住居跡深掘部

-28-



A 2690m B

幽
Ia層 :暗褐色土層 締まり、粘性無し。
Ib層 :茶褐色土層 締まり、粘性有り。土器粒子 (径 1～ 2mm)、 炭化物
Ⅱa層 :黒褐色土層 締まり有り、粘性やや無し。ローム粒子 (径3mm程 )

Ⅲ層 :黄褐色ローム層 締まり、粘性非常に有り。

o                            2m

― ―

   =:=Ⅱ C

(径 2～ 3mm程 )、 ローム粒子 (径2mm弱)を若干含む。

を含む。土器粒子を少量、骨片を微量含む。

第 5号住居跡覆土
1層 :暗茶褐色土 締まり有り、粘性やや有り。ローム粒子 (径 5mm程)を含む。ローム含有率は上部の方が高い。

2層 :明茶褐色土 ロームに暗褐色土が混じつたもの。締まり非常に有り、粘性有り。炭化物を含む。

第16号土坑覆土 :明黒褐色土 土器粒子を多く含み、骨片を少量含む。

第17号土坑覆土 :黒褐色土 締まりやや無し。土器粒子、炭化物、焼土、骨片を少量含む。

第18号土坑覆土 :明黒褐色土 締まりやや無し。土器粒子を多く含み、骨片、炭化物を微量含む。

第19号土坑覆土 :明黒褐色土 土器粒子を少量、骨片を微量含む。

第4号溝状遺構覆土 :明 黒褐色土 Ⅱa層 と同質だが、水の保有率が異なる。

第 5号溝状遺構覆土 :明黒褐色土 第4号溝状遺構と同質だが、骨粉をやや多く含む。
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第 15図 P14-a列 トレンチ実測図及び出上遺物
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グリッドにおけるボーリングスタッキ探査の結果、Ⅱa

層下に厚さ約 60cmの Ⅱb層と厚さ約 10cmのⅡc層、さ

らにⅢ層の存在が確認された。

第 5号住居跡覆土からは、縄文土器とともに体部が直

線的に開くlTNを含む須恵器の小破片が 11点出上してお

り、住居跡の時期を奈良・平安時代に想定できる。そのた

め住居跡覆土を覆つて堆積したⅡa層や、その上面で検

出された遺構群は、奈良・平安時代以降に形成されたも

のと提えられる。

出土遺物 (第 15図 )

出上した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器

類、土器片錘、土製円盤、石核、研磨剥片である。

1～ 12は縄文土器。1は胎土に繊維を含む早期後葉の

鵜ヶ島台式土器。交点に円形刺突が施された細隆線区画

を日縁部に設け、刺突列を充填している。 2は中期中葉

と思われる土器で、RLの縄文と沈線間に刻みを加えた

文様がみられる。 3,4は RLの縄文地に単沈線で文様

が描かれたもので、後期前葉の堀之内 1式に該当する。

5は日縁部の外面に円形刺突が加えられた細い紐線が貼

り付けられ、内面には4条の沈線がめぐる。胴上部の沈

線下は撫でられている。 6はRLの縄文地に平行沈線に

よって文様が描かれたもので、 5と ともに堀之内 2式と

思われる。 7～ 12は後期中棄の加曽利B式上器。 7の日

唇部には刻みが、 8の日縁部には棒状工具による刻みと、

磨消によるRLの縄文帯がみられる。 9は鉢形土器で、

日縁部に引かれた 2条の沈線下にLRの縄文が施されて

いる。10～ 12は粗製土器で、10には縄文地に格子目文が、

11には縄文施文後に紐線と沈線が描かれている。12は L

Rの縄文が施され、内面には日縁に沿つた凹線の他に弧

状の凹線もみられる。

13はRLの縄文がみられる土器片錘の破片。14は縄文

地に格子目文が施された後期中葉の土器片を用いた土製

円盤。15はチャート製の小型の石核。下面が摂理に沿つ

た折れ面になっており、礫面を打面とする表の貝殻状の

剥離痕と、側面方向からの裏の縦長の剥離痕との前後関

係は不明だが、表には打点方向が異なる古い剥離面もみ

られる。16は両面に研磨が施された粘板岩製の薄い剥片

で、三辺が折れ面になっている。残りの一辺は両面から

研磨され稜が作られているが、摩耗は認められない。

P16-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 16図 )

本トレンチは、台地平坦部中央 トレンチ群の西部に相

当する、P16-a①～a⑤グリッドに設定された南北2

m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東端で

26.50m、 西端で 26.65mを測り、ほぼ水平で平坦な場所

に位置する。

厚さ約 20～ 25cmの表土 (I層)下のⅡa層上面で、住

居跡 1軒 (第 2号)と土坑 2基 (第 1■ 15号)が確認さ

れた。これらの遺構群は平面を確認したのみで、覆土の

発掘は実施していない。Ⅱa層上面で遺構が検出されな

かったa⑤グリッド東端において、0.5m× 2mの範囲を

深掘部として掘り下げた。その結果、厚さ約 10cmの Ⅱ

a層下に、Ⅱb層 (厚さ約 40cm)、 Ⅱc層 0享さ約 20cn、

ローム層 (Ⅲ層 :厚さ約 20cm)、 粘土層 (Ⅳ層 :厚さ約

30c→、Ⅵ層の堆積が認められた。また、深掘部からは、

Ⅱb層中を掘り込み面とし、ⅡC層を底面とする径、深

さとも40cmの土坑 (第 20号)が 1基検出された。

Ⅱa層からは縄文時代後期後葉～晩期の土器片や土師

器片が出土しているのに対し、深掘部のⅡb層からは、

最も新しい時期の土器として後期前葉・堀之内 1式の破

片 1点 (2つ が出土した他、縄文時代中期中葉の 20や後

期初頭・称名寺 I式土器 (22,23)の大型破片が包含さ

れていた。また、Ⅱc層中からは縄文時代中期の土器と

思われる、胎土に金色雲母粒を含んだ 25が 1点のみ出土

している。第 20号土坑の時期については、覆± 1層から

後期前葉の土器小片が出土していることと、Ⅱb層の包

含遺物からみて縄文時代後対前葉以前が想定される。

出土遺物 (第 17図 )

出土した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、土器片

錘、球状土錘、磨製石斧、磨石、剥片砕片である。

I層出土遺物 1～ 6は縄文土器。 1は内屈した短い

口縁部に刺突と枠状の沈線が施された、後期前葉の堀之

内 1式上器。胴部の縄文はLR?。 2は縄文RLを施文

後に沈線を引き、以下を磨消した後刺中葉の加曽利B式

土器。 3は後期後葉の安行 2式の台付鉢形土器と思われ

る破片で、点力のある半隆起帯が横走し、その間に矢羽

状に沈線が施されている。圧痕のある瘤も付く。 4は日
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A 2670m B

I層 :暗茶褐色土層 締まりやや有り、粘性無し。 赤色粒子、炭化物粒子を微量含む。白色粒子も含む。

Ⅱa層 :茶褐色土層 締まり有り、粘性無し。径5mm程のローム粒子を少量含む。炭化物、土器粒子、骨粉を微量含む。

Ⅱb層 :締まりやや有り、粘性有り。径20mm以下のローム粒子・ブロックを多く含む。炭化物を少量含む。骨粉、焼土粒子、土器粒子

を微量含む。
Ⅱc層 :黄茶掲色土層 締まり有り、粘性有り。径20mm以 下のロームブロック、5mm未満のローム粒子を少量含む。炭化物を微量含む。

Ⅲ層 :黄褐色ローム層 締まり有り。下部にいくほど粘土化している。
Ⅳ層 :明青灰色粘土層 締まりやや有り、粘性有り。粘土化したローム粒子をやや多く含む。

Ⅵ層 :暗青灰色粘土層 Ⅳ層と同質だが、水分含有量が多い。青白色の粘上が所々にみられる。

第 2号住居跡覆土 :黒褐色土 締まりやや有り、粘性やや無し。径10mm未満のローム粒子・プロックをやや多く含む。炭化物、骨片、

骨粉、土器粒子を少量含む。深さ推定30～ 35cm。

第14号土坑覆土 :明黒褐色土 Ⅱa層 と同質だが、水の保水率が異なる。径10mm未満のローム粒子を少量含む。深さ推定45cm。

第15号土坑覆土 :明黒褐色土 Ia層 と同質だが、水の保水率が異なる。径5mm未満のローム粒子を含む。深さ推定15cm。

第20号土坑覆土
1層 :暗茶褐色土 締まりやや無し、粘性やや有り。径10mm程のローム粒子と径2～ 3mm焼土粒子を少量含む。

2層 :黄褐色土 締まり非常に有り、粘性有り。径3mm程のロームブロックと径2mm程の焼土粒子を微量含む。 0            2m
※遺構の深さ推定はボーリングステッキによるロームまでの値。                        |

第 16図 P16-a列 トレンチ実測図

縁が内傾・肥厚する後期後葉に相当する粗製土器。縄文

地に沈線を施した後、紐線を貼り付け押捺を加えている。

5は刻みの付いた突起を有する、晩期の安行 3a式土器。

6は底面に網代痕がみられる底部破片。復元底径 6.8cm。

7は土器片錘の欠損品で、縄文が認められる。 8は球

状土錘。 9は黒色安山岩製の横長薄片で、側縁と下端が

折れている。10は円礫を用いた磨石の欠損品で、表裏面

に磨滅部を、側縁部に敲打痕を残す。

Ⅱa層出土遺物 11は蛇紋岩製の磨製石斧の破片。全

面研磨が施され、平坦な側面を有する。刃郡は両面から

研ぎ出されている。

12～ 19は縄文土器。12は後期前葉の堀之内 1式上器。

緩く内屈した口縁部に沈線で精円形の枠状文を描き、波

頂部下には刺突が施されている。屈曲以下にはLRの原

体を回転方向を違えて表出した矢羽状の縄文がみられる。

13は後期中葉の曽谷式土器。口唇部が内削ぎ状をなし、

矢羽状の条線施文後に、日縁に沿って沈線を3条引いて

いる。焼成後の穿孔がある。14は後期中葉の粗製土器。

LRの縄文施文後に組線と平行沈線が施されている。15

写真 6 P16-a列 トレンチ全景
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写真 7 P16-a列 トレンチⅡb層土器出土状況
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第 17図 P16-a列 トレンチ出土遺物
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～ 17は後期後葉の安行 1式上器で、縄文帯や列点、磨消

縄文が認められる。縄文は 15, 16が RL、 17が LRで

ある。18, 19は晩期の安行 3a式上器と思われる破片。

18は沈線で区切られたRLの帯縄文の上部に刺突列が、

下位に3本の単沈線で表出された文様がみられる。19は

条線地に凹線を施し、最後に横位の刻みの付く縦長の瘤

を貼り付けている。

Ⅱb・ c層出土遺物 20はキャリパー形を呈する中期

中葉の土器。突起部に繋がる眼鏡状の把手を有し、RL

の縄文施文後に、口縁部に隆線の貼り付けや交互刺突に

よる小波状文で文様を描いている。下端を区画する隆線

は 1本づつ貼り付けているが、区画内の蕨手状や弧状の

隆線は、沈線を引くことによって 2本に分割されている。

復元口径 31.4cm。 21は微隆起線が施された中期後棄・加

曽利EⅣ式の注口土器の破片。微隆起線以下は無文であ

る。22,23は沈線間にRLの縄文を充填した文様を持つ、

後期初頭の称名寺 I式土器。22の 口唇部は内側に庇状に

突出し、充填縄文によって日縁部に窓枠状の、胴部に」

字状のモチーフを描く。復元口径 16.4cm、 高さ 16.6cm、

底径 6.Ocm。 24は 口唇部に沈線と束1突による狭い文様帯

持ち、胴部に沈線で蕨手状の文様が描かれた、後期前葉

の堀之内 1式土器。地文はみられない。25は RLの縄文

が施され、胎土に金色雲母粒を含む胴部破片。

P18-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 18図 )

本トレンチは、台地平坦部中央トレンテ群の中央部に

相当する、P18-a①～a⑤グリッドに設定された南北

2m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東端

で 26.25m、 西端で 26.40mを測り、ほぱ水平で平坦な場

所に位置する。

表土 (I層)を約 10cm掘 り下げた段階で、西側のa①

グリッドでⅡa層 と思われる暗茶褐色土が、a②～④グ

リッド付近で黒褐色土が検出された。しかし、表土層と

の境界が明確に判別できなかったため、 トレンチの北壁

と東壁に沿つて、幅 30cmのサブトレンチを設定し、土層

の堆債状況を確認することにした。その結果、a①グリッ

ドでは表土層下に、骨片や土器 25をはじめとする縄文

時代後 。晩期の土器と若千の土師器や須恵器の破片を包

含するⅡa層の増積が認められた。一方、a②～⑤グリッ

ドでは、表土層下面 (Ⅱ a層上面)を確認面とする 2

軒の重複する住居跡 (第 6,7号)の存在が明らかになっ

た。最終的に、トレンチ全域をさらに 15cm程掘り下イ夭

2軒の住居跡のプランを平面的に確認している。

第 6号住居跡 本住居跡はa②～⑤グリッドにかけて

検出されたもので、確認面から床面までの深さは約 60cm

を測る。東壁は第 7号住居跡に壊されて遺存していない

が、霊と思われる黄褐色砂を含む土層が東端で確認され

ており、それを参考にすると東西 7.7m強の規模を有す

るらしい。覆土は上位の黒褐色土層 (1層)と床面を覆

う下位の黄褐色系土層 (2～ 5層)に大別されるが、い

わゆる焼失住居で、床面から黄褐色系土層中にかけて多

くの炭化材や焼土ブロックが認められた。

1層からは土器 1～ 4のような平安時代の土師器や須

恵器が出土したが、床面直上から古墳時代の土師器杯形

写真 8 P18-a列 トレンチ全景

写真 9 第 6号住居跡土器出土状況
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I層 :茶褐色土層 締まり有り、粘性無し。橙色スコリアを少量含む。
Ⅱa層 :暗茶褐色土層 締まり有り、粘性無し。径1～ 3mmのローム粒子、炭化物、骨片・骨粉を多く含む。

第 6号住居跡覆土

焼土粒子も含む。

1層 :黒褐色土 締まりやや無し、粘性無し。径05～ lmmの 橙色スコリアをやや多く含む。
2層 :褐色土 締まりやや有り、粘性無し。径1～ 3mmの橙色スコリアを多く含む。ローム粒子、炭化物を含む。
3層 :黄褐色土 締まり無し、粘性有り。径2～ 3mmの 橙色スコリアを多く含む。焼土と炭化物を多量に含む。
4層 :黄褐色焼土 締まり無し、粘性非常に有り。炭化物を多量に含む。白色粘上を少量含む。

o                            2m
|

5層 :黄褐色土 締まりやや無し、粘性無し。径1～3mmの橙色スコリアを少量含む。上層に比べてローム粒子を多く含み、径20mm程 のロームブ
ロックも含む。

電構築材 :褐色土と黄褐色粘上、黄褐色砂が混じったもの。焼土粒子も含む。

床面 :明褐色ローム 直上に焼土と炭化物が広がる。

第 7号住居跡覆土
1層 :褐色土 締まりやや無し、粘性無し。径05～ 3mmの橙色スコリアを多量に含む。炭化物を少量含む。
2層 :褐色土 締まりやや無し、粘性無し。径05～ 3mmの橙色スコリアを多量に含み、ローム粒子を多く含む。西寄りでは、第 6号住居跡の竃構

築材のブロックが多量に混じる。
3層 :褐色± 2層に比べてやや暗い色調。締まりやや無し、粘性やや有り。橙色スコリア (径 05～ 3mm)と ローム粒を含み、焼土を少量含む。

床面 :明黄褐色ロームに褐色土が混じる。

、

／

／修

41層

7・ 8
0                    5cm0                  10cm

第6号住居跡

第 18図 P18-a列 トレンチ実測図及び出上遺物 (第 6号住居跡 )
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土器 2点 (5,6)がほぼ完形の状態で検出されており、

遺構の時期は古墳時代と思われる。

第 7号住居跡 本住居跡はa⑤グリッドにおいて、そ

の西端が僅かに確認されたに過ぎない。第 6号住居跡の

覆土や竃を壊してつくられており、床面は第 6号住居跡

とほぼ同じ高さである。覆土は 1～ 3層に分かれ、最上

位の 1層から平安時代の須恵器必 (9)が出土しており、

遺構の時期も当該期が想定される。

出土遺物

以下、住居跡、Ⅱa層、一括に分けて出土遺物を記述

するが、古代の住居跡内から出土した縄文土器と土偶、

石器については、混入したものとして一括の項で扱う。

第 6号住居跡出土遺物 (第 18図)出 土した遺物は、

土師器、須恵器、灰釉陶器、土錘、縄文土器、石器類で

ある。 1,2は軸輯成形の土師器・高台付椀形土器。 1

の底部は回転糸切り後ナデ整形。復元日径 16cm、 高台径

7.Ocm、 器高 4.Ocm、 残存率 1イ 3。 2は内面に黒色処理が

施され、底部にはナデ調整が認められる。復元 日径

12.2cm、 高台径 6.8cm、 器高 4.5cm、 残存率 1イ 2。 3は

軸輔成形の須恵器不で、胎土に白色・透明粗池k白色雲母

粒を含み、底面と体郡下端に手持ちヘラ削りが施されて

いる。復元日径 13.6cm、 復元底径 8.2cm、 器高 4.2cm、

残存率 1,4。 4は土師器の甕形土器で、復元日径 24.2cm。

5,6はほぼ完形の上師器杯形土器。 5は体部に削リカ＼

口縁部にヨコナデが施されている。日径 14.2cm、 器高

5。 2cm。 6は表面の状態が悪く整形は不明。日径 15.2cm、

器高 5,Ocm。 7,8は管状土錘の破片。

第 7号住居跡出土遺物 (第 19図 9～ 11)出上した遺

物は、土師器、須恵器、土錘、縄文土器、鉄器片である。

9は軸櫨成形の須恵器杯で、胎上に自色・透明粗粒、

自色雲母粒を含み、底面と体部下端に手持ちヘラ削りが

施されている。復元回径 13.8cm、 底径 7.2cm、 器高4.7cm、

残存率 1イ 2。 10は軸輯成形の土師器・高台付土器で、底

部に糸切り痕が残る。復元高台径 7.2cm、 残存率は図

示した範囲の約 112。 11は管状土錘。

Ⅱa層出土遺物 (第 19図 12～ 34)Ⅱ a層からは、

縄文土器、土師器、須恵器、磨石、剥片が出土している。

図示した土器は縄文土器のみであり、12～ 14,18,19

は後期中葉のものと思われる。12,13は加曽利B式の破

片で、12の屈曲部には刻みが施され、以下は条線となる。

13は日縁部下に段状の屈曲を有する、無文の浅鉢形土器。

14はRLRの複節縄文施文後に紐線を2条貼り付け、押

捺を加えた粗製土器。18,19は縄文地に横位の条線を施

し、紐線を貼り付けた粗製土器で、19には間を磨消した

縦位の沈線区画がみられる。

15～ 17はRLの隆起する帯縄文や列点がみられる後

期後葉の安行 1式上器。20,21は無地に押捺が加えられ

た紐線と条線が施された粗製土器で、21は日唇郡力鞘巴厚

し内傾する。後期後棄のものか。

22～ 31は晩期の土器。22～ 24は帯縄文がみられる

安行 3a式上器で、22,23は帯縄文で三角形や枠状のモ

テーフを表出し、縦位の刻みの付いた瘤が付く。23と 24の

縄文はRL。 25は台付土器の破片。台部には 1条だけが

太い直前段 3条の縄文LRが施され、三叉状や円形の透

かしがみられる。台部の付根付近は、縦長の瘤を貼り付

けた後に3条の沈線をめぐらせている。26,27は安行 3

b式土器。26には弧状の沈線で区画された中にLRの縄

文が施され、薄い瘤や隆線が貼り付けられている。27に

は細密沈線と列点がみられる。28は安行 3c式上器で、

弧状の沈線区画の中に細密沈線を充填している。29～ 31

は条線地に、押捺が加えられた扁平な紐線と、沈線によ

る縦区画が施された晩期の粗製土器。30,31の縦区画内

は磨消されている。34は泥岩製の剥片で、一側縁と末端

が折れ面となる。

一括出土遺物 (第 20図)一括として扱うのは、 I層

出土遺物、及び第 6,7号住居跡出土の縄文時代遺物で

ある。該当する遺物には縄文土器、土偶、石皿、二次加

工剥片、石核、両極打法の剥離痕を残す石片、剥片砕片

がある。

35～ 53は縄文土器。35は交互刺突による小波状文と縄

文が施された中期中葉の上器で、隆線が剥がれた跡もあ

る。36は RLの縄文地に2条の沈線をめぐらした、後期

中葉の鉢形土器日縁部破片。37～ 41はRLの帯縄文がみ

られる後期後葉の安行式土器。列点が施された 37は安行

1式に、刻みの付いた隆線が認められる 38は安行 2式に

相当する。39～ 41は粗製土器で、39,40は沈線と列点を

日縁に巡らせ、以下は条線となる。41は日縁が肥厚、内

傾し、縄文地に条線と紐線が施されている。42～ 52は晩

期の上器。42～ 46は帯縄文や三叉状の沈刻が認められ
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る安行 3a式土器。42には縦位の刻みが付いた瘤力＼ 43

には沈線で装飾された円筒状の突起が、44には二頭状の

突起が付く。縄文イよ42,45,46が LR、 43,44が RL。

47～ 49は沈線区画に細密沈線を施した安行 3b式土器。

50～ 52は条線地に、沈線による区画が施された晩期の粗

製土器。50,51には押捺カウEえられた扁平な紐線が付き、

51の区画内は磨消されている。53は製塩土器と思われる

底部破片で、外面はヘラ削りで整形されている。

54はいわゆるミミズク土偶の胴部～腰部の破片で、沈

線や刻みの付いた隆線が施され、腰部にはRLの縄文も

みられる。55は中空土偶の脚部と思われる破片で、上部

に沈線がめぐり、その間の一部に刻みが付けられている。

56は石皿の破片で、表の平坦面が磨滅する。57は風化

が進んだ剥片状の黒曜石を用い、二側縁に連続する剥離

を加えたもの。58は黒曜石製の角錐状を呈する石核で、

打面転移を繰り返している。59,60は両極打法の痕跡を

残す石片で、上下端に細かい承1離痕がみられる。59は表

中央または裏のネガティブな面が、60は裏のネガティブ

面が、最終剥離面である。59はチャート製で、一部に礫

面を残す。60は黒曜石製。

P20-a列 トレンチ

ドレンチの設定と検出された遺構 (第 21図 )

本 トレンチは、台地平坦部中央 トレンチ群の中央部に

相当する、P20-a①～a⑤グリッドに設定された南北

2m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東端

で 26.10m、 西端で 26.20mを測り、ほぱ水平で平坦な

場所に位置する。

厚さ約 15cmの表土 (I層)下は、Ⅱbも しくはⅡc層

に対応する黄褐色土層 (Ⅱ b・ c層)となる。ただし、

トレンチ東端のa⑤グリッドでは、その上位にⅡa層が

僅かに存在した。Ⅱboc層上面で、住居跡 2軒 (第 1,

11号 )と、土坑 6基 (第 37～ 41,45号 )、 溝状遺構1条

(第 7号)が検出された。これらの遺構群は、基本的に

平面を確認したのみで覆土の発掘は実施していないが、

第 1号住居跡は、東壁に竃と思われる焼土が存在し、覆

土上面から土師器甕形土器の口縁部破片が出土したこと

から、古代の時期が想定される。平面観察による遺構群

の覆土同士の切り合い関係は、第 1号住居跡→第 37・ 38

号土坑、第 45号土坑→第 40号土坑である。遺構確認

の際、Ⅱboc層の上部から縄文時代後・晩期の土器と、

弥生土器、土師器、須恵器、陶器類が出土したが、その

量は少ない。

さらに、 a⑤グリッド東半部において、 lm× 2mの

範囲を深掘部として掘り下げたところ、厚さ約 10cmのⅡ

boc層の下位には、厚さ約 30cmの粘土化したローム層

(Ⅲ層)、 厚さ約 30cmの灰褐色粘土層 (Ⅳ層)、 黄褐色

ローム質粘土層 (V層 )の堆積が,瞑 に確認された。また、

深掘部のⅢ層上面からは、小規模な土坑 3基 (第 42～ 44

号)が検出され、覆土の発掘を実施している。そのうち

の 1基から縄文時代後翔中葉の土器小片 6が出土してい

る。

出土遺物 (第 21図 )

1～ 10は縄文土器。 1～ 2は後期前葉の堀之内式土器

で、LRの縄文地に単沈線が描かれた 2は 1式に、 RL

の縄文地に4本歯の櫛描文が施された 1は 2式に相当し

よう。 3～ 8は後期中葉の加曽利B式土器。 3にはLR

の縄文帯と刺突文がみられ、鉢形土器の 4の内面には沈

線と刻み列、それに刺突文が施されている。 5～ 8は粗

製土器で、 5,6には縄文施文後に単沈線と押捺された

紐線が、 7,8には平行沈線が施されている。縄文は 5

がRL、 7,8が LR。 9は晩期の安行 3a式の突起部

の破片と思われる。日縁部にRLの帯縄文がみられ、 2

条の沈線が周回する突起の上面には沈線で「の」の字状

の文様が描かれている。10は晩期の粗製土器で、条線を

描いた後に、薄い紐線と内部が磨消された縦位の沈線区

画が施されている。11は弥生時代中期の土器で、細い平

行沈線がみられる。

写真 10 P20-a列 トレンチ全景
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I層 :茶褐色土層 締まり無く、粒子細かい。

Ⅱa層 :暗茶褐色土層 締まり、粘性有り。

Ⅱb・ c層 :締 まり有り、粘性非常に有り。
Ⅲ層 :茶褐色ローム層 粘土化している。

Ⅳ層 :灰褐色粘土層
V層 :黄褐色ローム質粘土

角何用川好切‐‐蒔

::.c

第 1号住居跡覆土 :茶褐色土 粘性やや無し。赤色スコリアを含む。

第■号住居跡覆土 :茶褐色土 粘性やや無し。赤色スコリアを含む。

第37号土坑覆土 :暗褐色土 粘性非常に有り。

第38号土坑覆土 :暗茶褐色土 粘性有り。

第39号土坑覆土 :茶褐色土 粘性無し。

第40号土坑覆土 :暗茶褐色土 粘性有り。Ⅱb・ c層土と38号土坑覆土に近似。

第41号土坑覆土 :茶褐色土 粘性やや無し。ロームの混入多。

第42号土坑覆土 :黄褐色土 ロームを少し含む。締まり無し。

第43号土坑覆土 :明褐色土 締まり有り、粘性やや無し。多量のロームを含む。

第44号土坑覆土 :43号土坑覆土と同質。

第45号土坑覆土 :暗茶褐色土 粘性やや無し。

第 7号溝状遺構覆土 :暗茶褐色土 粘性やや無し。ロームの混入有り。

Ⅱb・ c層

P22-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 22図 )

本トレンチは、台地平坦部中央トレンテ群の中央部に

相当する、P22-a①～a⑤グリッドに設定された南

北2m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東

端で 25.90m、 西端で 26.00mを 測り、ほぽ水平で平坦

な場所に位置する。

厚さ約 20cmの表土 (I層)下のローム層 (Ⅲ層)上面

で、土坑 10基 (第 1～ 9号)と溝状遺構 2条 (第 1,2

8 Ⅱboc,冒

第 21図 P20-a列 トレンチ実測図及び出土遺物

号)が確認された。これらのうち土坑群は基本的に平面

を確認したのみで、覆土の発掘は実施していないが、溝

状遺構については、サブトレンテや深掘りによって、覆

上の一部を発掘している。平面観察による遺構群の覆土

同士の切り合い関係は、第 6号土坑 。第 2号溝状遺構→

第 1号溝状遺構→第 7号土坑である。

第 2号溝状遺構がかかる a⑤グリッド東北端に lm

×lmの深掘部を設定し掘 り下げた結果、厚さ約 15cm

のⅢ層下に、灰褐色粘土層のⅣ層 (厚さ約 20cm)、 橙褐

色粘土質土層のV層 (厚さ約 20cm)、 青灰褐色粘土層の
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I層 :暗褐色細砂質土層 縮まり有り。

Ⅲ層 :黄褐色ローム質土層 締まりやや有り。

Ⅳ層 :灰褐色粘土層
V層 :橙褐色粘土質土層
Ⅵ層 :青灰褐色粘土層 橙褐色粘土質土を含む。

第 1号土坑覆土 :暗褐色シル ト質土 締まり有り。焼上粒子を多少含む。

第 2号土坑覆土 :黒褐色シル ト質土 締まりやや有り。焼土粒子を多少含む。

第 3号土坑覆土 :黒褐色シル ト質土 縮まり有り。焼土細粒子と炭化物を少量含む。

第 4号土坑覆上 :黒色シル ト質土 縮まり有り。焼土粒子と炭化物、肌色の粘土ブロック (径20～ 30mm)を 少量含む。

第 5号土坑覆土 :黒褐色シル ト質土 縮まりやや有り。Ⅳ層由来と思われる灰褐色粘土プロック (径40～50mm)を 多量に含む。

第 6号土坑覆土 :暗褐色シル ト質土 締まりやや有り。焼土・炭化物粒子と灰褐色
｀

ロックを少量含む。

第 7号土坑覆土 :黒色シル ト質土 締まりやや有り。焼土細粒子を僅かに含む。

第 8号土坑覆土 :黒褐色シル ト質土 焼土細粒子を僅かに含む。

第 9号土坑覆土 :黒褐色シル ト質土 締まりやや有り。焼土細粒子を僅かに含む。

第1号溝状遺構覆土
la層 :黒褐色シルト質土にⅣ層由来と思われる灰褐色粘土ブロックとV層 由来と思われる橙褐色粘土ブロック (径40～60mm)が鹿の子状に入る。

焼土細粒子を僅かに含む。

lb層 :la層 と同質だが、ブロック径が5～30mm程。

lc層 :la層 と同質
2層 :黒褐色シル ト質土にⅣ層由来と思われる灰褐色粘土とV層由来と思われる橙褐色粘土がプロック状 (径 5～20mm)に混じる。

3層 :Ⅳ層由来と思われる灰褐色粘土とV層由来と思われる橙褐色粘土がプロック状(径5～20mm)に 混じり、間に茶褐色粘質土を含む。炭化物を含む。

第 2号溝状遺構覆土 :黒褐色シル ト質土 締まりやや有り。焼土粒子を多少含む。

鰯
1

4土確認面

∽ 序 悦 〃
ラ紗S◇ 盗1溝覆土

5

1溝確認面

6

1溝覆土
／ｏ

｀
81層

91層

o                         10crn

第 22図 P22-a列 トレンチ実測図及び出土遺物
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Ⅵ層の堆積が認められた。また、深掘部の断面によると、

第 2号溝状遺構は深さ2～ 3cm程の浅いものであった。

第 1号溝状遺構については、北部にサブトレンチを設

定し、覆上の発掘を実施した。遺構の断面形は逆台形で、

幅 105cm、 深さ50cmを測り、Ⅵ層を底面とする。覆土

は5層に分けられたが、いずれもⅣ,V層を起源とするブ

ロックを含み、人為的な土層と捉えられる。覆土中から

は 7の上師器が出上しており、平安時代以降の時期が想

定される。他の遺構については、確認面から土器の小片

が出土したのみで、日寺期については不明である。

出土遺物 (第 22図 )

出土した遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵

器、陶磁器類、石鏃、両極打法の剥離痕を残す石片であ

る。

1～ 4は縄文土器。第 4号土坑の確認面から出土した

1は、隆線が貼り付けられた口縁部破片で中期中葉の土

器か。 2は LRの縄文施文後に、紐線が貼付された後期

中葉・加曽利B式の粗製土器。 3は日縁に隆起したRL

の帯縄文を有し、それに沿って点列が施された後期後葉

の安行 1式土器。 4は肥厚し内傾する口縁を持った無文

の上器で、晩期の粗製土器と思われる。 5,6は弥生土

器で、 5には細い平行沈線によって連弧状の文様が描か

れ、 6には附加条 1種附加 2条 LR+2Rの 縄文がみら

れる。 7は底部に回転糸切り痕を残す、鞭輯成形の土師

器。

8はチャー ト製の石鏃で基部を欠損しているが、尖基

鏃になるものと思われる。 9は両極打法の剥離痕を残す

チャー トの石片。裏面にネガティブな最終剥離面がみら

れ、上下端には細かい承I離痕を残す。

P24-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 23図 )

本 トレンチは、台地平坦部中央 トレンチ群の東部に相

当する、P24-a①～a⑤グリッドに設定された南北2

m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東端で

25.80m、 西端で 25.90mを測り、ほぱ水平で平坦な場所

に位置する。

厚さ約 25～ 30cmの表土 (I層)下のローム層 (Ⅲ層)

上面で、土坑4基 (第 10～ 13号)と溝状遺構 1条 (第 3

号)が確認された。また、西端のa①グリッドで、長径

45cm以上にわたって粘土の広がりが倹出された。これら

のうち土坑群は平面を確認したのみで、覆上の発掘は実

施していない。平面観察による遺構群の覆土同士の切り

合い関係は、第 3号溝状遺構→第 13号土坑→第 12号土

坑である。

遺構が検出されなかったa⑤グリッド東北端に lm

×lmの深掘部を設定し掘り下げた結果、厚さ約 20cm

のⅢ層下に、灰褐色粘土層のV層 (厚さ約 20cm)、 灰黄

褐色粘土層のV層の堆積が認められた。

出土遺物 (第 23図 )

遺物は I層及びⅢ層上面から、縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、陶磁器類、石鏃、火打石が検出された。

1は列点と条線が施された縄文時代後期後葉の粗製土

器。 2は弥生土器で、附加条 1種附加 2条LR+2Rの

縄文がみられる。 3はチャー ト製の凸基有茎の石鏃で、

先端部を欠損している。 4は石英製の火打石。全面が承1

離面で覆われ、稜部に打撃によるつぶれが認められる。

写真 1l P 22-a列 トレンチ全景 写真 12 P24-a列 トレンチ全景
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第10号土坑覆土 :黒褐色土 ロームブロックを少量含む。深さ推定25cm。

第■号土坑覆土 :黒褐色土 ロームブロックを少量含む。深さ推定25cm。

第12号土坑覆土 :黒褐色土 ロームブロックを少量含む。深さ推定20cm。

第13号土坑覆上 :茶褐色土 ロームブロックを多量に含む。深さ推定60cm。

第 3号溝状遺構覆土 :黒褐色土 ロームブロックを多量に含む。深さ推定55cm。

※遺構の深さ推定はボーリングステッキによるロームまでの値。

0             5Cm

―
第 23図

P26-a列 トレンチ

I層 :黒褐色土層 締まり有り。径2～5mmの ローム粒子を極少量含む。

Ⅲ層 :黄褐色ローム層 締まり有り。

Ⅳ層 :灰褐色粘土層 締まりやや無し。ロームブロックを少量含む。

V層 :灰黄褐色粘土層 締まりやや無し。ロームブロックを少量含む。

|

0            2 5cm
十

一P24-a列 トレンチ実測図及び出土遺物

第 21号土坑の確認面から2の縄文土器が出土したが、

遺構の時期を決める資料とは捉え難い。その他は全て I

層出土である。

出土遺物 (第 24図 )

出土した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器

類、磨石、剥片砕片である。

1はチャー ト製の剥片で、背面に礫面を残す。 2は隆

起線に沿つて幅広の角押文が施された土器破片で、縄文

時代中期中葉の阿玉台Ⅲ式に相当する。 3は磨石の破片

層

爺
Ⅵ

Ａ
ＩＩＩ
Ｗ
Ｖ

礎懸院雖些◆◇

トレンチの設定と検出された遺構 (第 24図 )

本 トレンチは、台地平坦部中央 トレンチ群の東部に相

当する、P26-a①～a⑤グリッドに設定された南北2

m×東西 10mの調査区である。地表面の標高は、東端で

25.50m、 西端で 25.60mを測り、ほぼ水平で平坦な場所

に位置する。

表土は厚さ約 10～ 20cmの客土 (Ia層)と、厚さ約

10～ 20cmの耕作土?(Ib層)からなり、その下はロー

ム層 (Ⅲ層)となる。Ⅲ層上面には部分的に重機の爪痕

が残り、ローム層上部に及ぶ削平や、撹乱が近年おこな

われたらしい。Ⅲ層上面からは土坑 1基 (第 21号)と溝

状遺構 1条 (第 6号)が検出されたが、平面を確認した

のみで、覆上の発掘は実施していない。

トレンチ北壁に沿って幅約 30cmのサブトレンチを設

定し、Ⅲ層の発掘とa①グリッドにおける深掘りを実施

したところ、厚さ約 15cmのⅢ層下に、灰褐色粘土層のⅣ

層 0享さ約 25cm)、 灰黄褐色粘土層のV層 (厚さ約 30～

40cm)、 青灰褐色粘土層のⅥ層の堆積が認められた。 写真 13 P26-a列 トレンチ全景
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Ia層 :黒褐色シル ト質土層 客土。
Ib層 :暗褐色シル ト質土層 旧表土。締まり有り。炭化物を多少含む。
Ⅲ層 :黄褐色ローム質土層 締まり有り。
Ⅳ層 :灰褐色粘土層 橙褐色粘土質上を上部に含む。
V層 :灰黄褐色粘土層 締まり無し。
Ⅵ層 :青灰褐色粘土層 締まり有り。

第21号土坑覆土 :暗褐色シル ト質土 締まり有り。ローム粒子 (径 5～ 10mm)、

粘土ブロック (径 10～ 20mm)、 焼土細粒子を含む。

第 6号溝状遺構覆土 :暗褐色細砂質土 締まり無し。焼土粒子を含む。

で、凹部がある平坦な表面が磨面となり、側面から裏面

にかけて敲打痕と弱い磨滅が認められる。

P28-a列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 25図 )

本トレンチは、台地平坦部中央トレンチ群の東端に相

当する、P28-a①～a⑤グリッドに設定された南北2

m×東西 10mの調査区である。東側はF貝塚が存在す

る急斜面になっているが、トレンチの地表面は、東端で標

高 25.20m、 西端で標高 25.55mを 測り、斜面に向かつ

て緩やかに傾斜する。

厚さ約 40～ 45cmの表土層 (Ia,b層 )の下は、a①

～④グリッドではⅣ層の灰褐色粘土層になっており、そ

の上面で土坑1基 (第 77号)が確認された。一方、東端

のa⑤グリッドでは、F貝塚の台地側末端部に相当する

サルボオ、ハマグリを主体とする混貝土層が検出された

が、貝層上には厚さ約 5～ 10cmの暗茶褐色土層 (Ⅱ 層)

が覆っていた。また貝層西側のⅣ層上には僅かながら

ローム (Ⅲ層)の堆積が認められた。土坑、貝層とも平面

≦勘饉惹
愈

洗 観 2艶 確緬

qI層

0             2 5cm

―第 24図 P26-a列 トレンチ実測図及び出土遺物

0             5Cm

―

を確認したのみで、それ以上の発掘は実施していない。

貝層上面からは、縄文時代早期～後期の上器をはじめ、

陶磁器類の小片も 1点出土しているが、カルシュウム分

が付着した阿玉台 Ib式土器の大型破片 7の存在から、

貝層の時期を縄文時代中期前棄と捉える。

出土遺物 (第 25図 )

出土した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器

類、球状土錘、磨石、剥片砕片である。

I層出土遺物 (1～ 6)1～ 6は縄文土器。 1は太

沈線文と細沈線文が施された早期中葉田戸下層式土器。

2は沈線で区切られたLRの縄文帯と磨消部が認められ

る中期後葉の加曽利E式土器。 3は縄文地に格子目文が

描かれた後期中葉の加曽利B式土器。 4～ 6は晩期の土

器で、三叉状の沈線文とRLの縄文がみられる4は安行

3a式に、細密沈線文が施された 5は安行 3b式に該当

する。粗製土器の 6には条線のみが施されている。

員層上面出土遺物 (7～ 12)7～ 11は縄文土器。 7

は隆起線に沿つて施文単位が 1列の角押文がみられる中

期中棄の阿玉台 Ib式の浅鉢形土器。内屈する口縁部外
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Ia層 :明茶褐色土層 表土層。ローム粒子 (径 1～ 2mm)を 少量含み、砂質粒子も含む。

Ib層 :明茶褐色土層 ローム粒子 (径 2～5mm)と焼土粒子を多く含む。砂質粒子も含む。

Ⅱ層 :暗茶褐色土層 締まり有り。焼土粒子とローム粒子、炭化物を少量含む。

Ⅲ層 :明赤褐色ローム層 やや粘土化している。

Ⅳ層 :灰褐色粘土層 褐色の粘土が混じる。

第77号土坑覆土 :黄褐色粘土 少量のロームブロックを含む。

貝層 :混貝土層と思われる。サルボオ、ハマグリを主体とし、

他にアカニシがみられる。

貝層上面

0                            1 0Cm

第 25図 P28-a列 トレンチ実測図及び出上遺物

面には赤色塗彩の痕跡とカルシュウム分の付着が認めら

れる。 8,9は隆起線に沿って幅広の角押文が施された

中期中葉の阿玉台Ⅲ式土器。10,11は中期後葉の加曽利

E式上器で、10には隆線が施され、11にはRの撚糸文を

地文に弧状のモチーフが描かれている。12は磨石の破片

で 2片が接合したものである。表裏面と一側面が磨面と

なっており、他の側面には敲打痕が残る。また、接合面

の表面際が黒味を帯びる。

写真 14 P28-a列 トレンチ全景
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MN0 17-⑤ 列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 26図 )

本 トレンチは、台地平坦部中央北寄りに相当する、M

17-a⑤～e⑤、N17-a⑤～e⑤、017-a⑤～c⑤

グリッドに設定された南北 25mの調査区で、M17グ リッ

ドでは東西 2m、 N・ 017グリッドでは東西 lmの幅を

有する。地表面の標高は、北端のM17-a⑤ グリッドで

26.55m、 南端の017-c⑤ グリッドで 26.45mを測り、

ほぼ水平で平坦な場所にあたる。

厚さ約 15cmの表土 (I層)下に、厚さ約 25cmの Ⅱa

層が存在し、さらに下位にⅡb層が認められた。発掘は

Ⅱb層上部まで実施し、住居跡 5軒 (第 16～ 20号)と土

坑 12基 (第 60～ 71号)が検出されている。断面観察に

より、第 69号土坑の掘り込みがⅡb層上面から確認でき

たが、他の遺構の実際の掘り込み面については明確でな

い。これらの遺構群は基本的に平面を確認したのみで、

覆上の発掘は実施していない。平面観察における遺構群

の覆土同士の切り合い関係は、第 16号住居跡→第 18号

住居跡→第 20号住居跡→第 19号住居跡、第 66号土坑→

第 65号土坑である。

M17-⑤列の第 18号住居跡では、北壁に砂を多く含

む霊と思われる部分が検出された。第 18号住居跡と重複す

る第 19,20号住居跡は、竃と想定される部分のみが確認

されたもので、他のプランは不明瞭であり、 e⑤グリッ

ドで確認された南壁のラインがどの住居跡に属するもの

か判然としない。以上の 3軒の住居跡は毛の存在から、

古代の所産と思われる。

017-c⑤グリッドにおいて、平面lm× 60cmの範囲

を深掘部として掘り下げた。その結果、厚さ約 25cmの Ⅱ

b層の下から、厚さ約 20cmの Ⅱc層、厚さ約 30cmの ロー

ム層 (Ⅲ層)、 灰褐色粘土層 (Ⅳ層)の堆積を確認した。

本 トレンチのⅡa層やⅡb層から検出された土器は、縄

文土器が主体であつたが、土師器や須恵器も両層から出

土しており、遺物から包含層の時期を区別できなかった。

そのため以下の出土遺物の項は、グリッド別に掲載する。

出土遺物

M17-⑤列出土遺物 (第 27図)出土した遺物は、縄

文土器、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器類、管状土

写真 15 MN0 17-⑤列 トレンチ全景

錘、土器片錘、土製円盤、剥片である。

1～ 18は縄文土器。 1は早期後葉の条痕文系土器で、

胎土に繊維を含む。 2は中期後葉の加曽利E式土器で、

RLの縄文部と懸垂文間が磨消された無文部が認められ

る。 3は曲線的な沈線間に縄文を充填した、後期初頭の

称名寺 I式土器。 4～ 6は後期前葉の堀之内式土器。 4

は口唇部に沈線による文様帯を持つ、 5は RLの縄文地

に単沈線で文様を描く堀之内 1式。 6は縄文地に平行沈

線でモチーフを描く堀之内2式。 7～ 13は後期中葉の土

器。 7,8は縄文施文後に帯状の沈線区画を描いたもの

で、対弧状の区切り文もみられる。 9,10には沈線に沿っ

て棒状工具による刺突列が、平坦な波頂部を呈する 12

には沈線に沿って刻みが施されている。11は口唇部が内

削ぎ状を呈する鉢形土器で、口縁部を区画する沈線と粗

い斜線文がみられる。13は縄文地に押捺が加えられた紐

線と平行沈線が施されている。 7,12,13の縄文はLR

で、7～ 10,13が加曽利B式に、12は曽谷式に相婆する。

14～ 18は後期後棄の安行式土器で、列点が添う隆起した

RLの帯縄文と、刻みの付された隆線を有する 14は安行

2式上器。15～ 17は列点と条線が施された粗製土器で、

17には沈線による縦区画も認められる。口縁部が内傾す

る 18も粗製土器で、縄文地に条線と組線がみられる。19

は弥生時代中期の土器で、沈線区画の中にLRの縄文を

充填している。

20は管状土錘の欠損品。21は土製円盤、22は切目が 1

ヶ所の土器片錘で、どちらもRLの縄文がみられる。23

は黒曜石製の承1片に二次加工が施されたもので、石鏃の

未成品か。24は四辺が折り取られた黒曜石製の剥片。

017-⑤列出土遺物 (第 27,28図)出 土した遺物は、

縄文土器、弥生土器、須恵器、陶磁器類、土器片錘、土
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製円盤、敲石である。

25～ 69は縄文土器。25は早期後葉の条痕文系土器で、

胎土に繊維を含む。26は隆線間に爪形列が施された中期

中棄の土器。27,28は中期後葉の加曽利E式土器で、微

隆起線でRLの縄文部と無文部が区画された 27はⅣ式

に、微隆起線の両側にRLの縄文を施文し、撫でを加え

た 28はⅢ式に該当する。29,30は後期初頭の称名寺式

上器で、」字状の沈線間に縄文を充填した 29は I式に、

沈線間に刺突列を加えた 30は Ⅱ式に相当する。31～ 36

は後期前葉の堀之内式上器。31は堀之内 1式で、LRの

縄文地に単沈線で文様を描く。32～ 34は単沈線とLRの

縄文によって弧状や渦巻き状のモチーフが描かれた堀之

内2式だが、32が充填縄文であるのに対し、33,34は地

文縄文である。35と鉢形土器の 36も堀之内2式で、細

い紐線や内面沈線が施されている。

37～ 43は後期中葉の土器。浅い条線文が施された 37

は加曽利B式に、3条の沈線に鋭い刻みが加えられた38

は曽谷式に該当しよう。39～ 43は粗製土器で、39にはL

Rの縄文のみが、40,42,43に は縄文地に薄い組線と条

線力× 41には紐線と条線が施されている。45～ 54は後期

後棄の安行式上器。44～ 51は隆起したRLの帯縄文や列

点がみられる安行1式で、48～ 51は鉢形土器と思われる。

52は無文の鉢形土器であるが、日唇部が片日状に凹む形

態が 49の上器と共通する。53は LRの帯縄文と刻みの

付いた隆線が認められる安行 2式土器。円孔が存在する

ことから、異形台付土器の破片か。54は条線のみが描か

れた粗製土器。55～ 65は晩期の土器。枠状のLRの帯縄

文に縦位の刻みが付いた瘤を有する55と、張出した胴部

に突起状の貼付文がめぐる56は、安行 3a式と思われる。

LRの縄文帯が施された日縁部が外屈する57と、無文地

に三叉文や入り組み文を沈線で描いた 58,59、 さらに沈

線区画内に細密沈線を充填した 61は安行 3b式に相当

しよう。62～ 65は条線地に薄い紐線や沈線による縦区画

が施された粗製土器。いずれも区画内の条線は弱く磨消

され、65には紐線が認められない。66～ 69は外面がヘラ

削りで整形された、製塩土器と思われる破片。66の底面

には木葉痕が残る。

70は加曽利E式土器を素材とした土器片錘の欠損品。

71は棒状の礫を使用した敲石で、上下端部に敲打痕がみ

られる。

N17-⑤列出土遺物 (第 29図)出土した遺物は、縄

文土器、弥生土器、須恵器、陶磁器類、土器片錘、土製

円盤、両極打法の剥離痕が残る石片、剥片である。

72～ 33は縄文土器。72は早期後葉の条痕文系土器で、

胎土に繊維を含む。73は施文単位が 2列の角押文がみら

れる、中期前葉の阿玉台Ⅱ式土器。74は縄文地に単沈線

でモチーフが描かれた後期後葉の堀之内 1式土器。75は

細い紐線と内面沈線が施された堀之内2式土器。74,75

の縄文はLR。 76は LRの縄文と円形の刺突が施された

鉢形土器。横位の沈線が重層する77は、後期中葉・加曽

利B式の遠部 3類土器。78～ 81は隆起する帯縄文や、縦

長の瘤が付された、後翔後葉の安行 1式土器。縄文は 79,

81が LR、 80がRLで、80は台付鉢、81は異形台付土

器の破片と思われる。82,33は晩期の土器で、RLの帯

縄文で三角形の区画を構成する82は安行 3釘点 弧状の

沈線区画にLRの縄文を充填した 83は、安行 3b式と思

われる。84,85は弥生時代中期の壼形土器の破片。84

1剤同部破片で、ひと筆描きの沈線で渦巻文を描き、無文

部と交互になるように、LRの縄文を充填している。85

は肩部の破片で、区画沈線の下位に櫛描きによる細かい

条線文がみられる。

86は沈線と刺突がみられる称名寺Ⅱ式土器の破片を

使った土器片鐘 87,88は土製円盤で、87には縄文と浅

い条線文が認められる。39は黒曜石の剥片を素材にした

と思われる、両極打法の剥離痕が残る石片で、素材乗1片

の側縁を打点に細かい剥離痕が認められる。90はチャー

ト製の剥片。91は円礫を用いた敲石で、敲打による凹み

がみられる。

MN0 17-⑤列―括出土遺物 (第 29図)該当する遺

物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器類、土器片錘、

磨石、砥石である。

92～ 106は縄文土器。92,93は中期の阿玉台式土器で、

隆起線に沿って施文単位が 2列の角押文が施された 92

は前葉の阿玉台Ⅱ式に、幅広の角押文がみられる93は中

葉の同玉台Ⅲ式に該当する。隆線で区画された日縁部に、

条線と沈線によって文様を描く94は中期中葉の中峠式

土器と思われる。95は隆線で渦巻文が表出された中期後

葉の加曽利E式土器。96～ 98は後期前棄の堀之内2式土

器で、96は木の葉状の沈線区画の中にLRの縄文を充填

し、97,98は縄文地に平行沈線でモチーフを描く。99,
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100は後期後葉の安行式土器。99は RLの縄文部ととも

に、刻みの付いた隆線や豚鼻状の瘤が認められ、安行 2

式に比定される。100は条線のみが施された粗製土器。

101～ 106は晩期の上器で、帯縄文と内面に刻みが付いた

突起がみられる 101は安行 3a式に、細密沈線が施され

た 102は安行 3b式に相当する。103は彫刻的な幅の広

い沈線で区切られたLRの縄文帯で「の」の字状の文様

を表出した前浦式土器。104～ 106は条線地に扁平な紐線

や沈線による縦区画が施された粗製土器。区画内の条線

は磨消され、106には紐線が付かない。

107～ 109は土器片錘で、107にはRLの縄文が、109

には無節Lの縄文が認められる。110は円礫の表裏面が

磨滅し、側縁には敲打痕が残る磨石。111は敲打によっ

て側面が平坦になった磨石で、表裏が磨面となり表面に

は敲打による浅い凹みが認められる。112は凝灰質砂岩

製の板状の砥石。研磨痕の残る表裏面は緩い凹凸がある。

T27・ 28-e列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 30図 )

本トレンテは、台地平坦部とE貝塚に接する小台地を

つなぐ醜 状部に相当する、T27-e③～e⑤、T28-

e①～e④グリッドに設定された南北2m×東西 12m

の調査区である。西側はD貝塚が存在する谷津の谷頭を

臨む。地表面の標高は、東西両端が 25.20mなのに対し、

T27グリッドとT28グリッドの境では25.40mを測り、

中央がやや高い。調査は村民参加でおこなわれた。

厚さ約 10～ 15cmの表土層 (I層)下には、厚さ約 10

～ 15cmの茶褐色土層 (Ⅱ 層)力潔 められ、その下はロー

ム層 (Ⅲ層)となるが、Ⅲ層上面も地表面とほぼ同様な

起伏を示す。調査はⅢ層上面まで掘り下げをおこない、

土坑5基 (第 78～ 82号)を確認した力＼実際の検出面は

Ⅱ層上面になる。遺構が検出されなかったT28-e③ ,

④グリッドに幅約 40cm、 長さ約 90cmのサブトレンチを

設定して、さらに下位の状況を調べた結果、Ⅲ層は 5cm

程の厚さしかなく、その下は粘土層 (Ⅳ層)となってい

た。

第 78号土坑ではサブトレンチを設定し、覆上の発掘を

実施したが、深さ20cmで平坦な底面が検出されている。

他の土坑については平面を確認したのみであるが、第 80

～ 82号土坑の覆土には多くの焼土が認められた。本トレ

ンチの I, Ⅱ層からは、縄文時代早期後葉の条痕文系土

器が出土しており、これらの上坑は当該期の炉穴の可能

′性がある。

出土遺物 (第 30図 )

出土した遺物は、縄文土器、土師器である。

1～ 7は縄文土器。 1～ 6は早期後葉の条痕文系土器

で、胎土に繊維を含み、内外面に条痕が施されていa
lの屈曲部と、 5の回唇部内外端には刻みがみられる。

6は前期前葉の土器で、胎土に繊維を含み、RLと LR

の縄文が羽状に施されている。 7は中期前葉の阿玉台式

上器で、刻目文が認められる。 8はかわらけで、底面に

回転糸切り痕を残す。復元日径 7.7cm、 復元底径 5.Ocm、

器高 1.6cm。

H28-① 列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 31図 )

本 トレンチは、北側に I貝塚を控える台地平坦部の北

東部に相当する、H28-a①～e①グリッドに設定され

た南北 10m×東西2mの調査区である。トレンチの地表

面は、北端で標高 25,45m、 南端で標高 25。 85mを測り、

北方に向かって緩やかに傾斜する。

厚さ約 20～ 40cmの表土層 (I層)下の、ローム層 (Ⅲ

層)上面で、土坑 2基 (第 48,49号)と溝状遺構1条 (第

9号)が確認された。これらの遺構群は平面を確認した

のみで、覆上の発掘は実施していない。平面観察による

遺構群の覆土同士の切り合い関係は、第 48,49号土坑→

第 9号溝状遺構である。遺構が検出されなかったa①グ

リッドの北東隅に、幅約 60cm、 長さ約 lmの深掘部を設

け掘り下げた結果、厚さ約 50cmのⅢ層下に灰褐色粘土層

のⅣ層が確認された。

第 48号土坑は、覆土上面から11～ 13と した土師器大

型破片がまとまって検出されたことから、平安時代の遺

構と捉えられる。一方、第 9号溝状遺構は、覆土が I層

と連続しており、近年の所産と思われる。

出上遺物 (第 31図 )

出土した遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器
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C2550m

※この間2m省略

0                          2rn

I層 :黒褐色土層 表土層。締まり有り、粘性無し。赤色スコリア (径 1～2mm)を含む。
Ⅱ層 :茶褐色上層 締まり非常に有り、粘性やや有り。赤色スコリア (径 2～3mm)と 白色粒子 (径 lmm)を 含む。
Ⅲ層 :茶褐色ローム層 縮まり非常に有り、粘性やや有り。径1～ 2mmの赤色スコリアと白色粒子をまばらに含む。

Ⅳ層 :粘土層

第78号土坑覆土 :黒褐色土 I層 より暗い色調。赤色スコリア (径 2～3mm)と、ロームプロック (径 6～7mm)を含む。

第79号土坑覆土 :暗茶褐色土 黒褐色土に黄褐色のロームブロックが混入する。締まり有り、粘性無し。径1～ 5mmの焼土・炭化物・

白色粒子を少量含む。

第80号土坑覆土 :黒褐色土 締まり有り、粘性無し。径10mm以下の焼土 。ロームブロックをやや多く含む。

第81号土坑覆土 :暗黄褐色土 締まり有り、粘性やや有り。径lmm程の焼土・白色粒子を多く含み、白色粘上がブロック状に入り込む。

第82号土坑覆土 :茶褐色土 締まり、粘性有り。径2～ 5mmの焼土粒子を多量に含む。

∞鯵 Ⅷ 班印

阿‰ Ⅷ ガ
5Ⅱ 層 71層

8Ⅱ 層

第 30図  T27・ 28-e列 トレンチ実測図及び出土遺物

攀

拘
〃
〃
日肘川″
醒

ｏ
写真 16 T27・ 28-e列 トレンチ全景
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0                          10cm

0             10           5cm

I層

48号土坑確認面～覆土

0    11～ 13   10cm 0                          2m

I 層 :黒褐色土層 締まりやや無し、粘性やや有り。ローム粒子を含む。
Ⅲ上層 :黄茶褐色ローム層 ハードロームブロックを微量含む。
Ⅲ下層 :暗黄茶褐色ローム層 締まり、粘性有り。スコリアとやや黒っぱい粒子を微量含む。
Ⅳ 層 :灰褐色粘土層 締まり非常に有り、粘性有り。橙色の土の塊を含む。

第48号土坑覆土 :暗褐色土 結まりやや無し、粘性やや有 り。炭化物とローム粒子を含む。

第49号土坑覆土 :暗褐色土 締まり有り、粘性やや無し。ローム粒子、土器粒子、炭化物を含む。

第 9号溝状遺構覆土 :暗褐色土 締まり有り、粘性やや有り。ローム粒子と炭化物を含む

第31図 H28-①列トレンチ実測図及び出土遺物

剛

≡

一熙
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写真 18 第 48号土坑土器出土状況

写真 17 H28-①列トレンチ全景

類、石核、剥片砕片である。

I層出土遺物 (1～ 10)1～ 9は縄文土器。 1はR

Lの縄文と懸垂する沈線が認められる胴郡破片で、中期

後葉の加曽利E式か。 2～ 4は後対前葉の堀之内2式土

器で、 2,4は縄文地に平行沈線で文様が描かれ、 3は

細い組線と内面沈線が施されている。縄文は 2が LR、

3,4が RL。 5は後期中葉の加曽利 B式土器で、LR

の縄文帯がみられる。 6,7は隆起したRLの帯縄文が

みられる後期後葉の安行 1式土器で、 6には瘤が、 7に

は列点が加えられている、 8は RLの帯縄文によって枠

状の文様が表出され、刻みのついた突起と瘤が付された、

晩期の安行 3a式土器。 9は浅い条線の上から沈線区画

を描き、区画内を磨消している晩期の土器。

10は頁岩製の石核で、表裏に摂理面を残す板状の石片

を素材とする。多方向からの剥離が認められるが、最終

作業面は、上面を打面とする表の2面である。

第 48号土坑出土遺物 (11～ 13)11,12は軸櫨成形

による土師器・高台付椀形土器。内面には弱い磨きが、

底面にはナデ整形が施され、胎土に白色の微粒を含む。

11は復元口径 9.2cm、 復元局台径 7.Ocm、 器高 6.lcm、 残

存率 1,3。 12は復元日径 15.2cm、 復元高台径 7.Ocm、 器

高 5。 7cm、 残存率 1イ2。 13は土師器の小型の甕形土器で、

日縁部にヨコナデ整形痕を、胴部にヘラ削り痕を残す。

復元胴径 20,2cm、 復元底径 12.2cm、 残存率は図示範囲の

113。 胎土に白色粒子を含む。

H30-① 列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構と遺物 (第 32図 )

本 トレンチは、北側に I貝塚を控える台地平坦部の北

東部に相当する、H30-a① ～e①グリッドに設定され

た南北 10m×東西2mの調査区である。トレンチの地表

面は、北端で標高 25.40m、 南端で標高 26.05mを測り、

北方に向かつて緩やかに傾斜する。東側で トレンチの形

が入り組んでいるのは、立木を避けたためである。

厚さ約 15～ 30cmの表土層 (I層)下は、南半部では

ローム層 (Ⅲ層)に、北半部では灰褐色粘土層 (Ⅳ層)と

なる。両層の層序を確認するために、トレンチ西壁に沿つ

て、幅約 30cmのサブトレンチを設定し調査を行つたと

ころ、Ⅲ層の厚さは 10～ 15cm程で、下位にはⅣ層が北半

写真 19 H30-①列トレンチ全景
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MN27 ⑤列
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―

汁 H30①列

H30-①列 トレンチ
I層 :耕作土。締まりやや無し、粘性無し。
Ⅲ層 :茶褐色土層 締まり、粘性有り。下

部に粘土ブロックを含む。
Ⅳ層 :締まり非常に有り、粘性有り。 I層

と接する北部では、耕作の影響で上

面が攪乱されている。

MN27-⑤ 列 トレンチ
I層 :客土。
■a層 :暗茶褐色土層 締まり、粘性無し。
Ⅱb層 :暗黄褐色土層 締まり、粘性有り。一

ロームブロック (径5～7mm)を 含
み、炭化物粒子を若千含む。

Ic層 :明黄褐色土層 締まり、粘性非常に

有り。ロームブロック (径 2～6mm)
を含む。

Ⅲ層 :ロ ーム層 締まり、粘性非常に有り。

0                             2rn

l         l

-   0

層

　

ｃｍ

ｌ

ヤー
　
　
６I層

第32図  H30-①列トレンチ及びMN 27-⑤列トレンチ実測図及び出土遺物

―
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部から続いて堆積していた。また、サブトレンテ内で土

坑 1基 (第 84号)力 検ゞ出されている。

遺物の出土は少なく、土器では縄文時代中期と後期の

土器小片 1点ずつが認められた他は、時期が分かる土器

は検出されていない。第 32図の 1は小型の磨製石斧で、

刃部が欠損する。研磨は全面で認められるが、裏面では

部分的にしか研磨痕がみられず、素材剥片の主要剥離面

が観察される。

MN 27-⑤列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構と遠物 (第 32図 )

本 トレンチは、台地平坦部の中央東寄りに相当する、

M27-a⑤～e⑤、及びN27-a⑤グリッドに設定され

た南北 12m×東西2mの調査区である。トレンチの地表

面は、北端で標高 26.25m、 南端で標高 26.10mを測り、

ほぽ水平で平坦な場所に位置する。なお、本 トレンチの

調査は村民参加のもと実施されている。

表土層 (I層)は客土であり、30～ 40cm掘り下げても

下位の土層が検出できなかったため、北端のM27-a⑤

グリッドと、南端のN27-a⑤ グリッドの2ヶ所を深掘

りし、土層の堆積状況を確認することにした。南端では

厚さ約 70cmの I層下から、ローム層 (Ⅲ層)が検出され

たのに対し、北端では厚さ約 60cmの I層下に、Ⅱa層 (厚

さ約 20cr→、Ⅱb層 (厚さ約 20cnll、 Ⅱc層 傷塔約 15clnJ、

Ⅲ層の堆積が認められた。調査はこの段階でとめている。

遺物は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器

類が検出されたが、全て I層中の出土である。第 32図の

2,3は縄文時代晩期の上器。 2は無節Lの縄文地に沈

線で三叉状の文様を描く、日縁がやや外屈する破片で、

回縁内面に沈線がめぐる。 3は肥厚した口縁にLRの縄

文が施された粗製土器。

W28-① 列 トレンチ

トレンチの設定と出土遺物 (第 33図 )

本トレンチは、地下レーダー探査で遺構と思われる反

応が顕著にみられたE貝塚に接する小台地北部を実際に

発掘し、地下レーダー探査データの検証及び(E貝塚に

伴う住居跡等の遺構確認を目的に設定された。当初、W

28-a①～e①グリッドに相当する南北 10 mx東西2

mの調査区として設定したが、調査の進行に伴い、 a①

～d①グリッドにあたる、南北8mに変更している。 ト

レンチの地表面は、北端で標高 25.90m、 南端で標高

26.20mを狽1り 、北に向かつて緩やかに傾斜する。

厚さ約 15cmの表土層 (I層)下からは、Ⅱb層が検出

された。トレンチの東壁に沿って、幅約 30cmのサブトレ

ンチと、a①グリッドの北西隅に、lXlmの深掘部を

写真21 W28-①列トレンチ全景
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未 掘 部

十 w28-①列

o                           2m

Y智 了露案著者至層 表土層。締まり無し。根は る乱著しい。   �

Ⅱb層 :暗茶褐色土層
Ic層 :明茶褐色土層
Ⅲ層 :明茶褐色ローム層 粘性有り。径30～40mmの ハー ドロームプロックを所々に含む。

Y28-①列

Ⅳ層 :灰褐色粘土層

Y28-① トレンチ

Ia層 :暗茶褐色土層 表土層。締まり、粘性無し。径5mm程の焼土粒子や炭化物片を含む。シノダケの根による攪乱が著しい。

Ib層 :暗茶褐色土層 耕作土と思われる。 Ia層より明るい色調。締まりやや有り、粘性無し。焼土粒子 (径2～3mm)や炭化物片 (径 3～ 5mm)、

白色粒子を少量含む。Ⅲ層由来のロームブロック (径 3～20mm)を 含む。

皿層 :黄褐色ローム層 締まり有り、粘性やや有り。径lmm前後の黒色粒子を含む。

第 2号土坑覆土 :暗黄褐色土 締まり、粘性無し。焼土粒子 (径 2～3mOと ロームブロック (径5～6mm)を 少量含む。

第 8号溝状遺構覆土 :暗黄褐色土 締まり、粘性無し。上半部にⅡ層由来のロームブロックを密に包含する。

第33図 W28-①列トレンチ及びY28-①列トレンチ実測図

＞
　
中
『
ｏ
ｏ
日胡

湘
Ⅷ

∩
|

Ｏ

日
ｏ
ｏ
ド
∞

Ｈ

‐十

日

Ч

‐―

周

ノ

ー

ド

ー

‐

‐

日

-57-



設定し、下位の上層を調査した結果、厚さ約 10～ 20cm

のⅡb層下から、Ⅱc層 (厚さ約 30cm)、 ローム層 (Ⅲ

層、厚さ約 10cm)、 灰褐色粘土層 (Ⅳ層)の堆積が認め

られた。

遺構の検出は無く、遺物も I層とⅡ層から、土師器と

陶磁器類の小片が出土したに過ぎない。

Y28-① 列 トレンチ

トレンチの設定と検出された遺構と遺物 (第 33図 )

本トレンチは、W28-①列 トレンテに引き続き、E貝

塚に接する小台地における遺構の確認を目的に設定され

た。彗初、Y28-a①～e①グリッドイこ相当する南北 10

m× 東西 2mの調査区として設定したが、篠竹の根には

ばまれ、表土発掘が思うように進まなかったため、途中

からa①グリッドとd①, e①グリッドのみを調査する

計画に変更した。トレンチの地表面は、北端のa①グリッ

ドで標高 26.80m、 南端の e①グリッドで標高 2670

mを測り、ほぼ水平で平坦な場所に位置する。

両調査区とも、厚さ約 30cmの表土層 (Ia,b層 )下

に、ローム層 (Ⅲ層)が堆積しており、 a①グリッドで

はⅢ層上面から、土坑 1基 (第 72号)と溝状遺構 (第 8

号)が検出された。第 8号溝状遺構については、調査区

西壁沿って幅約 30cmのサブトレンチを設定し、一部覆土

の調査を実施した。溝の断面は逆台形を呈し、深さは

75cmを測る。覆土にはロームブロックが多く混入してお

り、内黒土師器の小片が 1点出土している。このことか

ら当遺構の時期は平安時代以降と捉えられる。他には I

層から土師器や陶磁器類の小片が僅かに出土したのみで

ある。

A貝塚配 1ト レンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 34図 )

本トレンテは、縄文時代の住居跡とA貝塚の台地縁辺

部における在り方を調べる目的で設定された。調査区の

平面形は、調査の進行にともなって拡張を繰り返したた

め複雑な形となっている。

最初は、住居跡の確認を目的に、地下レーダー探査で

反応が認められた、Q ll― a①～⑤グリッド (Q ll― a

アU)に、南北2m×東西 10mの調査区を設定した。結果、

西端のa①グリッドから住居跡と思われる遺構の一部が

確認され (第 8号)、 その平面プランと、A貝塚の在り方

を把握する目的で、西隣のQ10-a①～⑤グリッド (Q

10-a列)まで調査区を延長した。

さらに、住居跡の南北方向の広がりを確認するため、

調査区をQ10-b～ d④、Q10-b～ d⑤、Q ll― b①、

P10-d,e⑤、P ll― d,e①グリッドまで拡張した

が、結局、第 8号住居跡としたものは、南北に延びる溝

状の痕跡 (第 10号溝状遺構と改称)であることが判明し

た。そのため住居跡調査の対象を、Q ll― a列で確認さ

れていたもう1軒の住居跡 (第 4号)に変更し、北狽!の

P ll― e③～⑤グリッドと、南側のQ ll― b～ d列の③

～⑤グリッドまで調査区を広,大 住居跡の全域調査を実

施している。

大筋、以上のような経過をたどった調査区のうち、本

書ではQ ll― a列 と第4号住居跡のための拡張区を「東

部」と、A貝塚の末端が確認されたQ10-a列 (a①～

④グリッド)を 「西部」と、その間の第 10号溝状遺構に

沿った拡張区を「中部」とそれぞれ呼称する。

なお、 トレンチの東西方向の地表面は、東端のQl■

a⑤グリッドで標高 26.80m、 西端のQ10-a① グリッ

ドで標高 27.50mを沢1り 、若千西に向かつて高度を上げ

る。南北方向では、北端のP ll― c①グリッドで標高

26.95m、 南端Q10-d④グリッドで標高26.85mを測り、

ほぼ平坦である。

東部では、厚さ約 20cmの表土層 (I層)下のⅡb層 ?

上面で、古代の住居跡 1軒 (4号)と縄文時代後期の埋

設土器4基 (第 73号新旧、第 25号と第 27号土坑の一部)、

土坑9基 (第 22～ 28,74,75号)が検出された。中音【で

は厚さ約 20cmの表土層直下がローム層 (Ⅲ層)上面であ写真22 Y28-①列トレンチ北部
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2750m O

2750m M

Q10-a列
1～ 4層 :攪乱貝層 表土層群。サンプルAl～ 3, Bl, 2層 に対応。
5層 :混土貝層 黒褐色土が混じる。縮まり、粘性無し。ハマグリ主体。攪乱を受けている可能

性有り。サンプルCl層 に対応。
6層 :混土貝層 灰褐色土が混じる。灰を多く含む。貝部分は縮まり有り、土部分は締まり、粘

性無し。ハマグリ主体でアカニシが少しみられる。サンプルC3層に対応。
7層 :混貝土層 暗褐色土が混じる。混土率高い。締まり有り、粘性無し。ハマグリ主体でオキ

シジミをまばらに含む。サンプルC4層 に対応。
8層 :混灰貝層 灰褐色灰を6層よりも多量に含む。貝部分は締まり有り、土部分は締まり、粘

性無し。ハマグリ主体。
9層 :混土貝層 暗褐色上が混じる。灰と炭化物粒子をやや多量に含む。貝部分は締まり有り、

上部分は縮まり、粘性無し。ハマグリ主体。
10層 :灰層 ほぼ純粋な灰白色灰からなり、焼土粒子、炭化物粒子を含む。締まり、粘性無し。

完形のハマグリがみられる。貝は焼けていない。
■層 :暗褐色土層 締まりやや有り、粘性無し。灰白色の灰をブロック状に含む。暗褐色上自体

は17層 に類似。
12層 :暗褐色土層 17層土に類似。結まりやや有り、粘性無し。
13層 :混貝土層 暗褐色土に多くの灰を含む。締まりやや有り、粘性無し。ハマグリ、オキシジ

ミ、サルボオがみられる。
14層 :混土貝層 暗褐色土が混じる。締まり有り、粘性無し。ハマグリ (殻長6cm以上のものが

目立つ)、 サルボオがみられる。
15層 :暗褐色土層 締まり有り、粘性無し。灰を少量含み、焼土、炭化物粒子を含む。
16層 :灰層 灰褐色灰からなり、破砕貝片を含む。締まり有り、粘性無し。炭化物粒子、暗褐色

土を含む。
17層 :暗茶褐色土層 貝は含まない。締まり有り、粘性無し。ローム粒子、焼土粒子、白色石灰

分を含む。
20層 :暗茶褐色土層 貝は含まない。ローム粒子、白色石灰分を含む。サンプルA4層 に対応。
21層 :混土貝層 暗褐色上が混じる。14層、19層よりも混土率高い。締まり有り、粘性無し。ハ

マグリ主体(殻長3～4cmが 多い)で、サルボオがみられる。灰を含み破砕貝が多く含まれる。

(第 76号土坑覆土)

18層 :暗黄褐色土層 貝は含まない。締まり有り、

を多く含む。白色石灰分を含む。
19層 :暗黄褐色土層 貝は含まない。締まり有り、

子を含む。炭化物粒子、白色石灰分を含む。

第47号土坑覆土 :茶褐色土 諦まり、粘性有り。少量のローム粒子を含む。貝層がみられる。

第50号 土坑覆土 :茶褐色土 締まり有り。少量のローム粒子を含む。貝層がみられる。

第51号土坑覆土 :黄褐色土 締まり、粘性有り。多量のローム粒子を含む。部分的に焼土粒子を含む。

第52号 土坑覆土 :茶褐色土 締まりやや無し。少量の焼けた貝、獣骨を含む。少量のローム粒子を含む。

第54号土坑覆土 :黄褐色土 締まり有り、粘性無し。多量のローム粒子と少量のロームブロックを含む。

第55号 土坑覆土 :茶褐色土 締まりやや無し、粘性有り。少量のローム粒子を含む。

第56号土坑覆土 :暗褐色土 縮まり無し、粘性有り。少量のローム粒子を含む。

第57号土坑覆土 :茶褐色土 締まり、粘性有り。少量のローム粒子を含む。

第74号土坑覆土 :茶褐色土 締まり、粘性やや有り。ロームブロックとローム粒子を多く含む。

第75号土坑覆土 :明黄褐色土 締まりやや無し、粘性やや有り。貝を多く含む。土坑の周囲にロームブ

ロックが多くみられる。

第10号溝状遺構覆土 :暗黄褐色土 径3mm程のローム粒子を多く含み、細かく破砕された貝を少量含む。

当初遺構名第 8号住居跡。

※遺構の深さ推定はボーリングステッキによるロームまでの値。

N

第24号土坑覆土 :明茶褐色土 縮まり、

粘性やや有り。径lmm
以下のローム粒子を少

量含む。ボーリングス

テッキ 探査により覆

土中に薄い貝 層が存

在するらしい。深さ推

定70cm。

第25号 土坑覆土 :明茶褐色土 締まり、粘性や や有

り。径lmm以下のローム粒子を少量

含む。

第23号 土坑覆上を切っているように

見える。

第26号 土坑覆土 :茶褐色土 締まり、粘性やや有り。

ローム粒子を少量含む。 2700m生 .

第 4号住居跡ピット覆土

5層 :暗褐色土 締まり、粘性無し。下部にローム粒子を少し含む。

6層 :茶褐色土 締まり、粘性無し。粒の大きなにローム粒子を含む。

7層 :茶褐色土 締まり、粘性無し。ローム粒子を多く含む。柱痕。

8層 :茶褐色土 締まり、粘性有り。下部ほど明るい色調になる。

9層 :暗褐色土 締まり、粘性無し。柱痕。

10層 :暗褐色土 締まり、粘性有り。 ■
・。

Ｈ

一
Ｖ

Ｇ

一

Ｆ

一

Ｅ

一
Ｖ

ｍ L粘性無し。ロームブロック・粒子(径 10mm程 )

粘性無し。18層より多くロームブロック・粒

第 34図 A貝塚 トレンチ実測図

0                            2m

コ

第4号住居跡覆土
1層 :暗茶褐色土 締まり、粘性無し。ローム粒子を少量含む。遺物取り上げ層位の上層に対応。
2層 :明黒褐色土 締まり、粘性無し。下部に焼土粒子を少量含む。炭化物粒子を微量含む。遺物取り上げ層位の下層に対応。
3層 :明茶褐色土 締まりやや無し、粘性有り。ローム粒子、焼土粒子、粘土粒子を少量含む。炭化物粒子を微量含む。
※北狽1の竃付近の2, 3層 中には、粒の大きなローム粒子と粘土粒子、焼土、炭化物を含む茶褐色上がブロック状にみられる。

竃構築材の崩落したものと思われる。
4層 :暗褐色土 粒の大きなローム粒子を含む。地山である第25号土坑覆上が崩れて形成されたものと思われる。

2680m生 .
b

2680m生 .第22号土坑覆土 :黄褐色土

締まり、粘性無し。多量
のローム粒子と少量のロ

ームプロックを含む。貝

層がみられる。深さ推定
45cm。

第23号土坑覆土 :茶褐色土

締まり、粘性有り。少量
のローム粒子を含む。深
さ推定41cm。

Q10-e⑤ l Qll

ゝ神 ⊆ど弗

耳
引

日
３

烏
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り、その面で平安時代の上墳墓を含む土坑 9基 (第 47,

50～ 57号 )、 溝状遺構 1条 (第 10号)を検出した。西部

では、表層から貝を含んでいたため、表面を剥いだ段階

で全域の掘り下げを取りやめ、北壁に沿って幅約 30cm

のサブトレンチを設け、貝層の堆積・遺存状況を把握し

た。その結果、 a①, a②グリッドから、攪乱を受けて

いない縄文時代中期前葉の貝層と土坑 1基 (第 76号)力 S

検出されている。

上記の遺構群は基本的に平面プランの確認にとどめた

が、第 4号住居跡、埋設土器4基、第 27,53,76号土坑

については覆上の発掘を実施し、貝層についてはサンプ

ル採取を実施している。また、覆土上面からまとまった

遺物が検出された第 24,52号土坑については、その遺物

の取り上げと記録をおこなった。

第 4号住居跡

遺構の規模と形態 (第 34図)本住居跡は、確認時に

多くの縄文土器が検出されたため、彗初は縄文時代を想

定し、その構造を把握する目的で、覆土の発掘を実施し

た。しかし、調査中に竃を有する古代の住居跡であるこ

とが判明している。

Q ll― a③～⑤,b③～⑤ c③～⑤グリッドに位置

する。東西 3.8m、 南北4.Omの隅丸方形の平面形を呈し、

北壁中央に寵を有する。竃を通る主軸は北-20度―西を

指し、壁の高さは約 40cmを測る。方形に並ぶ深さ 20～

35cmの柱穴が4基検出され、柱穴の内側の床面は硬化し

ていた。また、壁に沿って幅約 20cm、 深さ5cm程の周溝

が断続的にめぐる。竃は煙道部が壁より外に約 70cm飛び

出し、袖部は粘土混じりの上によって築かれている。燃

焼部にあたる場所に焼土は認められなかったが、皿状の

窪みが存在する。

覆土は上層の 1層 と下層の 2～ 4層に分けられ、下層

からは床面直上出土の須恵器郷 (4)や甕 (13)を含め、

須恵器や土師器の大型破片、刀子などが検出されている。

柱穴の覆土では、 2基で柱痕部が認められた。

写真 23 A貝塚Nα lト レンチ中部 第 4号住居跡遺物出土状況

写真 24 A員塚Nα lト レンチ西部 写真 26 第 4号住居跡完掘状況
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第 35図  A貝塚Nα lト レンチ出土遺物 (第 4号住居跡)
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出土遺物 (第 35図)本住居跡内からは、土師器、須

恵器、縄文土器、土器片錘、土偶、鉄製品、石器類が出

土している。このうち縄文時代の土器、土器片錘、土偶

と、石核を除く石器類は混入とみなされることから、遺

構外出土遺物の項で扱う。

1～ 3は覆土上層出土遺物。1は須恵器の高台付坪で、

底部は回転ヘラ削りによって整形されている。復元口径

16cm、 復元局台径 9.2cm、 器高 6.8c鳳 残存率約 1'3、 淡

灰色。胎土に自色粒子を含む。 2,3は孔周辺に平面を

有する球状の土錘。

4～ 17は下層及び床面直上出土遺物。 4～ 7は軸輯成

形の須恵器rTh。 4,5の底部は回転ヘラ切りの後、ナデ

整形が体部下端にかけて施されている。 6,7は体部下

端に手持ちヘラ削りが認められ、底部は回転ヘラ切りの

後、 6には一回一方向の手持ちヘラ削りが、 7にはナデ

整形が施されている。

4:口径 14.2cm、 底径 7.Ocm、 器局 4.8cm、 残存率約 5イ 6、

淡灰色。胎土に白色・透明粗粒、白色雲母粒を含む。

5:復元日径 13.2cm、 復元底径 8.4cm、 器高 4.6cm、 残

存率約 1イ 4、 淡灰青色。胎土に白色・透明粗粒、白色雲

母粒を含む。

6:底径 7.2cm、 残存率は図示範囲の約 4ナ 5、 橙褐色。胎

土に自色・透明粗粒、自色雲母白色粒を含む。

7:復元口径 13.4cm、 底径 7.8cm、 器高 4,3cm、 残存率

約 3イ4、 淡灰青色。胎土に白色・透明粗粒を含む。

8～ 11は軸輯成形の須恵器高台付郭。8,10の底郡は

回転ヘラ削りによって、9,11の底部はヘラ切り後、ナ

デによって整形されている。

8:口径 13.5cm、 高台径 8.6cm、 器高 5。4cm、 残存率約

5'6、 淡灰色。胎土に自色。透明粗粒、白色雲母粒を含む。

9:復元口径 17.6cm、 復元高台径 11,lcm、 器高 7.4cm、

残存率約 1'3、 暗橙褐色。胎土に白色・透明粗粒、白色

雲母粒を含む。

10:口径 13.2cm、 高台径 7.3cm、 器高 5.9cm、 残存率約

9イ 10、 淡灰青色。胎土に白色粒子を含む。

11:日径 17 6cm、 高台径 11 lcm、 器高 7.4cm、 口縁の一

部を欠く、灰青色。胎土に白色 。透明粗粒、黒色粒子を

含む。

12は土師器の鉢形土器。やや外屈する日縁部の外面に

は条線状の整形痕が、胴部外面には粗いヘラナデ整形痕

が認められる。口唇部から打同菩卜にかけての内面にはヨコ

ナデ整形が施されている。復元日径 25.Ocm、 橙褐色を呈

し、胎土に自色細粒を含む。残存率約 2イ 5。 13は須恵器

の甑と思われる。外反する口唇部端が摘み上げられ、や

や膨 らみを持つ胴部外面には格子の叩き目がみられる。

復元口径は 29.Ocm、 色調は橙褐色～暗褐色を呈し、残存

率は図示範囲の約 1イ 6、 胎土に白色・透明粗粒、白色雲

母粒を含む。14,15は土師器甕形土器の底部破片で、両

者とも底部に木葉痕を残し、胎土に白色・透明粗粒、白

色雲母粒を含む。14は復元底径 9.Ocmで、胴部には磨き

が施され、15は復元底径 7.Ocmで、胴部に削り整形が認

められる。

16は鉄製品の刀子。17はメノウ製の石核で、打面の端

部を剥離によって整え、一つの大きな作業面を残す。そ

れ以外は自然面となっている。

以上の遺物のうち、 4～ 6,8,9,13は 、胎土に自

色雲母粒を含むことから、新治窯跡群産の須恵器と思わ

れる [赤井・佐々木 1996]。

第 25号土坑内の埋設土器 (第 36図 )

遺構の規模と形態 本遺構はQ ll― a③グリッドに位

置する第 25号土坑の覆土上面において、縄文土器の埋設

が確認されたもので、当初は土坑の一部と捉えていた。

土器が半分かかるように、断ち割り調査を実施したとこ

ろ、第 25号土坑覆土中に掘り方が設けられた別の遺構で

あることが明らかになった。

掘り方は径 50cm、 深さ20cmの 円形を呈し、第 25号

土坑の焼土を多量に含む覆土 (5層)を切るように掘り込

まれていた。土器は掘り方底面に堆積する茶褐色土 (2

層)の上に設置されており、土器外部には暗茶褐色の充
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第 25号土 坑

埋設土器覆土

1層 :暗茶掲色土 締まりやや無し、粘性無し。径2mm程のローム粒子を少量、径lmm程 の焼土粒子を微量含む。

2層 :茶褐色土 締まりやや無し、粘性無し。径2～ 5mmの ローム粒子を少量、径lmm程 の焼土粒子を微量含む。

3層 :明黒褐色土 締まりやや無し、粘性無し。径 lmm程のローム粒子を少量、径lmm程 の焼土粒子を微量含む。

第95号土坑覆土
4層 :茶褐色土 締まり、粘性やや無し。径1～ 5mm程 のローム粒子と、径2mm程 の焼上粒子を少量含む。

5層 :明茶褐色土 赤味を帯びる。締まり、粘性やや無し。径3mm程のローム粒子を微量、径1～ 10mmの焼土粒子を多量に含む。

0                   50cm

第73号土坑

0                   10cm

第73号土坑覆土
1層 :明黒褐色土 縮まり有り、粘性やや無し。径2mm未満のローム粒子を微量、土器粒子を若干含む。

2層 :暗茶褐色土 締まり有り、粘性やや無し。径2mm未満の―ム粒子を多少、土器粒子を微量含む。

3層 :茶褐色土 縮まり有り、粘性やや有り。径3mm未満のローム粒子を多く含む。

4層 :茶褐色土 締まり、粘性やや有り。径4mm未満のローム粒子、焼土粒子を微量含む。

5層 :明茶褐色土 縮まり、粘性やや有り。径2mm未満のローム粒子を多少含む。

6層 :茶褐色土 締まりやや無し、粘性やや有り。径2mm未満のローム粒子を若千含む。

A

A 2680m

Ｂ
一

0                  50cm

第 36図 A貝塚Nα lト レンチ検出遺構実測図及び出土遺物 (第 25・ 73号土坑)
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填土 (1層)が、内部には明黒褐色土 (3層)が堆積す

る。埋設された土器は破片に分かれており、接合の結果

18,19の 2個体の土器に復元できた。ともに残存率は図

示範囲の 1,3程であり、両土器の破片を組み合わせて円

形に設置したものと思われる。両者とも埋設後の被熱の

痕跡はみられない。

埋設土器 18は底部から口縁部へ直線的に開く器形

をなし、日縁部から胴中部にかけてLRの縄文が施され、

胴下部から底部にかけては、粗い撫で整形がみられる。

復元口径 17cm、 底径 8,Ocm、 器高 21.2cm。 19は 3単位の

緩い波状口縁を呈する後期前棄の堀之内式土器で、胴下

郡以下を欠く。外削ざ】犬の口唇部は撫でによる無文帯と

なっており、以下には無節Lの縄文が施されている。復

元口径 25cm。

第 73号土坑 (第 36図 )

遺構の規模と形態 本遺構は 2基の埋設土器が重複す

したもので、Q ll― b③グリッドに位置する。掘り方は

第 25号土坑の覆土を掘り込んでおり、2基あわせた長軸

は 98cm、 短軸は 75cmを測る。北側の新しい埋設土器

の掘り方は、古い埋設土器の充填土を切る形で掘り込まれ

ており、深さは 20cmを測る。埋設された 22の土器は茶

褐色系土の覆土 (2,3層)中に設置され、土器の内部

にあたる部分には明黒褐色土の1層がみられた。22の残

存率は図示範囲の 1イ 3程度で、全周しない。すでに検出

時点で破片に割れており、位置が動いている破片もみら

れたことから、後世の攪乱を受けている可能性が高い。

南側の古い埋設土器の掘り方は深さ約 18cmの皿状を

呈し、底面に接して 23の上器をやや傾けて設置していた。

土器の周囲には4,5層 とした茶褐色系土が充填され、

土器の内部にはやや締まりの無い茶褐色土 (6層)が堆

積する。23も破片に割れており、接合復元の結果、欠損

部が多く認められた。

なお、20～ 21,24などの破片も掘り方内から検出され

ているが、これらは第 25号土坑に包含されていたものが

混入したものと思われる。

埋設及び出土土器 20～ 24は縄文土器。20は中期中葉

の破片で、外屈する無文の口縁部の下位には、楔形の押

し引き文を挟んで、隆線による文様が描かれている。21

はRLの縄文部と磨消部がみられる中期後葉の加曽利E

式土器で、24の径 6.lcmを測る底部も同時期のものと思

われる。

22は LRの縄文が施された、直線的に開く深鉢形土器

で、胴下部以下を欠く。復元口径 23cm。 後期前葉の土器

と思われる。23は 口縁部と底部を欠く土器で、日縁部側

は擬口縁をなす。外面には横方向の粗い撫でが施されて

いる。復元胴郡最大径 25cm。

第 27号土坑と埋設上器 (第 37図 )

遺構の規模と形態 本遺構は土坑と埋設土器が重複し

たもので、Q ll― a⑤グリッドに位置する。土坑の南西

部は第 26,28号土坑の覆土を掘り込んでおり、東側は調

査区外に続く。確認できた南北長は 1.35mを狽1る。土坑

の確認面はa⑤グリッド付近にのみ存在していたⅡa層

下面で、平坦な底面までの深さは 30cmを測る。覆土は3

層に分かれ、上位の1層から確認面にかけて 25～ 29の縄

文時代中期後葉から後期前葉までの土器破片が出土して

いる。後述する埋設土器の時期も考慮すると、本土坑の

時期は縄文時代後期前葉以前が想定される。

埋設土器は、縄文時代後期前葉 。堀之内 2式に該当す

写真 28 第 73号土坑土器埋設状況 写真 29 第 27号土坑土器埋設状況
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C 2680m

0                   50cm

A 2680m

第27号土坑覆土
1層 :暗茶褐色上 下層に比べて黒味を持びる。締まりやや有り、粘性無し。

径10mm以下のローム粒子を多く含み、土器粒子、焼土粒子、骨片、

炭化物を微量含む。
2層 :暗茶褐色土 締まり有り、粘性無し。径2～ 3mmの ローム粒子を含み、

土器粒子、炭化物も微量含む。

る 30の上器を、土坑の 1,2層中に正位の状態で埋設し

たもので、掘り方は径、深さとも17cm程で、土器ざりざ

りに掘られている。土器の底面は掘り方の底面に接し、

土器側面と掘り方との隙間にはやや締まりの無い暗茶褐

色土 (5層)が堆積する。一方、土器内には 5層とは異

なる明黒褐色土 (4層 )が堆積していた。なお、土器の

日縁部は確認面より出ており、実際の掘り込み面はⅡa

層中と思われる。

埋設及び出土土器 25～ 27は加曽利E式土器で、25

にはLRLの複節縄文と間を磨消した懸垂沈線が認めら

れる。26は RLの縄文部と無文部が微隆起線で区画され

た加曽利EⅣ式上器。27の縄文はRL。 28は沈線間に櫛

歯状工具による刺突が施された後期初頭の称名寺Ⅱ式土

器。29は隆線とそれに沿った沈線で文様が描かれた、後

期前葉・堀之内 1式の壼形もしくは注口土器の破片。

0         31        5cm

0                          10Cm
|

埋設土器の 30は底部から直線的に開く器形を呈し、日

縁に突起が付く。LRの縄文を地文に、 6本歯の櫛歯状

工具による集合沈線で文様を描いている。復元 口径

14.6cm、 底径 8.2cm、 器高 18.3cm。 日縁～胴部の 113程

を欠く。後期前葉の堀之内2式上器。

31は縄文地に単沈線が施された堀之内 1式土器の破

片を用いた土器片錘。

第 24号上坑

遺構の規模と形態 (第 34図)本 遺構はP ll― e② ,

③及びQ ll― a②,③グリッドに位置し、北部は調査区

外にかかり、南部は第 25号土坑と重複する。平面形は短

軸 1,7m程の精円形を呈するらしい。覆土の発掘はおこ

なっていないが、確認面 (=覆土上面)か ら縄文代中期

後葉の加曽利EⅡ 式に該当する大型破片が集中して検出

代
駆

許 %

3層 :暗茶褐色土 上層に比べて明るい色調をなし、縮まりが無い。粘性無し。径2mm
以下のローム粒子を含み、土器粒子、炭化物も僅かに含む。

埋設土器覆土
4層 :明黒褐色土 締まり、粘性無し。径2mm以下のローム粒子を少量含む。   5層 :暗茶褐色± 1層 と同質だが、やや締まりに欠ける。

第 37図  A貝塚Nα lト レンチ検出遺結実測図及び出上遺物 (第 27号土坑)
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第47号土坑

0                         10cm
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第 38図  A貝 塚 Nα lト レンチ検出遺構出土遺物 (第 24・ 47・ 52号土坑 )
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されており、土坑の時期も当該期以前が想定される。

確認面出上遺物 (第 38図)32～ 35は 日縁部に幅広

の隆線と沈線によって渦巻きや枠状の文様が描かれた加

曽利EⅡ式と思われるもので、33,35の縄文が施された

胴部には、間が磨消された懸垂沈線がみられる。36は 日

縁部文様帯が省略され、間が磨消された懸垂沈線だけが

施されている。縄文は 32,33,36が RL、 3■ 35が複

節LRL。 復元できた口径は 32が 34.6cm、 33が 25.6cm。

37,38,40はいわゆる連弧文土器で、いずれも3条を単

位とする沈線で弧状のモチーフが描かれ、40の 日縁には

交互刺突による小波状文もみられる。地文は 37がLを用

いた撚糸文、38が Rを用いた撚糸文、40が単節RLで、

いずれも沈線間の地文は磨り消されている。38の底部径

は 6.5cmで、残存率は図示範囲の約 1'2。 39はRLの縄

文が施された胴郡破片。41,42も 覆土上面から出土した

土器片錘で、41には隆線が、42にはLRの縄文がみられ

る。

第 52号土坑

遺構の規模と形態 (第 34図)本 遺構はP ll― d① ,

②, e①, e②グリッドに位置し、東部は調査区外にか

かり、西部は第 10号溝状遺構に壊されている。覆土の発

掘はおこなっていないが、確認面 (=覆土上面)か ら人

骨・獣骨・鳥骨・魚骨・貝類と、縄文時代中期中葉の上

器大型破片 (44)が検出されている。骨類は骨格が揃っ

ているものは無く、単一の部位や破片の状態で出土し、

種も様々なものが混在していた。土坑の時期は 44の土器

から、中期中葉が想定される。

確認面出上遺物 (第 34,38図)第 34図のB番号が

付された○及び△印は、骨類及び貝類の出土位置を示す。

これらについては、樋泉岳二氏による同定結果を以下に

記す。

Bl:イ ノシシ 上腕骨 L 骨幹・未癒合骨端 (遠位

端)脱落 若獣

イノシシ 下顎骨 12 L

哺乳類・同定不可 部位不明 (長骨)幼

ノウサギ 下顎骨 L

哺乳類・同定不可 肋骨 ? 破片

哺乳類・同定不可 破片

ヒト? 部位不明 (長骨)骨幹 2点

鳥類 ?・ 同定不可 部位不明 (長骨)骨幹

哺乳類 。同定不可 破片

貝

イノシシ/シカ 椎骨 棘突起

哺乳類・同定不可 頭蓋骨 破片

哺乳類 。同定不可 部位不明 (長骨)骨幹 若

イノシシ 肩甲骨 L 肩甲棘 被熱

ハマグリ右殻 被熱

哺乳類・同定不可 部位不明 破片

クロダイ属 第 2臀鰭棘

哺乳類 。同定不可 部位不明 (長骨)骨幹

ヒト 下顎骨 破片 若齢

ヒト? 頭蓋骨 破片

イタヤガイ ? 化石か ?

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B7

B8

B9

B10

B ll

B 12

B 13

B14

B 17

-括

一括

一括

一括

一括

第 38図 44は中期中葉の土器で、器形はキヤリパー形

を呈し、孔が開いた眼鏡状の把手が日縁に付く。隆帯で

胴部と区切られた口縁部には、隆帯で枠状の区画が設け

られ、その中に縦位の沈線を充填している。胴部には隆

帯区画施文後に、RLの縄文を条が縦に並ぶように施文

している。ただし、施文単位が不明瞭なため、原体は軸

にLを巻いた単軸絡条体の可含旨性もある。復元口径 29cm。

写真 30 第 24号土坑土器出土状況

写真 31 第 52号土坑土器出土状況
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第53号土墳覆土 :暗茶褐色土 締まり有り、粘性やや無し。径20～ 30mmの ローム

ブロックを多く含み、土器粒子を微量含む。破砕貝を少量含む。

第 39図  A貝塚Nα lト レンチ検出遺構実測図 (第 53号土壊 )

第 53号上壊 (第 39図 )

調査の経過 埋葬人骨が検出された本土墳は、現地で

人骨のクリーニングをある程度実施し記録を採った後、

独協医科大学 (当時)の馬場悠男氏の指導のもと、発泡

ウレタンを用いて土墳ごと取り上げている。その後、室

内で再度人骨のクリーニングと詳細な実測をおこない、

分析のために、部位を記録しながら人骨を取り上げた。

第 39図に示した実測図は、断面図と遺構の平面形につい

ては現地で記録したものであり、人骨については土墳取

り上げ後再実測した図を合成している。

遺構の規模と形態 本遺構はQ10-C⑤グリッドに位

置する。土墳は長軸 24m、 短軸 1.45mの楕円形の平面

形を呈し、深さは約 18cmで、断面形は皿状をなす。覆土

は暗茶褐色の単一土で、地山であるⅢ層起源と思われる

ロームブロックを多く含むことから、人為的な埋め戻し

土とも捉えられる。

検出された人骨 人骨は部分的に欠損している部位や

箇所もあったが、ほぽ全身骨格が遺存しており、土墳底

面直上に横臥屈葬の形で埋葬されていた。頭位は北-35

度―西で、顔面は南西方向を向く。土墳の覆土中から縄

文土器の小片が出土したため、当初は縄文時代の人骨と

捉えていたが、馬場悠男氏・梶ヶ山真里氏による形態的

分析の結果、古墳時代以降の人骨の特徴に合致する壮年

後期～熟年の女性であると判断された。米田穣氏による

＞

　

］
９
ｏ
ｏ
日

④

敲

第 53号土壊人骨検出状況

写真 33 第 53号土壊取 り上げ風景

写真 34 第 53号土壊人骨クリーニング時状況
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放射性炭素法による年代測定でも、約 900年前 (紀元

11～ 12世紀)という年代が得られたため、姿人骨と土墳

の時期を平安時代と捉える。以上の人骨の分析結果の詳

細は [馬場 。梶ヶ山・米田 2009]をか照されたい。

その他の遺構

第 47号上坑 第 38図の 43は第 47号土坑の確認面か

ら検出された、縄文時代後期前葉・堀之内 1式の鉢形土

器の把手部である。円盤状の把手部から口唇部にかけて

沈線や刺突が施されている。

第 51号土坑 第 51号土坑の確認面からは、図示しな

かつたが、太沈線文と細沈線文及びD字状の刺突文が施

された、縄文時代早期中葉・田戸下層式上器の小片が出

上している。

第 10号溝状遺構 中部に位置する本遺構は、現在地表

に敷設されている道路にほぼ沿う形で検出されたもので、

1.4m～ 1.85mの幅を持ち、南北方向は調査区外まで延び

ている。Q ll― a①グリッドの北西隅にサブトレンチを

設定し調査したところ、垂直に立ち上がる東壁とともに、

覆土中からビニール製品が検出され、現代の攪乱もしく

は既掘坑であることが明らかになった。深さは未調査。

A貝塚の貝層 (A貝塚No lト レンチ西部・Q10a列 )

貝層の堆積 (第 34図)A貝 塚の貝層の発掘は、西部

のQ10-a列の北壁に沿って設定されたサブトレンチと、

a①とa②グリッドにまたがって 1× lmの範囲で設

定した深掘拡張区において実施した。掘り出された貝層

は、基本的に全てサンプルとして取り上げたが、取り上

ヤ刃冒位と、断面観察による最終的な層位とは、全て対応

するわけではない。平面的な取り上げ区分としては、サ

ブトレンチでは小グリッド内をさらに東西各 lmに分け、

拡張区はひとつの単位としている。

表層には 1～ 4層 とした破砕貝を含む撹乱層が該当す

る。東部のa③, a④グリッドでは、撹乱層直下がロー

ム層 (Ⅲ層)となるが、菩1分的にⅢ層への漸移層である

Ⅱ層が薄く存在する。 a②グリッド以西では、Ⅱ層とⅢ

層は深くなり、撹乱層下には撹乱を受けていない貝層や

土層の堆積が認められた。西端のa①グリッドでは撹乱

貝層の可含旨性がある 5層を狭んで 6～ 8層 としたハマグ

リを主体とする貝層が堆積し、 a②グリッドの境乱層下

には、20層とした貝を含まない暗茶褐色土層がⅡ層の上

位に認められた。 a①とa②グリッドの境に位置する拡

張区では、これら6～ 8層 と 20層 を切って、土坑 (第

76号)が掘られており、その覆土上位の凹みに、ハマグ

リ主体の貝層と灰を含むブロック状の土層群 (9～ 16,

21層 )が互層になって堆積していた。第 76号土坑は径

35cmの平らな底面からラッパ状に開く断面形態を呈し、

最深 70cmを測る。貝層からは、最も新しい土器として、

第 40図 48,50,51といった縄文時代中期前葉の阿玉台

Ib式や同Ⅱ式の破片が出土しており、貝層も当該期に

形成された可能性が高い。

西部のQ10-a列から出土した遺物は、縄文土器、土

師器、須恵器、土器片錘、土製円盤、石鏃、石核、磨石、

敲石、両極打法の剥離痕を残す石片、剥片砕片、骨角器、

貝製品であるが、ここでは貝層出土遺物と、一括出土遺

物 (撹乱貝層等から出土した遺物)に分けて記述する。

貝層出上遺物 (第 40図)45～ 51は縄文土器。45,

46は太沈線文が施された早期中棄の田戸下層式上器。47

は半我竹管状工具による平行沈線で縦長の格子状の文様

が描かれた前期前葉の土器。胎土に繊維を含む。48は 1

列の角押文が施された中期前葉の阿玉台 Ib式土器。49

も 1列の角押文が施されているが、日縁が叉状をなし口

縁内面に貼付文がみられることから、中期初頭の阿玉台

Ia式土器に該当する。50は 2列同時施文の角↓甲文が施

された中期前葉の阿玉台Ⅱ式土器。51は刻目文がみられ

る阿玉台式の月同部破片。52はチャー ト製の凹基無茎鏃。

53は切断痕のある鹿角で、擦切りの後、打害1している。

54はハマグリ製の貝刃で、前背縁寄りを除く腹縁に刃が

付けられている。55はツノガイの分割品だが、力日工痕は

明確でない。56はサ トウガイ製の貝輪未成品で、研磨は

写真 35 A員塚Nα lト レンチ北壁貝層断面
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みられない。

西部一括出土遺物 (第 40,41図)57は角錐状の黒

曜石製石核で、打面を転移しながら剥離を繰り返してい

る。53と 59は両極打法の剥離痕を残す石片。黒曜石製

の 58は上端に細かい剥離痕を残し、裏のネガティブ面が

最終剥離面となる。安山岩製の 59は上縁に細かい剥離痕

を残すが、側面の礫面を打面とする裏の承1離面はネガタ

ィブであり、分害1した小礫を素材としたことをうかがわ

せる。また、折れは下端を打点とすることから両極打撃

時に生じたものか。60は黒曜石製の剥片。61は楕円礫の

二側縁に敲打痕がみられる敲石。62はハマグリ製の貝刃

で、腹縁全体に刃が付けられている。63はイタボガキ製

の貝輪破損品で、研磨が施されている。

64～ 98は縄文土器。64,65は太沈熊文と細沈線文がそ

れぞれ施された早期中葉の田戸 卜層式土器。66～ 70は胎

土に繊維を含む早期後葉の条痕文系土器。軸にLを巻い

た絡条体の側面圧痩がみられる 70は子母日式か。66は

格子目沈線に、刺突列と円形刺突を加えた鵜ヶ島台式土

器。67,68は角状の刺突列でモチーフを描いており、茅

山下層式と思われる。71,72は胎土に繊維を含む前期前

葉の土器。71には半我竹管状工具による押引文がみられ、

72の底部には貝殻腹縁文が施されている。73は波状貝殻

文が、74は三角文が施された前期後葉の浮島式土器。75

は口縁に輪積痕を残し、無節Lの縄文が施されている。

76は日唇が内側に肥厚する日縁部破片で、波頂下に貼付

文がみられ、内外面にペン先状工具による連続刺突文が

施されている。75と ともに前期末葉の土器か。

77～ 79は縄文地に文様を描く、中期初頭の五領ヶ台Ⅱ

式土器で、77と 79は沈線と三角形の彫刻文で、78は角

押文で装飾されている。78,79の縄文はRL。 80～ 82も

中期初頭の土器。80は無地の土器の口縁部に三角形の彫

刻文が施されたもので、阿玉台式直前段階に、 1列の角

押文がみられ、叉状の日縁が想定される81,82は同玉台

Ia式に該当しよう。82には粘土棒を芯とする突起もみ

られる。83～ 85は施文単位 1列の角押文が施された中期

前葉の阿玉台 Ib式土器。85は半我竹管状工具による平

行沈線で区画文やモチーフを措き、その間に角押文を充

填している。86～ 88,91は 中期中葉の土器で、86には刻

みの付いた隆線が施され、38は刻みのついた円乗状の把

手である。89は隆帯状の口縁に沿って爪形列が施された

阿玉台Ⅲ式土器で、沈線文もみられる。91は内傾し肥厚

する口縁を呈し、LRの縄文地にペン先状の連続刺突文

と沈線文が施されている。

89,90,92,95は中期後棄の加曽利E式土器。縄文は

89が複節RLR、 90,95が RLで、微隆起線で区画され

た中に縄文を施文した 95は加曽利EⅣ式に相当する。日

縁部から胴部にかけて太い条線を施す 93,94は加曽利E

式に併行する曽利式系の土器。93では条線上に貼付けた

隆線に交互押捺を加え、94の口縁内面には隆帯がめぐる。

96は 4本歯の櫛描文上に単沈線を施した後期の土器。97

は無地上に平行沈線でモチーフを描いた、後期前葉の堀

之内2式上器。98は縄文地に押捺を加えた紐線と平行沈

線を施した後期中棄の粗製土器。

99～ 103は土器片錘で、99,102,103に は外面に輪積

痕が、101には波状文がみられる。104は土製円盤で、細

い沈線と刺突が施された土器を素材とする。

A貝塚Nα lト レンチ中部出上遺物 (第 42図 )

ここでは中部の表土層から出土した遺物を報告する。

出土したのは、旧石器時代の槍先形尖頭器、縄文土器、

土師器、土器片錘、磨製石斧、敲石、石錘 ?、 二次加工

痕のある剥片、剥片砕片である。

105～ 119は純丈土器。105,106は胎土に繊維を含む早

期後葉の条痕文系土器。105の隆線上には刻みが付く。

断面三角形の隆起線と輪積痕がみられる 107は中期の阿

玉台式土器。円形の刺突文が施された 110は中期中葉の

上器か。108,109,111,112は中期後葉の加曽利E式土

器。108,109は隆線による区画内に沈線を充填し、複節

LRLが施された 111は、日縁部から間が磨消された懸

垂沈線がみられる。112は Rを用いた撚糸文地に連弧状

の文様が描かれる。曽利式系土器の 113は、第 41図 93

と同一個体か。縄文地に沈線が施された 114,115は後期

前葉の堀之内式土器で、単沈線で描かれた 114は 1式に、

平行沈線で描かれた 115は 2式に相当する。116～ 118は

後期中葉のもので、斜線文がみられる 116は加曽利B式

である。縄文地に押会を加えた紐線と沈線を施した 117

と118は粗製土器で、117の沈線は半我竹管状工具によ

る。列点とRLを用いた磨消縄文がみられる 119は、後

期後葉の安行 1式の胴部破片か。

120～ 123は縄文が施された土器片錘で、112には沈線
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で区切られた磨消部が認められる。124は表土から出土

した旧石器時代の槍先形尖頭器。一側縁に礫面を残す安

山岩製の縦長承I片を素材とし、周縁には両面から調整剥

離を加えている。125は折断された剥片の一側縁に細か

い剥離が認められる石器。126は扁平楕円礫の長軸両端

の片面に剥離痕がみられるもので、石錘か。127は断面

三角形の礫を分割した敲石で、礫面の稜部と分割面に敲

打痕が残る。128は刃部を欠損する磨製石斧。全面に研

磨が施され、平坦な側面との境は明瞭な稜をなす。この

石斧には白色塗料で注記らしき記号が記されており、過

去の調査時に遺棄された可能性がある。既掘坑とも思わ

れる第 10号溝状遺構と関係があるのかも知れない。

A貝塚Nα lト レンチ東部出上遺物 (第 43～ 45図 )

ここでは東部の表土層出土遺物と、第 4号住居跡出土

の縄文時代の遺物について報告する。該当する遺物は、

縄文土器、土偶、土器片錘、土製円盤、有孔円盤、打製

石斧 ?、 敲石、両極打法の剥離痕を残す石片、剥片砕片

である。

129～ 183は縄文土器。129は太沈線文が施された早

期中葉の田戸 卜層式土器。131,132は条度文が施され、胎

土に繊維を含む早期後葉の鵜ヶ島台式土器。131は細隆

線と半我竹管状工具による平行沈線で区画された中に、

同工具による平行刺突列を充填している。132は単沈線

による区画内に線分を充填する。両者の区画交点には円

形刺突文もみられる。

130は縄文地に鋸歯状文を描く、中期初頭の五領ヶ台

Ⅱ式土器。133は隆起線に沿って 1列の角押文が施され

た中期前葉の阿玉台 Ib式珠 134～ 136は中期中葉の

土器。134は隆起線に沈線を付随させた阿玉台Ⅳ式で、

135には沈線で分害1された隆線を用いた区画内に沈線が

充填される。136は条線地に交互刺突による小波状文と

沈線文がみられる中峠式土器。137～ 143は中期後葉の加

曽利E式土器。日縁部に隆線でモチーフを描く137は I

式に、胴部に磨消縄文帯を有する 139は Ⅱ式に、日縁部

文様帯が略された 140と、縄文間に微隆起線でモチーフ

を描く142はⅢ式に、微隆起線で縄文部と無文郡を区画

した 143はⅣ式に相当する。縄文は 137,143が LR、 138

～ 140が RL、 141が Rを用いた撚糸文である。

144～ 146は後期初頭の称名寺式土器。沈線間にLRの

縄文を充填した 144は I式に、列点を配した 145,146

はⅡ式に該当する。147～ 157は後期前葉の堀之内式土器。

縄文地に単沈線で文様が描かれた 147,149や 、日唇部に

沈線や刺突による文様帯を有する 148,149は 1式に、沈

線間に施された縄文帯でモチーフを描く150～ 154や、縄

文地に平行沈線で文様を描く1勇 156は 2式に該当する。

刻みの付いた隆線区画を有する 149は、復元日径 14.2cm、

底径 8.Ocm、 器高 12.4cmで ある。152,153は同一個林で、

149～ 154の縄文はLR。 158は LRの縄文が施された土

器。

159～ 182は後対中棄の土器。159は加曽利B式の突起

部。平行線状の磨消縄文と区切り文がみられる鉢形土器

の 160～ 162や、斜線文が配された 163,164、 帯状の磨

消縄文が施された 165,166は加曽利B式に相当する。167

～ 170は鉢形土器で、167には縦位の磨消縄文帯が、169

にはRLの原体を回転方向を違えて表出した羽状縄文が

みられる。171～ 173は沈線間に刻みを加えた文様と、磨

消縄文部が認められる破片で、日縁部が内屈する 173は

曽谷式とこ相当する。174は注目土器の注目部。175は香炉

形土器の破片で、U字状の把手部の最1落痕が認められる。

176～ 182は粗製土器で、176は縄文地に格子目文が施さ

れ、178,180～ 182は縄文地に押捺を加えた紐線と沈線

が施されている。179は重層する沈線と区切り文を持つ

壺形の土器で、178と ともに遠部第二類に該当する。縄

文は、161,165が LR、 162,166,168,171～ 173,176

がRL。 180は肥厚、内傾する日縁部に条線が施された

破片で、晩期の粗製土器と思われる。

184は土偶の脚部破片で、底面には網代痕がみられる。

沈線が施された 185は環状土製品か。186は土器の底部

を利用した有孔円盤の破片で、穿孔部と胴部との接合部

が磨られている。189～ 202は土器片錘で、158～ 192に

は沈線で区切られた磨消部が認められる。203,204は

土製円盤で、203は縄文地に沈線が施された後期中葉の

土器を利用している。205は流紋岩製の板状剥片で、横

長であった剥片の一側縁を折り取ったものか。206はチ

ャー トの円礫を両極打法によって分割した石片。上下端

に細かい剥離痕を残す。207は四辺が折り取られた剥片。

208,209は 円礫を使つた敲石。210は打製石斧と思われ

る。背面の一部に礫面を残す剥片を素材とし、その礫面

部を刃部とする。側縁には調整剥離が施されている。
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B貝塚配 1ト レンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 46図 )

本トレンチは、B貝塚西部の台地縁辺部に相当するL

15-a⑤～e⑤グリッド (L15-⑤列)と、K16-a①

～e①グリッド (K16-①列)に設定された2つの調査

区からなる。それぞれ南北 10m×東西2mの規模を有

する2つの調査区は、北東角と南西角が接し、長軸は貝塚

が広がる斜面とほぼ直交する。地表面の状況は平坦であ

り、斜面側の北端 (K16-a①グリッド)で標高 25.80

m、 台地側の南端 (L15-e⑤グリッド)で標高 26.15

mを測る。

L15-⑤列 厚さ約 3∝mの表土層 (I① l②層)を

発掘した時点で、Ⅱ層の上面が検出され、南部のd⑤ ,

e⑤グリッドで竃を持つ住居跡1軒 (第 3号)と、下位

に堆積する貝層の一部と思われる複数の貝ブロックが検

出された。a⑤～d⑤グリッドの調査区東壁沿いに、幅

30cm×長さ7mのサブトレンチを設定し、さらに掘り下

げたところ、■層下から凹凸がみられる貝層上面が確認

された。貝層上のⅡ層は6層に細別されるが、基本土層

には対応せず、上位からⅡ①,②,④,⑥～③層と名付

けている。Ⅱ層中及び貝層上面からは縄文時代後期後棄

以前の上器しか出土しておらず、その中で貝層の凹部上

に堆積するⅡ⑥層とⅡ④層が、それぞれ縄文時代中期前

葉の阿玉台 Ib式期と中期後葉の加曽利E式期の包含層

と捉えられた。

次にd⑤グリッドの北東部に 1× lmの深掘部を設

け、貝層の調査を実施したが、貝層上面で深掘部外に延

びる埋葬人骨が検出されたため、そこの発掘を取りやめ、

北隣のc⑤グリッドに深掘箇所を移動した。貝層をサン

プル採取しながら調査を進めた結果、貝層は中期初頭

のもので、その下位にはⅡ⑨,⑩層とした明褐色土層が堆

積することが明らかになった。

第3号住居跡は、確認したのみで覆土の発掘は実施し

ていないが、覆土上面から156,157の 須恵器大型破片が

検出され、平安時代の所産と捉えられる。

K16-①列 本調査区の調査は、L15-⑤列に引き続

き実施された。厚さ約 30cmの表土層 (I①,I②層)を

発掘した時点で、北部のa①,b①グリッドで貝層上面

が、中部のc①グリッド付近で貝層を掘り込んだ籠を有

する住居跡 1軒 (第 12号)が検出された。一方、南部の

d①,e①グリッドでは、土層中に貝層がプロック状に

分布する状態で、遺構の存在が予想されたことから、西

壁に沿つて、幅 30cmのサブトレンチを設定した。土層を

Ⅱ層と捉え調査を進めたところ、焼土を多量に含む土層

が検出され、その広がりを追つてサブトレンチをe⑤グ

リッド全域に拡張した。結果、縄文時代の重複する住居

跡 3軒 (第 13～ 15号)が確認され、Ⅱ層としたものが、

住居跡の覆土であることが判明した。

なお、北部で検出された貝層は上面観察により、混貝

土層と混土貝層に分けられた。

L15-⑤列深掘部で検出された貝層 (第 47図 )

d⑤グリッド部でイま、 Ⅱ④層下菩随 らゝ貝層上面イこかけ

てヒトの下肢骨が検出されたが、深掘部外に続いていた

ため、取り上げはせず、検出された状態で埋め戻してい

る。

c⑤グリッド部では、Ⅱ④層下にI⑥層がみられ、そ

の下位に貝層が堆積していた。貝層は最厚 70crnで、貝層

下には無遺物層のⅡ③層 (厚さ約 45cmJと Ⅱ⑩層が堆積

する力＼ 貝層下面から70cln程下げても、ローム層や粘土

層は確認できなかった。

貝層は上層と下層に大別しサンプル採取を実施し、最

終的な断面観察により、上層は 1～ 5層に、下層は 6,

7層に細分している。各貝層は北西方への傾斜を持つて

堆積する。

上層はハマグリを主体とする混土貝層及び混貝土層と

灰層が互層になって堆積しており、縄文時代中期初頭の

阿玉台式直前段階の土器大型破片 (129,130や、阿玉

台 Ia式の大型破片 (133)、 それにイノシシの左下顎骨 (残

存位置 [P2M2(M3)一 筋突起・関節突起 ]全歯残存)が検

出された。

下層はハマグリを主体とする混土貝層であり、6層と

7層では混入する土の色調が異なる。縄文時代中期初頭

の五領ヶ台Ⅱ式 (140)と、阿玉台式直前段階 (145)の

土器大型破片が出土している。

上層、下層の形成時期について、出土した土器の型式

に組謡はない。ただし、両層とも異なる時期の土器型式

を含んでおり、それを混在と捉え、新しい方の型式期の

所産とするか、細別層単位では取り上げていないので、
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I①層 :根が多く締まり無し。
I②層 :根が影響が少なくI②層より締まりが有る。
I①層 :黒褐色土層 締まり有り、粘性無し。
I②層 :暗褐色土層 締まり有り、粘性無し。焼土粒子、炭化物、土器粒子を多く含む。
Ⅱ④層 :暗褐色土層 炭化物、土器粒子を含む。
I⑥層 :暗褐色土層 Ⅱ④層と同質だが、若干黒味を帯びる。
Ⅱ⑦層 :暗褐色土層 第13号住居跡覆土と同質だが、焼土粒子、土器粒子が少ない。
I⑥層 :黒褐色土層 粘性有り。
Ⅱ⑨層 :明褐色土層 締まり無し、粘性有り。カルシウム粒子を若干含む。
I⑩層 :明褐色土層 ローム粒子混入のため、若干黄色味を帯びる。結まり無し、粘性有り。

2630m B  ※原図を反転トレース

カルシウムの粒を若干含む。

第 3号住居跡覆土 :暗褐色土 締まり、粘性無し。粘土粒子を若千含む。
第12号住居跡覆土 :暗褐色土 若干黒味を帯びる。焼土粒子を僅かに含む。
第13号住居跡覆± 1層 :暗褐色土 焼土粒子、土器粒子を含む。 2層 を切るように堆積する。        9

2層 :赤褐色土 焼土により強く赤味を帯びる。焼土粒子、土器粒子を非常に多く含む。
第14号住居跡覆土 :暗褐色土 焼土粒子を含む。
第15号住居跡覆土 :暗褐色土 焼土粒子、土器粒子を含む。

第46図  B貝塚阻 1ト レンチ (L15-⑤列・K16-①列)実測図

圧①                ②

＞
　
ゃ
Ｏ
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唸 l穐
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り
蛮常た策砦,房察追bttfに

灰が混じる。
り。
じる。締まり無し、粘性有り。土中にかなり灰が混じる。
含む。縮まり無し。炭化物を含む。僅かに被熱した貝もみられる。

る。締まり無し、粘性有り。炭化物を含む。
う。締まり有り、粘性無し。

写真 38 B貝塚Nα lト レンチ深堀部貝層下層遺物出土状況     写真 39 B貝塚Nα lト レンチ深堀部東壁員層断面

第47図  B員塚Nα lト レンチ (L15-⑤列)深堀部実測図

写真 36 B貝塚Nα lト レンチ深堀部人骨出土状況 写真 37 B貝塚血 1ト レンチ深堀部貝層上層遺物出土状況
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写真 40 第 3号住居跡土器出土状況

形成期間を示すものと捉えるか判断が難しい。ここでは

両者の可含β性を含んだ意味で、上層を阿玉台式直前段階

～阿玉台 Ia式期と、下層を五領ヶ台Ⅱ式期～阿玉台式

直前段階と表現しておく。

K16-①列で検出された住居跡群

第 12～ 15号住居跡とした重複する4軒の住居跡は、貝

層を掘り込んでつくられており、サブトレンチによって

第 13～ 15号住居跡で一部を発掘した以外は、覆上の発掘

は実施していない。覆土の平面観察による切り合い関係

は、第 13号住居跡→第 14・ 15号住居跡、第 15号住居跡

→第 12号住居跡である。

第 12号住居跡は、隅丸方形の平面プランを有し、北壁

に砂質粘土を構築材とし、煙道部が突出する竃を有する。

西壁のラインはほぼ南北を指し、南北長は 2,35mを決1る。

覆土上面から土師器片が出土しており、住居跡の時期は

古代と捉えられる。

第 13号住居跡の覆土は、焼土を多量に含むもので、サ

ブトレンテ内で部分的に検出された貝ブロックも焼けて

いた。形態や規模は不明であるが、L15-a⑤グリッド

で南西端が確認されている。第 14号住居跡はその北西部

が確認されただけであるが、円形の平面プランを呈する

らしく、住居跡内貝層と思われる貝ブロックが、覆土上

面で検出されている。第 15号住居跡は東半分が調査区内

にかかっており、長軸 4.3m程 の精円形の平面プランを

なすらしい。サブトレンチでは、約 20cm覆土を掘 り下げ

たところで、貝層が部分的に検出された。サブトレンチ

外で、ボーリングステッキによる探査をしたところ、同

じく20cm程で貝層が確認されたため、これらの貝層上面

は床面にあたる可能性がある。

第 13号住居跡の確認面からは、205の縄文時代中期中

葉・阿玉台Ⅲ式土器が、第 14号住居跡の貝プロック上面

からは、207の中期・阿玉台式土器の胴部破片が出土し

ている。また、3軒の住居跡覆土に相当するサブトレン

チ内出土遺物は、中期後葉以前の縄文土器片が主体であ

り (後期初頭の土器小片 1点あり)、 以上から第 13～ 15

号住居跡の時期は、大よそ縄文時代中期の所産と捉えら

れる。

第 12～ 15号住居跡検出状況

写真 42 第 14号住居跡内貝層
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L15-⑤列出上遺物

本調査区から出土した遺物は、縄文土器、土師器、須

恵器、土偶、土器片錘、土製円盤、有孔円盤、石鏃、石

皿、磨石、敲石、礫器、石核、剥片砕片、骨角器、貝刃

である。

L15-⑤列・I層出土遺物 (第 48～ 50図)1～ 59

は縄文土器。1～ 3は胎土に繊維を含み、条痕文が施さ

れた早期後葉の土器で、円形刺突を伴う細隆線が施され

た 1,2は鵜ヶ島台式に、刺突列で文様が描かれた 3は

茅山下層式に相当する。4～ 9は中期初頭の上器。RL

の縄文地に沈線や彫刻文が施された4,5は五領ヶ台Ⅱ

式である。 6,7は 日縁郡が内側に肥厚し、その内面に

沈線や角押文が施された阿玉台式直前段階の土器で、6

の外面には隆起線が、8の日縁部外面と口唇部には角押

文がみられる。叉状の口縁をなし、施文単位が 1列の角

押文が施された 7,9は 阿玉台 Ia式に該当し、 7は内

面にも角押文が認められる。10は半我竹管状工具による

施文単位 2列の角押文や波状文が認められる中期前葉の

阿玉台Ⅱ式上器。11は 口縁の突起部に渦巻状の隆帯を貼

付けたもので、隆帯を沈線によって分割している。中期

中葉の大木8a式か。12～ 15は中期後棄の加曽利E式土

器。幅の広い隆帯と沈線で口縁部文様帯が表出された 12,

13は Ⅱ式に、微隆起線でRLの縄文部と無文部が区画さ

れた 15はⅣ式に比定されよう。14にはRLの縄文間に、

懸垂沈線で区画された磨消無文帯が認められる。

16,17は後期後葉の堀之内式 1式土器で、16は壼形も

しくは注口土器と思われる。17は LRの縄文地に単沈線

で文様が描かれている。18～ 21は堀之内2式土器で、18

は沈線間にLRの縄文が施され、19は縄文地に平行沈線

でモチーフが描かれる。20にはLRの縄文と紐線、それ

に内面沈線が施され、無文の鉢形土器 21の内面には沈線

文が認められる。22～ 55は後期中葉の端 22,23は L

Rの縄文を使った平行線状の磨消縄文が施された鉢形土

器で、25の いわゆるソロバン形土器の肩部には、弧線で

区画されたRLの磨消縄文がみられる。24,26～ 34(32

と33は同一個体か),44は斜線文が施されたもので、26,

31～ 35の口縁や屈曲部には刻みが付されている。36,37,

39,40は帯状の磨消縄文と沈腺間に刻みを加えた文様

がみられる土器で、40は台部の破片である。縄文は 3α 3乳

40がRL、 37が LR。 38は異形台付土器の把手部破片。

41～ 43は鉢形土器で、42,43は 日唇部が内削ざ状をなし、

LRの縄文と日縁に沿う2条の沈腺が認められる。46～

55は日縁内面に凹線がみられる後期中葉の粗製土器。46

～49は格子目文が施されたもので、47～ 49には無文帯が、

48の地文にはRLの縄文が認められる。50～ 52は押捺が

加えられた紐線を有し、縄文地に条線が施された土器。54

にはRLの、55にはLRの縄文がみられる。

45,56～ 58は後期後葉の上器。45は東北地方のいわ

ゆる瘤付土器の壼形土器で、沈腺で弧線文が描かれ、薄く

小さな瘤が付く。RLの縄文を用いた隆起した帯縄文と

貼瘤がみられる56と、RLを使つた対弧状の磨消縄文が

施された57は安行 1式に相当する。58は縦位の条線と

密な押捺を加えた薄い紐線がみられる粗製土器。59は晩

期の紐線が認められる粗製土器で、条線上に沈線による

縦区画を設け、中を磨消している。

60は黒曜石製の小型の石核で、片面に礫面を残す。61

は扁平精円礫を素材にした石錘で、長軸上の両端に剥離

によって狭りを付けている。62は片面に礫面を残す黒1片

を素材とした礫器、両面からの剥離によって刃部が作出

されている。63は円礫を使用した敲石で、表面と端部に

敲打痕が残る。64は平坦な一面が磨滅する石皿の破片。

65～ 70はいわゆる山形土偶の破片と思われる。胸部の

破片である65には、沈線文とともに、乳房と垂下する隆

線の剥落痕が認められる。66,67は突き出た腹郡の表現

と、刻みのついた垂下隆線がみられる腹～腰部の破片。

66は沈線文で、67は RLの縄文と沈線文で装飾されてい

る。68～ 70は脚部破片で、脚中位と足首に沈線をめぐら

し、その間に縄文を充填している。縄文は 68,70が LR、

69がRL。 70の足先には刻みが認められる。

71～ 80は土器片錘。刺突列と撚糸文が認められる72,

73、 縄文の磨消帯がみられる 7■ 78、 隆線と沈線による

区画が施された 75、 微隆起線がみられる 76は、中期後

葉の加曽利E式の土器片を利用していると思われる。81

～88は土製円盤で、縄文地に斜位の沈線が加えられた86,

87と、格子目文がみられる88は後期中葉の粗製土器を

素材としたものか。89は縄文の付いた土器片を使用した

有孔円盤の破片で、孔面と側面は磨 られている。

L15-⑤列・Ⅱ層出土遺物 (第 51図)ここではⅡ①

②,⑦,①層中及びこれらのⅡ層に接する貝層上面から

出土した遺物を記述する。90～ 98は縄文土器。90～ 96
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は中期の阿玉台式土器。91,93～ 96には施文単位が1列

の角押文が施され、91,92に は粘土棒を芯とする突起が

みられる。隆起線による狭い枠状区画を持つ 90や、枠状

区画が未発達な 91は初頭の阿玉台 Ia式に相当するか。

91の復元口径は 30cln。 93～ 96は角押文とともに、隆起

線や波状文、髪縄文、貼付文によって装飾された胴部破

片で、前葉の阿玉台 Ib式に該当しよう。97,98は後期

中葉の加曽利B式土器。97にはRLの縄文を用いた帯状

の磨消縄文がみられ、台部破片の98には斜線文と刻みの

付いた隆線が施されている。

99～ 102は阿玉台式の破片を用いた土器片錘で、99,

100には輪積痕が、101には襲状文が、102には角押文と

波状文がみられる。103～ 105は黒曜石製の剥片で、105

の末端部は折り取られている。106は精円礫を素材とし

た磨石で、表裏面が磨滅し、側面全周に敲打痕を残す。

また、表裏面の中央に敲打による窪みがみられる。107

は先端と基部を欠く骨角器の刺突具で、シカの中手・中

足骨を利用している。

L15-⑤列・Ⅱ④層出土遺物 (第 51図)108～ 110

は縄文時代中期後葉の加曽利E式土器。いずれもRLの

縄文が施され、108,109には間が磨消された懸垂沈線が、

110には日縁に沿って凹線がみられる。

L15-⑤列・Ⅱ⑥層出土遺物 (第 51図 )111～ 113

は施文単位が1列の角押文が施された縄文時代中期の

阿玉台I式土器。隆起線や波状文、髪状文もみられる 111,

112は Ib式、叉状の日縁を呈する 113は Ia式と思わ

れる。114は黒曜石製の尖基無茎の石鏃。両面とも押

圧剥離で覆われているが、厚みがある。

L15-⑤列深掘部員層―括出上遺物(第 52図)115
～ 125は縄文土器。115は条痕文上に細隆線を配した、早

期後棄の野島式土器。胎土に繊維を含む。116～ 125は中

期初頭の土器。隆線区画を境に上位に縦位の沈線文が、

下位にRLの縄文が認められる 116は五領ヶ台Ⅱ式か。

RLの縄文と扁平な隆線が施された 117も五領台Ⅱ式に

該当する。118～ 123は施文単位が1列の角押文が施され

た土器で、叉状の口縁部内面に貼付文がみられる 118は

阿玉台 Ia式。12■ 125は輪積痕をうっすら残す胴部破

片で、124には断面三角形の隆起線が施されている。126

はハマグリ製の貝刃で、前背縁寄りの一部を除く腹縁に

刃が付けられている。

L15-⑤列深掘部・貝層上層出土遺物 (第 52図)127

～ 136は縄文土器。127,128は条痕文が施され、胎土に

繊維を含む早期後葉の上器。128の 平底外面にも条痕文

が施され、127の 日唇部には刻みが付く。129は外反気味

に開く器形を呈し、復元日径 28clnを測る。叉状の日縁下

には、沈線と三角形の彫刻文が施された狭い文様帯を有

し、その下には沈線で円形や枠状のモチーフを描いた、

やはり狭い文様帯がみられる。さらに下位の胴郡には、

中を削り込んだような枠状区画を挟んで、断面扁平の垂

下する隆線と、沈線による逆U字状の文様が施されてい

る。口縁部の文様帯には部分的に鋸歯状文が、胴部の逆

U字状沈線の隙間には三角形の彫刻文に囲まれた円形沈

線文が認められる。また地文としてRLの縄文がみられ

る。本土器の時期認定は難しいが、叉状の日縁を呈し、

狭い口縁部文様帯部分が肥厚して、内面に沈線と三角形

の彫刻文が施されていることから、阿玉台直前段階の土

器と捉える。130も内外両側に肥厚する日縁部の内面に、

沈線が施された土器で、阿玉台式直前段階に相当する。

内面の沈線は横走するものと、波頂部から垂下するもの

が認められ、波頂部には貼付文が付く。外面は 1列の角

押文で区画した中に彫刻文が施されている。

132,133は 隆起線に1列の角押文が付随する阿玉台 I

a式土器。132の口縁は叉状をなし、133の日縁部には隆

起線と角押文が流水状に施され、不定形な狭い区画状文

を形成している。また、123の胴部には襲状文と波状文

がみられる。131,134,135は 無文の破片で、135は底部

破片である。日縁部の 131に は輪積痕がみられる。136

は、エイ類の尾刺を使つた刺突具で、基部を削ぐように

加工している。

L15-C列深掘部・員層下層出土遺物 (第 53図)137

～ 150は縄文土器。137は条痕文が施され、胎土に繊維を

含む早期後葉の土器で、日唇部には刻みが付く。138は

波状貝殻文上に格子目の沈線を施した土器で、前期後葉

のものか。139～ 149は中期初頭の土器と思われる。RL

の縄文地に沈線や彫刻文を施した 139,140は五領ヶ台Ⅱ

式に相当する。140は外屈する頸部から、日縁郡が内湾

気味に立ち上がる器形を呈し、波頂部には内面が削られ

た三角形の突起が付く。日縁部は上端を沈線で区画し、

その下に押し引きの単位が長い角押文で、円形や精円形

のモチーフを描いている。モチーフの間には三叉状の彫
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0                          10cm

第 54図  B貝塚No lト レンチ

(L15-⑤列)出土遺物 (第 3号住居跡)

刻文が配される。頸部には扁平な隆起線がめぐり、そこ

からY字状の隆起線が垂下している。隆起線には沈線が

付随する。141～ 144は施文単位が1列の角押文が施され

た土器。141には馬蹄形をした貼付文の剥落痕が認めら

れ、阿玉台式直前段階に位置付けられる。144にも貼付

文の一部が残る。145も阿玉台式直前の土器で、帯状に

肥厚した口縁部の外面に円形の貼付文の剥落痕が、内面

に玉抱き三叉状の彫刻文がみられる。日唇部には 1列の

角押文が施され、波頂部は瘤状の2つの貼付文が付けら

れている。無文の胴部には粗いナデ整形が認められる。

146,147は RLの縄文が施された土器。どちらも屈曲

した頸部から口縁部が内湾気味に立ち上がる器形を呈し、

日唇部が隆線状に肥厚するが、146は平縁、147は波状

の口縁となる。147の胴部には、頸部の突起から垂下する

4単位の扁平な隆起線がみられ、隆起線間の縄文部には

結節縄文がみられる。復元回径 30 4cm。 148,149は粗く

整形された輪積痕と断面三角形の隆起線がみられる土器。

148の隆起線は2単位であり、底径は 19cmを測る。150

は口径 12.9cm、 底径 2.5cln、 器高 7.8cmの小型無文の鉢

形土器。底部は突出し、外面にはナデ整形が施されてい

る。

151～ 154はハマグリ製の貝刃で、151は後背縁寄りの

腹縁に 152,153は前背縁寄りの一部を除く腹縁に、154

は腹縁のほぼ全域に刃が付けられている。

第 3号住居跡出土遺物 (第 54図 )155,156は須恵

器の甕もしくは甑の破片で、外面に格子状のの叩目を残

す。どちらも淡灰褐色を呈し、胎土に白色・透明粗粒と

自色雲母粒を含む。

K16-①列出土遺物

本調査区から出土した遺物は、縄文土器、土師器、須

恵器、土器片錘、土製円盤、二次加工剥片、打製石斧 ?、

剥片砕片である。

K16-①列・I層出土遺物 (第 55図)こ こではI層

中及び I層に接する貝層上面から出土した遺物を記述す

る。157～ 185は縄文土器。157は円形刺突を伴う細隆線

と束J突列が施された早期後葉の鵜ヶ島台式土器。地に条

痕文がみられ、胎土に繊維を含む。158は無地に角押文

が施された中期初頭の土器。159,160は 隆起線に施文単

位が 2列の角押文を付随させた、中期前葉の阿玉台Ⅱ式

土器。161～ 171は中期中葉の土器。161は 円形の隆起

線に細かい楔状の刺突列が施されている。162～ 164は半

裁竹管状工具の外側を使った爪形文を隆起線に沿って施

した阿玉台Ⅲ式上器。162には縄文もみられる。日縁の隆

帯下に櫛描文がみられる165も阿玉台Ⅲ式か。隆起線に沈

線を付随させた 166,167は阿玉台Ⅳ式で、166には縄文

もみられる。167の隆起線上には刻みが付き、隆起線下

は無文帯となる。168は半我竹管状工具の内側を使つた

爪形文がみられる土器で勝坂式か。169は RLの縄文地

に沈線が施された胴部破片。170は日縁の隆線に沿って

波状文が施され、RLの縄文もみられる。171には隆線

と沈線が施文されている。172,173は 中期後葉の加曽

利E式上器で、172は 口縁に凹線を配し、以下にLRの

縄文を施している。173は微隆起線の両側にLRLの複

節縄文がみられる加曽利EⅢ式。

174は沈線間にLRの縄文を充填したもので、後期初

頭の土器か。175～ 177は後期前葉の上器と思われる。内

屈する日縁部に沈線文が施された 175は堀之内 I式に、

刻みの付いた紐線と8の字状の貼付文がみられる 176は
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/

198

205

13住確認面

堀之内2式に該彗する。177は無地に平行沈線が施され

ている。178～ 183は後期中棄の土器。178,179には日縁

の沈線に沿って刻みが施され、179に はLRの縄文もみ

られる。180は 日縁に1条の沈線がめぐり、以下に条線

が施された鉢形土器。181～ 183は粗製土器で、181には

格子目文が、182,183には縄文地に条線と押捺が加えら

れた紐線が施されている。184,185は後期後葉の安行 1

式土器。184の肥厚した日縁にはRLの帯縄文と貼瘤の

剥落痕が、胴部破片の 185には、RLの縄文を用いた31rl

状の磨消縄文がみられる。

186～ 188は土器片錘で、189,190は土製円盤である。

191は縁辺に細かい剥離痕が残る黒曜石の剥片。192は扁

平な楕円操を素材にした石器の欠損品で、両面からの剥

離で側縁を整形している。打製石斧の基部破片か。

K16-①列・住居跡群出土遺物 (第 56図)ここで記

述するのは、第 12～ 15号住居跡の確認面やサブトレンチ

内覆土から出上した遺物である。193～ 198,203,205～

207は縄文土器。

193は撚糸文地に半蔵竹管状工具による連続爪形文を

施した前期後葉の浮島 Ia式土器。194は 1列の角押文

第56図  B貝塚Nα lト レンチ (K16-①列)出土遺物 (第 12～ 13号住居跡)

204

12住確認面

0    199～ 201   5cm  o                  locm

|

と粘土棒を芯とした突起が認められる中期の阿玉台 I式

土器。195～ 197は隆起線に爪形文を付随させた中期中葉

の阿玉台Ⅲ式土器。196,197に は楔状の刺突列もみられ

る。198は 日縁部の無文帯とRLの縄文部を微隆起線で

区画した中期後葉の加曽利EⅣ式土器。199～ 201は土器

片錘で、199には波状文が、201にはRLの縄文が認めら

れる。

202～ 204は第 12号住居跡の確認面で検出された土器。

202は卵形を呈する無文の小型丸底土器で、外面はナデ

で整形されている。長日径 7.6cm、 器高 3.2cm。 203は縄

文地に紐線と条線を施した後期中葉の粗製土器で、204

は無文の胴部破片。205は第 13号住居跡確認面出土の、

中期中葉の阿玉台Ⅲ式土器で、日縁上の突起に付けられ

た渦巻状の隆起線に付随して、半我竹管状工具の外側を

使つた爪形文が施されている。206,207は第 14号住居

跡の確認面から検出された土器で、207は住居跡内貝層

の上面出上である。206は隆線に沿って沈線が施さてい

る。207は中期前葉～中葉の阿玉台式の胴部破片で、垂

下する波状の隆起線と刻目文がみられる。

の
日
毬

岡
―Ｉ
Ｈ
圏

津 206

14住確認面 14住内貝層上面
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B貝塚配 2ト レンチ

土層の堆積 と検出された貝層 (第 57図 )

本トレンチは、B貝塚東部の台地縁辺部に位置する。

当初、」23-d⑤,e⑤,J24-a⑤ ～c⑤グリッドに

東西2m×南北 10mの調査区を設定したが、途中で南側

の」24-d⑤,e⑤グリッドにかけて、南北4m、 東西

lmの拡張区を追加している。トレンチの長軸はB貝塚

が広がる斜面とほぼ直交する。地表面の標高は、斜面寄

りの北端で 25.85m、 台地側の南端で 25.55m、 間の」23

-e⑤付近で、26.30mを 測る。」23-e⑤付近が最も高

いが、この高まりは表土層である客土によって形成され

たものであり、本来はほぼ平坦であったと思われる。な

お、トレンテ内は小グリッドを単位に平面区を設定した

が、呼称については、小グリッド名を用いず、北から1

～ 7区 とした。

客土である表土層 (I層)を発掘した時点で、土質が

かわり、Ⅱ層として調査を進めたが、結局、境乱層 (撹

乱①層=遺物取り上げ層名「Ⅱa層」、撹乱②層=遺物取

り上げ層名「Ⅱ層」)であることが判明した。北部の 1,

2区と南端の5区では、厚さ約 10cmの撹乱②層下に貝

層が検出されたが、その間には貝層は検出されなかった。

そのため東壁に沿って、幅 50clnのサブトレンチを設定し、

掘り下げたところ、貝層が確認されなかった部分は、南

北5m以上に及ぶ既掘坑であることが判明した。坑内に

は撹乱層が落ち込んでいたが、lm程下げても坑の底面

が確認できなかったため、4区に1× lmの深掘部 (深

掘 1)を設けてさらに掘り下げた。結果、既掘坑上面か

ら約 1.5mの ところで、撹乱されていないハマグリを主

体とする貝層を検出したが、貝層の厚さは 20cm程で、

すぐにローム層 (Ⅲ層、厚さ約 20cm)と灰褐色粘土層 (Ⅳ

層)に移行した。

一方、貝層の台地側末端部を捉えるために、南側に調

査区を拡張し (6,7区 )、 幅 50cm、 長さ3mの範囲を

深掘りしたところ (深掘 2)、 I層下にⅡa～ c層 (厚さ

約 lr→、Ⅲ層 (厚さ約 10～ 20cml、 Ⅳ層が順に堆積して

いることと、I層下部からⅡa層上部にかけて堆積する

貝層の末端が確認できた。なお、深掘 2の貝層末端部下

面 (■ a層上面)の標高は 25,15mで あるのに対し、深

掘 1における貝層下面 (Ⅲ層上面)は 23.80mを 測る。

地表面とは異なり、貝層形成以前の本地点はかなりの傾

斜地であったことがわかる。

深掘 1内の撹乱②層からは、ビニール製品が出土して

おり、既掘坑の掘削時期は現代にまで下る。既掘坑以外

の貝層の上部及び上面から出土した土器は、縄文時代早

期後葉 2点、中期後葉 34点、後期前・中葉 7点であり、

中期後葉の土器が主林を占める。一方、貝層の最下部に

あたる深掘 1の貝層からは、五領ヶ台式、阿玉台式が出

土したという調査時の記録があるが、遺物取り上げ時に

おける撹乱②層との区別が不明瞭で、貝層出土土器を純

粋に限定できない。深掘 1内一括としては、縄文時代早

期後葉 9点、中期初頭 5点、中期前葉 13点、中期後葉8

点が出上している。深掘 2の貝層下のⅡ層からは、五領

ヶ台式の胴部と思われる土器大型破片64をはじめ、縄文

時代早期中棄 1点、早期後葉 5点、中期初頭4点、中期

前葉 2点の土器が検出された。貝層下のⅡ層の大型破片

の在り方と、調査時の所見を踏まえて、本トレンチにお

ける貝層の形成開始を中期初頭の五領ヶ台式～中期前葉

の阿玉台式期と捉え、上部には中期後葉の貝層が存在す

る可能性が高いことを指摘しておきたい。

出上遺物

本調査区から出土した遺物は、縄文土器、土師器、須

恵器、土版、土器片錘、土製円盤、有孔円盤、石鏃、磨

石、剥片砕片、骨角器、貝刃である。

I層・撹乱出土遺物 (第 58～ 60図)1～ 58は縄文

土器。¶～6は中期初頭の上器と思われる。無地に沈線

を施した 1,2と、縄文地に沈線文がみられる3,4は

五領ヶ台Ⅱ式であろう。1の波頂部には三角形の突起が、

2には鋸歯状文が、4には角押文も付随する。5は口縁

から角押文をY字状に施し、日縁との隙間に沈線で三角

形の彫刻的文様を描く阿玉台直前段階の土器。1列の角

押文を付随させた隆起線で幅の狭い区画状文を描く6は、

阿玉台 Ia式か。7～ 9は中期前葉の上器で、7には粘土

棒を芯にした突起がみられる。8は施文単位が 1列の角

押文が、9は施文単位が2列の角押文が施されたもので、

それぞれ阿玉台 Ib式と同Ⅱ式に相当する。

10～ 19は中期中葉の上器。隆起線に沿って爪形文が

施された 10は阿玉台Ⅲ式である。11は突起部にペン先状

の刺突列が認められ、12には三叉状の沈線文が、13には
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写真 43 B貝塚Nα 2ト レンチ全景

一一

十一　

一

刺貿

I層 :表土層
攪乱① :貝層が攪乱を受けたもの。
攪乱② :ボ ソボソした茶褐色土。
貝層 :純貝層 ハマグリ、カガミガイを主体とする。
深堀1貝層 :ハマグリ、カガミガイ、アカニシなどの完形貝がみられる。
■a層 :暗茶褐色土層 締まり有り。ローム粒子、炭化物を多量に含む。
こb層 :暗茶褐色土層 Ia層 より明るい色調で、締まりも有る。

径10mm程のロームプロックが頭著にみられる。
Ec層 :明茶褐色土層 粘性有り。Ⅲ層に近似。
Ⅲ層 :ロ ーム層
Ⅳ層 :灰褐色粘土層

0                          2m

B貝塚Nα 2ト レンチ実測図
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縦位の隆線と鋸歯状と直線を交互に配した沈線文が施さ

れている。14,15は同一個体で、胴部にRL?の縄文が、

無地の口縁部には刻みの付いた隆線と沈線がみられる。

16は沈線で分害1された隆線で波状の文様を描き、以下に

は縄文が施されている。17は沈線によって間を浮彫り状

にした文様が認められる。以上のうち、12～ 15は勝坂式

土器か。18,19は浅鉢形土器と思われる破片で、18には

隆線貼付による小波状文が、19には楕円形の沈線文が施

されている。

20～ 26は中期後葉の加曽利E式土器。20～ 22の縄文が

施された胴部には、間を磨消した懸垂沈線が認められる。

20の 口縁部は太い沈線で、21の 回縁部は隆線主林で、渦

巻や枠状の文様が描かれており、加曽利EⅡ式に相当す

る。縄文は 20,21が RL、 22が複節LRL。 縄文磨消

部に蕨手状の沈線が認められる23と、微隆起線を貼付け、

周囲にRLの縄文を配した 24は加曽利EⅢ式に該当す

る。25は Lを巻いた撚糸文地に3条を単位とする沈線で

連弧状の文様が描かれる。26は微隆起線貼付け後にLR

の縄文を施し、無文部と区画 した加曽利 EⅣ式土器。

27～ 32は後期初頭の称名寺式土器。27～ 30は沈線間に

縄文を充填した I式、31は櫛歯状工具による刺突文を充

填したⅡ式である。縄文は 27,28が LR、 29,30が R

Lで、球状の胴部を呈する 27には円形の刺突列もみられ

る。32は無文の口縁部を微隆起線で区画し、以下に円形

の刺突文を施している。33～ 37は後期前葉の土器。縄文

地に単沈線で文様が描かれた 32,33と、沈線と刺突で回

唇部文様帯を表出した 34は堀之内 1式に、RLの縄文地

に単沈線で幾何学的な文様を描く37は堀之内2式に相

当する。縄文は 33が無節 R、 35,37が LR。 38～ 43は

後期中葉の上器。38は RLの縄文を用いた平行線状の縄

文帯と区切り文が認められる。39は内屈する無文の口縁

部下に条線が認められ、屈曲部には刻みが付く。40,41

は波状の口縁に沿つた沈線間に刺突を施したもので、R

Lの縄文がみられる。42,43は粗製土器で、42に は縄文

地に格子目文が、43には縄文地に組線と条線が施されて

いる。

44～ 46は後期後葉の安行 1式土器。44,45は隆起した

RLの帯縄文がみられ、46にはRLを用いた弧状の磨消

縄文が認められる。47～ 56は晩期の上器。RLの帯縄文

と縦位の刻みが付いた薄い貼瘤を有する47は安行 3a

式土器。48～ 52は安行 3b式と思われる土器で、49は沈

線とLRの縄文で入り組み状の文様が描かれ、鉢形土器

の 50は LRの縄文が施された外屈する口縁部を有する。

51,52は細密沈線が施された土器。沈線間に列点を充填

した 53は安行 3c式に該当する。54～ 56は条線が施さ

れた粗製土器で、54,55には間が磨消された沈線縦区画

が、56には蛇行する懸垂沈線が認められる。56,57は 無

文の土器で、57は復元口径 23.2c臥 58は復元口径 21.4ctnh

復元底径 14.8cm、 器高 26 2cm。 外面の整形は 57がナデ、

58がヘラナデである。59は土師器の甕形土器で、日唇部

に押捺が加えられている。復元口径 19.Ocm。

65は小判形の土版の破片で、沈線によって円文等が描

かれている。66～ 73は土器片錘で、磨消縄文帯がみられ

る67,70,73は加曽利E式の破片と思われ、68には連

続爪形文が認められる。74は土器片を利用した土製円盤。

75,76も 土器片を使用した有孔円盤で、75には貫通孔が、

76の裏面には未貫通の孔が、擦りによって穿たれている。

77は焼成前に成形された土製円盤で、三角形の刺突列が

施されている。

78～ 80は石鏃で、チャー ト製の78は尖基無茎鏃に、

黒曜石製の 79は凹基無茎鏃に、黒曜石製の 30は尖基無

茎鏃に分類される。81,82は黒曜石製の、83は頁岩製の

剥片で、31,83の背面は多方向からの剥離面で構成され、

83には礫面も残る。84は楕円礫を素材とした磨石の破片

で、表面の一部に磨滅が認められる。85は骨角器の刺突

具で、先端と基部が欠損する。シカの中手 。中足骨を不可

用したものと思われる。86,87はハマグリ製の貝刃で、

腹縁全体に刃が付けられている。

深堀 2・ Ⅱ層出土遺物 (第 59図)60～ 64は縄文土

器。60は内外面に条痕文が施され、胎土に繊維を含む早写真45 B貝塚Nは 2ト レンチ深堀2断面写真44B貝塚No 2ト レンチ深堀1断面
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期後葉の上器。61,62は縄文地に沈線と彫刻文が認めら

れる中期初頭の五領ヶ台Ⅱ式土器。61の縄文はRL。 63

は無文の口縁部破片で、円形の刺突が lヶ 所みられる。

64は RLの縄文が施された胴部破片で、曲線的な沈線が

僅かに認められる。復元胴部最大径 28.8cm。 五領ヶ台式

の胴部か。

貝層出土遺物 (第 61図)深 掘 1以外の貝層から出土

した遺物を記述する。88～ 96は縄文土器。88～ 92は中期

中葉の加曽利E式上器。日縁部に隆線で文様を描き、R

Lの縄文を充填した 88は I式に、微隆起線と複節LRL

の縄文を配した 92は加曽利EⅢ 式に該当する。90,91

は日縁郡文様帯の下端が沈線で区画され、胴部にRLの

縄文と磨消無文帯がみられる。外削ざ状の口唇部を有し、

沈線文が施された93は後期後葉の堀之内1式土器か。94,

95は後期中葉の粗製土器で、94は縄文地に格子目文を、

95は斜位の沈線を施している。96は無節Lの縄文が施文

された土器で、日縁部が無文帯となる。復元口径 13.6cm。

深堀 1・ 貝層出土遺物 (第 61図)前述したように深

掘1の貝層出土とした遺物には、撹乱②出土のものが混

じっている可能性がある。97～ 107は縄文土器。97は内

外面に条痕文が施され、胎土に繊維を含む早期後葉の土

器。98～ 103は中期初頭の土器と思われる。RLの縄文

地に沈線と彫刻文が認められる 98,101は五領ヶ台Ⅱ式

土器。101の 内湾する日縁部の波頂下には、沈線が沿う

円形の隆線文が貼付けられている。99はRLの縄文地に

沈線文を、100は扁平な隆起線貼付後にRLの縄文を施

している。102は隆起線に沿う1列の角押文と髪状文が

施された阿玉台 Ia式土器で、内側に肥厚した日縁部内

面には沈線がみられる。胴部破片の 103には薄く消され

た輪積痕が認められる。104～ 106は中期前葉の阿玉台式

土器。104には髪状文がみられる。105,106は 隆起線に

付随して 1列の角押文が施された Ib式土器。107は中

期後葉の加曽利EⅡ式土器で、隆線と太い沈線それにL

Rの縄文で口縁部文様帯を表出し、同縄文が施された胴

郡には、間が磨消された懸垂沈線がみられる。

1嶋 109は土器片錘で、108には縄文がみられる。110

は土器片を利用した有孔円盤で孔面と側面が磨られてい

る。111,112は 貝刃。カガミガイ製の 111は腹縁の前背

縁寄りに、ハマグリ製の 112は腹縁全体に刃が付けられ

ている。

D貝塚配 1ト レンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 62図 )

本トレンチは、S15-C②グリッドの南半部から、T

15-c②グリッドの北半部にかけて設定した、南北 10m

×東西 2mの調査区で、D貝塚西部の台地上縁辺に位置

する。 トレンテの長軸は貝塚が広がる斜面とほぼ直交す

る。 トレンチの地表面は、北端で標高 26.35m、 中央付

近で標高 26.55m、 斜面側の南端で標高 26.00mを測り、

中央部が盛り上がり、斜面側の南端が若千低くなる。中

央部の高まりは表土層がそこだけ厚いためで、下位の土

層堆積には反映されていない。なお、 トレンチ内を2m

四方の平面区に5分割したが、小グリッドとずれている

ため、北から①～⑤区と呼称した。

厚さ30～ 75cmの表土層 (I層)を発掘した時点で、全

域でⅡ層 (Ⅱ a層に相当すると思われる)が確認された。

次に、トレンチの東壁沿いに幅 50cmのサブトレンチを設

定し、Ⅱ層を掘り下げたところ、①～⑤区全てから貝層

の上面が検出された。ただし、貝層の上面は凹凸がみら

れ Ⅱ層の厚さもそれに伴い 5～ 70cmと巾がある。続い

て、貝層のサンプル採取をするために、①区南半部と②

区北半部のサブトレンチ内において貝層の発掘を実施し

た。貝層上面から約 lmの深さまで発掘し、貝層をa～

d層に大別してサンプル採取をおこなったが、貝層はさ

らに下位まで続いていた。

Ⅱ層～貝層上面からは、縄文時代中期後葉～後期中葉

までの土器が多数出土したが、④区サブトレンチ内のⅡ

層の最下部から古墳時代増形土器 57が出土しており、

Ⅱ層の下限は古代まで下ると思われる。サンプル箇所の

貝層からは、時期が認定できる土器破片が 27点程出土し

たが、内訳は縄文時代中期中葉が 2点、中期後葉が9点、

後期初頭が 16点、後期中葉が 1点で、後劇初頭の称名寺

式土器が主体を占める。また、称名寺式土器は各層から

検出されているため、サンプル貝層全体の時期を縄文時

代後期初頭と捉える。なお、称名寺式土器は I式とⅡ式

に細分され、Ⅱ式はa, b層でのみ出土している。しか

し、それがa,b層 とc,d層の時期差を示すものかは、

小片のため判断し難い。

他所の未掘貝層の時期については、明確に把握できな

いが、Ⅱ層～貝層上面での出土傾向をみると、④,⑤区
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写真 46 D貝塚血 1ト レンチ全景

写真 47 D貝塚Nα lト レンチ貝層断面

※白丸は骨片 iCIJ

0                            2rn

I層 :暗黄褐色土層 表土層。締まり有り。ローム粒子 (径 1～ 2mm)を含み、赤色スコリア(径 lmm程 )を 少量含む。白色のパミスを多量に含む。

Ⅱ層 :暗茶褐色土層 ローム粒子 (径 1～ 5mm)と赤色スコリア(径 2～3mm)を多く含む。

貝層
al層 :混土貝層 暗茶褐色土が混じる。締まり有り。
a2層 :混土貝層 暗茶褐色土が混じる。締まり無し。
bl層 :混土貝層 暗茶褐色土が混じる。締まりやや有り。
b2層 :混貝土層 粘性の有る暗褐色土に貝が混じる。
c層 :混土貝層 暗茶褐色土が混じる。締まり無し。bl層 より混土率が高い。
d層 :純貝層 ハマグリを主体で、サルボオも多くみられる。

第 62図  D貝塚Nα lト レンチ実測図
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写真 49 D貝塚阻 1ト レンチ第 3号人骨出土状況

付近で、後期前葉の堀之内式や、後期中葉の加曽利B式

土器が多く、斜面寄りの場所に、より新しい時期の貝層

の存在が予想される。

一方、Q⑤ 区にまたがるⅡ層中と、⑤区のサブトレ

ンチ内のⅡ層の落ち込み部から、人骨の一部がまとまっ

て検出された。前者は破片が散在する状況で、頭蓋骨や

上腕骨Lな どの破片が含まれる。一方、後者は、埋葬人

骨とも捉えられる状況を示し、落ち込み部も墓墳の可能

性がある。調査区外にも続く様子であったが、拡張調査

はおこなわず、確認途中に採取したものを除き、そのま

ま埋め戻している。採取資料には、距骨 R、 踵骨 L、 手

根/足根骨、指骨が認められた。

出土遺物

本 トレンチから出土した遺物は、縄文土器、土師器、

須恵器、陶磁器類、土器片錘、磨石、敲石、凹石、剥片

砕片、貝刃、貝輪未成品、骨角器である。

Ⅱ層出土遺物 (第 63,64図)1～ 56は縄文土器。

1は大沈線文が施された早期中葉の田戸下層式土器。 2

は三角文がみられる前期後葉の浮島Ⅲ式土器。 3～ 5は

中期中葉の加曽利E式土器。 3は隆線と沈線で枠状の文

様が描かれた日縁郡破片で、 4の胴部破片には沈線で区

切られた縄文部と磨消無文帯が認められる。 5は微隆起

線で日縁の無文部と縄文部が区画された加曽利EⅣ式土

器。縄文は全てRL。 6～ 9は沈線モチーフ間に縄文や

刺突を施した後期初頭の称名寺式土器。LRの縄文が充

填された6～ 8は I式に相当する。10年 13は無文の日縁

部下に櫛描文が施された土器で、称名寺式期のものと思

われる。10～ 12は日縁部を沈線で、13は隆線で区画して

いる。

14～ 22は後期前葉の堀之内 1式土器。14は沈線と刺突

による口唇部文様帯を有し、15～ 22は縄文地に単沈線で

文様力沈静W■ている。縄文は 15～ 1乳 20～ 22が LR、 19

が無節Lで、20には刻みの付いた隆線もみられる。 17

の胴部復元最大径 28.Ocm、 18の復元日径 16.8cm、 19の

復元口径 16.6cm。 23～ 34は後期前葉の堀之内2式上器。

23,24は日唇が内屈する無文の日縁部を有し、以下にL

Rの縄文地に単沈線で文様を描く。25は沈線による幾何

学的なモチーフ内にRLの縄文を施している。26～ 28,

32～ 34はLRの縄文地に平行沈線で文様を描いており、

28,32～ 34は同一個体と思われる。日縁部の 28には押

捺が加えられた細い紐線と、細い内面沈線がみられる。

29は無文地に平行沈線で、30,31は櫛歯文でモチーフを

描く土器で、29の内面には細い沈線がめぐる。35は無文

の鉢形土器。

36～ 54は後期中葉の土器。36,37にはRLの縄文を用

いた平行線状の磨消縄文と区切り文が認められる。38は

日縁部に微隆起線とLRの縄文が施された土為 39には

斜線文がみられ、40の肥厚した日唇郡には刻みが施され

ている。41は口唇部に押捺力渤日えられた鉢形土器。42は

RLを用いた帯状の磨消縄文が施されている。43,44は

鉢形の土器で、刻みの付いた屈曲部と条線がみられる。

以上は加曽利B式に該当する。45,46は 日縁に沿う沈線

間に刻みが施されたもので、46にはRLの縄文がみられ

る。47,48は 日縁～頸部に横走する沈線や弧状の沈線が

施された壼形土器で、加曽利B式の遠部 3類に相当する。

47の復元日径は 22.2cm。 49～ 54は粗製土器。49～ 51,

54は縄文地に格子目や斜位の沈線文が施された土器で、

51には無文帯がみられる。52,53には押捺力渤日えられた

紐線が貝占付けられている。55はLRの縄文力ヽ 56は RL

写真48 D貝塚Nα lト レンチ④区人骨出土状況
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の縄文が施された土器。

57は土師器の増形土器で、整形は口唇部がヨコナ夭

日縁部がナ犬 胴部～底部が弱いミガキである。口径

7.4cm、 底径 4.2cm、 器高 6.Ocmで、日縁部の一部を欠く。

58～ 60は土器片錘で、微隆起線が認められる 58は

加曽利EⅣ式、無地に沈線が施された 59は称名寺式の土

器破片と思われる。61は表面に擦りによる窪みと磨滅面、

側面に敲打痕がみられる凹石の破片であるが、敲石に転

用されたらしく、破損面にも敲打痕が残る。62は楕円礫

の一部に敲打痕を残す敲石で、表裏面には黒色に変色し

た部分が認められる。63は表裏面が磨面となる精円礫を

素材にした磨石の欠損品で、表裏面の一部に煤状の物質

が付着する。64～ 66は骨角器の刺突見 64は全面研磨

が施され、65はシカの中手・中足骨を利用したと思われ

るもので、先端は切断面も含め研磨されている。

I層・一括出上遺物 (第 64図)67～ 69は土器片錘

で、懸垂状の磨消部が認められる 68は加曽利E式(沈線

内にLRの縄文が充填された 69は称名寺式の土器破片

か。

貝層 a層出土遺物 (第 65図)70～ 84は縄文土器。

70は LRの縄文と、間が磨消された懸垂沈線がみられる

中期後葉の加曽利E式上器。71～ 80は後朗初頭の称名寺

式土器。71～ 75は沈線間に縄文が充填された称名寺 I式

土器で、74の縄文はRL。 76～ 80は無文地に沈線や刺突

が認められる称名寺Ⅱ式土器で、80の復元底径は 7.8cm。

81は LRの縄文地に3条の単沈線で文様を描いた土器。

82は沈線で区画された無文の日縁部下に、櫛描文が施さ

れている。33は無節Lの縄文が施された胴部破片。84

は耳状の把手部の破片。

85,86はハマグリ製の貝刃で、腹縁全体に刃が付けら

れている。87は楕円礫の端部に敲打痕を残す敲石の破損

品。

貝層 b層出土遺物 (第 65図)87～ 94は縄文土器。

RLの縄文と隆線が施された87と、隆起線に付随して幅

広の角押文がみられる 88は中期中葉の土器。89はLR

の縄文帯と、間が磨消された 3条の懸垂沈線がみられる

中期後葉の加曽利E式土器。90～ 92は後期初頭の称名寺

式土器で、沈線間にLRの縄文が充填された 90は I式に、

無文地に沈線が描かれた 91,92は Ⅱ式に相当する。93

には櫛描文が、94には刺突が加えられた隆線がみられる。

95,96は土器片錘で、95にはLRの縄文が、96には

櫛描文がみられる。

貝層 c層出土遺物 (第 65図)97～ 108は縄文土器。

RLの縄文が施文された 97～ 99は中期後棄の加曽利E

式土器。97には隆線が、99には沈線が施され、微隆起線

で無文部を区画した 99は加曽利EⅣ式に該当する。100

～ 102は後期初頭の称名寺 I式土器で、沈線間に縄文が

充填されている。縄文は 100,101が LR、 102がRL。

円孔の付いた貼付文がみられる 105も称名寺式か。103

は先端がささくれた工具で沈線が描かれ、同工具による

刺突もみられる。104は櫛描文が、108は RLの縄文が施

された土器。106,107は無文の底郡破片で、106には把

手の痕跡が認められる。107の復元底径は 6.8cm。

貝層 d層出土遺物 (第 65図)109はベンケイ貝製の

貝輪未成品の破片。110～ 116は縄文土器。110はLRの

縄文帯と、間が磨消された 3条の懸垂沈線がみられる中

期後葉の加曽利E式上器。111,112は沈線間に縄文が充

填された後期初頭の称名寺 I式土器で、112の縄文はL

R。 113は沈線で区画された無文の口縁郡下に、櫛描文

が施されている。114は櫛描文が、115は細い沈線が認め

られる土器。116は RLの縄文を用いた帯状の磨消縄文

と、日縁に刺突が施された後期中棄の加曽利B式土器。

D貝塚配 2ト レンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 66図 )

本トレンチは、R24-b② , c②, d②, e②グリッ

ド及びS24-a②グリッドにあたる東西2mX南北 10

mの調査区で、D貝塚東部の台地上縁辺に位置する。 ト

レンテの長軸は貝塚が広がる斜面とほぼ直交する。地表

面の状況は平坦であり、 トレンチ北端で標高 25.65m、

斜面側の南端で標高 25.55mを測る。なお、トレンチ内

を小グリッドを単位に5分割したが、呼称については、

小グリッド名を用いず、北から①～⑤区とした。

厚さ約35～ 60crnの表土層 (Ia,b層 )を発掘した時

点で、南部の③～⑤区で貝層の上面が、北部の①区でブ

ロック状の粘土や遺構覆土と思われる暗茶褐色土が検出

された。①～③区の東壁沿いに幅50cmのサブトレンチを

設定し、さらに掘り下げたところ、③～⑤区の貝層 (上

部貝層)の下に潜り込む別の貝層 (下郡貝層)が確認さ
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2580m-9 D A

0                          2rn

la層 :暗黄褐色土層 客土。結まり有 り、粘性無し。赤色スコリア (径 1～ 2mm)
を少量、白色のパミスを多量に含む。

Ib層 :暗黄褐色土層 旧表土層。結まり有り、粘性無し。赤色スコリア (径 1

～2mm)、 パミス、炭化物粒子 (径 2～3mm)を少量含む。
3層 :暗黄褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。赤色スコリア (径 1～2mm)を

少量、パミスを多量に含む。
4層 :黒褐色土層 締まり、粘性有り。赤色スコリアと炭化物粒子を少量含む。
上部貝層 :混土貝層 暗茶褐色の粘性の有る上が混じる。ハマグリ主体で、サル

ボオも多い。
6層 :黒褐色土層 締まり、粘性有り。赤色スコリア、ローム粒子 (径 1～ 2mm)、

炭化物粒子 (径 5mm程)を少量含む。
7層 :暗黒褐色土層 縮まり、粘性有り。赤色スコリアを少量、ローム粒子 (径

2～ 5mm)、 炭化物粒子 (径 1～ 3mm)を多量含む。

下部貝層 :混土貝層 赤色スコリアを少量、ローム粒子 (径 2～5mm)を多量に含
んだ粘性の有る暗褐色土が混じる。ハイガイ、マガキが多くみられる。

9層 :暗黒褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。赤色スコリアを少量、ローム

粒子 (径 1～ 5mm)を多量に含み、炭化物を少量含む。12層周辺には焼土粒

子が少量含まれる。
10層 :暗黄褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。径2～ 5mmの黄褐色ローム粒子

が、霜降りのように多量に含まれる。
■層 :暗黄褐色土層 締まり、粘性有り。黄褐色ローム粒子 (径 2～ 3mm)、 赤色

スコリア (径 1～ 2mm)を含む。
12層 :焼土ブロック
Ⅲ層 :黄褐色ローム層 締まり、粘性有り。ハードローム層。
Ⅳ～V層 :黄褐色粘土層 粘性有り。灰色と褐色の粘上が斑に混じる。

灰褐色粘土層 :褐色の鉄分が固まったブロックを含む。Ⅳ～V層 に比べて締まりが無い。

第58号土坑覆土
14層 :暗茶褐色土 暗茶褐色土と暗黄褐色土が混じつたもの。ローム粒子 (径 2～3mm)を多

く含み、ロームプロック(径 20～ 30mm)と 炭化物を少量含む。
15層 :暗茶褐色土 ハー ドロームブロック(径 20～ 30mm)、 灰褐色粘土ブロック (径 5～6mm)

を含む。
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D貝塚Nα 2ト レンチ実測図
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写真 52 D貝塚Nα 2ト レンチ土器 5,6出土状況 写真 53 D貝塚Nα 2ト レンチ土器 12出土状況

れた。ハマグリを主体とする上部貝層の上面はほぽ水平

で、 I層 との間には暗黄褐色土層 (3層)と黒褐色土層

(4層)が薄く堆積していた。下部貝層はハイガイとマ

ガキを主体とし、上部貝層との間には黒褐色系の上層 (6,

7層)がみられ、下部貝層の下位には、暗黒褐色土層 (9

層)、 暗黄褐色土層 (10,11層 )が順に堆積し、ローム

層であるⅢ層に至る。また、 9層中には、下部貝層の下

面に接して、プロック状の焼土 (12層)が認められた。

貝層以外の遺構としては①区で、 I層下面を確認面と

し、 9層以下の土層群を掘り込んだ土坑 2基 (第 57,58

号)が検出された。第 58号土坑については、サブトレン

チの発掘に伴い、覆土の調査を実施している。

一方、①区で検出された粘土の由来を調べるために、

北壁に沿ってもサブトレンチを設定したところ、粘土は

台地の基盤を成す粘土層 (Ⅳ～Ⅵ層相当?)であること

が把握された。粘土層の南東側は崖状に急激に途切れて

おり、その崖面を覆うようにⅢ層が傾きを持って堆積し

ていた。粘土層の浸食や崩落によって台地斜面の原形が

形成され、上記した土層や貝層が順次斜面を埋める形で

堆積した結果、現状の斜面際平坦部が形成されたことが

わかる。

上部貝層の上面の観察では、③区と④区の境界付近に、

幅 50cm程の帯状に貝が少ない部分がみられたが、これは

③区の貝層と④,⑤区の貝層とを分ける間層の可含静性が

ある。③区の貝層上面からは、 5,6の阿玉台 Ib式土

器の大型破片が出土しているのに対し、④区の貝層上面

からは 8～ 10の阿玉台Ⅱ,Ⅲ式土器が出土し、さらに、

⑤区の貝層上面からは、つぶれた状態で出土した土器 12

をはじめ、中期中葉の上器が検出されている。このこと

は、上部貝層が間層を挟んで③区と④,⑤区に分けられ

ることを傍証するとともに、斜面側に行くほど、貝層の

時期が新しくなること示唆する。

サブトレンチ内で検出された貝層は、サンプル採取し

ている。上部貝層のサンプル箇所は③区にあたり、上記

した上面出土土器からは、縄文時代中期前葉の阿玉台 I

b式期が想定される。貝層中から出上した土器も同期の

ものが最も新しい。 6,7層 と下部貝層中からは、縄文

時代早期後葉の条痕文系土器が主体的に検出され (6,

7層 28点、下郡貝層 6点 )、 各層の形成時期も早期後棄

と捉えられる。下部貝層からは早期中葉の沈線文系土器

2点も出上している。なお、 9層以下からの遺物の出土

は無い。その他、④区の貝層上面からは、イノシシの寛

骨 (B7:寛骨日、L)が、⑤区の4層上面からはウマの

頭骨が検出された。ウマの頭骨については、取り上げて

いない。

出上遺物

本 トレンチから出土した遺物は、縄文土器、土師器、

須恵器、陶磁器類、土器片錘、打製石斧 ?、 磨石、敲石、

砥石、石核、両極打法の剥離痕を残す石片、剥片砕片、

貝刃である。

I層・一括出土遺物 (第 67図)1は 磨石の破片で、

磨面である表面に弱い敲打痕が残る。 2は微隆起線でR

Lの縄文部と無文部が区画された、縄文時代中期後葉の

加曽利EⅣ式土器。

貝層上面出土遺物 (第 67,68図)3～ 13は縄文土

器。 3は交点に円形刺突文を付けた細隆線区画内に沈線

を充填した早期後葉の鵜ヶ島台式上器。内外面に条痕文

がみられ、胎土に繊雅を含む。 4～ 7は隆起線区画に付

随して施文単位が 1列の角押文が施された中期前葉の阿
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第 68図  D員塚Nα 2ト レンチ出土遺物 (員層上面 )

日

‐４④

苺
15③ 16④

15-18

14・ 19
0                     5cm

20 21
5cm 0                10cm

一

把手間の口径は 30.Ocm。 13は無文の口縁部下に隆線によ

る区画を設け、その中にRLの縄文やペン先状の連続束J

突文を充填している。

14は櫛描文がみられる土器片錘。15は黒曜石製の石核

で、打面転移を繰り返している。16は黒曜石の黒1片を素

材にした両極打法の承1離痕を残す石片で、表面に両極打

法による承1離面が、裏面端部に細かい剥離痕が残る。17,

18は黒曜石製の剥片。19は片面に礫面を残す剥片を素材

にした打製石斧 ?。 剥離面の側縁には調整剥離が施され、

刃部と側縁に弱い敲打痕がみられる。20は扁平な精円礫

を素材にした敲石で、側縁の一部に調整剥離を施し、そ

の側縁と下端部に敲打痕を残す。21は分割された礫を素

材とした砥石で、礫面と分割面の一部に研磨痕が認めら

れる。

上部員層出上遺物 (第 69図)22～ 26は縄文土器。

22は太沈線文が施された早期中葉の田戸下層式土器。25

は早期後棄・条痕文系土器の底部破片。平底の底部も含

めた内外面に条痕文が施され、胎土に繊維を含む。上底

気味の底郡径は 5.8cm。 23～ 26は中期の阿玉台式土器。

23には隆起線に 1列の角押文が付随し、24には波状文と

21③

玉台 Ib式土器。 6は胴部に垂下する隆起線と貝殻腹縁

による刻目文を施す。復元口径 (波底間)15.8cm。 8は

中期前葉の阿玉台Ⅱ式土器で、隆起線の区画内に半載竹

管状工具の内皮側を用いた 2列同時施文の角押文が施さ

れ、日縁部には同工具の外皮側を使つた施文単位が 1列

の角押文がみられる。 9～ 13は中期中葉の土器。 9は隆

起線に付随して爪形列が施された阿玉台Ⅲ式土器。10は

隆線に沿って、ベン先状の連続刺突文と沈線列を施して

いる。11は LRの縄文が付された隆起線で区画した中に、

交互刺突による小波状文と沈線を施した阿玉台Ⅳ式土器。

12は胴中部が緩く括れ、口縁に向かつて開く器形を呈

する。隆線による楕円形の日縁部区画と一体となった耳

状の把手と、円環状の突起がそれぞれ 2単位認められ、

それらの間の口縁は緩い波状をなす。精円区画内には、

刻みが加えられた下端を区切る隆線に沿って、幅広の角

押文が施され、沈線が充填される。耳状の把手は楕円区

画が縦にせり上がったもので、小さな山形突起と対にな

る。円県状の突起には孔があけられ、それに沿って沈線

が施されている。胴部には楕円区画直下から、RLの原

体を隙間を空けて縦方向に回転させた縄文がみられる。
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髪状文がみられる。26は胴部破片で、輪積痕を弱く消し

た上に断面三角形の隆起線を張り付けている。27は土器

片錘の破片。28はハマグリの右殻を使った貝刃で、前背

縁寄りの腹縁に刃が付けられている。

6,7層出土遺物 (第 69図)29～ 35は条痕文が施

され、胎土に繊維を含む縄文時代早期後葉の条痕文系土

器。縁に刻みが付けられた幅のある日唇部を持ち、細隆

線のみが施された 29と、太い沈線で格子状の文様を描

く33は、茅山下層式土器と思われる。32には沈線間に

刺突列が充填され、34の 日唇部には河みが付く。

下部員層出土遺物 (第 69図)36～ 40は縄文土器。

細沈線文が施された36と、放射肋を持つ貝殻による腹縁

文がみられる 37は早期中葉の田戸下層式土器。38～ 40

は胎土に繊維を含む早期後葉 。条痕文系土器で、38,40

の内外面と39の内面には条痕文がみられ、38の 口唇部

には刻みが施されている。41は分割されたツノガイだが、

加工痕は明瞭でない。42は扁平礫を用いた敲石の破損品。

側縁角部に敲打痕が認められ、被熱による赤化が認めら

れる。

E貝塚配 1ト レンチ

トレンチの設定と検出された貝層・包含層 (第 70図 )

本 トレンチは、E貝塚に接する台地上縁辺から貝層の

ある斜面にかけて、グリッドとは別に任意に設定したも

ので、位置としてはZ30とY31グ リッドにまたがり、長

軸はグリッドの東西ラインと東-23度―北ずれる。当初

は、地下レーダー探査の反応データの確認とE貝塚の範

囲確認を目的として、幅 2m×長さ 10mの トレンチを、

台地上縁辺に貝塚斜面と直交する形で設定した。この段

階で、斜面側にあたるトレンチ東端で、土層の落ち込み

が確認されたため、斜面部にあたる東狽1に向けて、第 70

図のように 8.5mト レンチを延長した。その結果、斜面

の形成に関わる土層の堆積状況と、E貝塚の末端部を捉

えることができた。さらにこの貝層の詳細な内容を把握

し、サンプルを採取する目的で、トレンチ東端からさら

にlm隔てて、 lm四方の拡張区を設けている。

地表面の状況は、台地上にあたるトレンチ西部はほぽ

平坦で、西端で標高 26.50mを測る。台地縁辺直下は比

高差 1～ 2m程の崖になっており、以後は約 15度の緩斜

面となる。拡張区の東端で標高 21,90mを測る。

本 トレンチで確認された土層は、崩落土や二次堆積土

などを含み、複雑な状況を呈していた。そのため、ここ

では基本土層との対応はせず、基調となる土質の類似性

によって、表土層群 (H層 )、 暗褐色系土層 (A層 )、 黒

褐色系土層群 (K層 )、 ローム系土層群 (L層 )、 粘土系

土層群 (N層 )、 それに貝層 (S層)に大別し説明する。

表土層群は植物の根の混入やそれを要因とする土壌化

が著しい表層で、 トレンチ全域で認められる。台地上の

トレンチ西部では、表土層下にローム系土層 (Ll層 )

が確認できたが、その上面で遺構は検出されなかった。

崖部ではローム系土層 (L2層)下の台地基盤を成す粘

土層群 (N2～ 4層)が急崖を成して途切れており、崖

地形の基本が、これらの粘土層の浸食や崩落によって形

成されたとが分かる。粘土層群上には下から、ローム系

土層 (L4,5層 )、 黒褐色系土層 (Kl層 )、 二次堆積

と思われるローム系土層 (L12層 )、 暗褐色系土層 (A

層)、 貝層 (Sl～ 5層)が順に崖地形を埋める形で堆

積し、崖下の緩斜面を形づくつている。また、崖部では、

粘土層群の大きな塊 (N6～ 8層)を中心に、さまざま

な土層 (L8～ 10層、K2層など)がブロック状に乱れ

て堆積している様子が観察された力＼ これはL12層堆積

以後に攪乱を受けた土層群と思われる。

検出された貝層はE貝塚南側の末端部に相当する箇所

にあたる。拡張区では表土層 (Hl層)と暗褐色系土層

(A層)の間に最厚約 90cmのハマグリを主体とした貝層

が確認され、 4層に分層 (Sl～ 4層)できた。

本 トレンチから出土した土器は縄文土器のみである。

緩斜面部に堆積したL4,5層からの遺物の出土は無く、

Kl層から早期後葉の条痕文系土器が多数出上している。

前期前葉の土器 (29)も 1点出土しているが、小片であ

ることから、Kl層の堆積時期を早期後葉と想定し、崖

を形づくつた粘土系層群の浸食、崩落時期を縄文時代早

期以前と捉える。また、Kl層の二次堆積と思われるK

2層 にも多くの条痕文系土器が包含されており、上記の

堆積時期を裏付ける。

Kl層より上位のL12層とA層からは、最も新しい時

期の土器として前期後葉のものが出土しており、当該期

の堆積時期が想定される。型式が半J別できる破片として

は、L12層では 22の浮島 Ia式が、A層では 20の浮島
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表土層群
Hl層 :褐色土層 表土層。上半に生根が多く入る。
H2層 :黒褐色土層 Hl層よりも黒味が強い粘土ブロック (径 30mm程 )が混ざる。土壌化の進んだK2層か? 植物生痕多し。
H3層 :褐色ローム土層 土壊化の進んだL12層ないしはA層か ?

H4層 :黄褐色ローム土層 締まり有り。径 lmm以下の白色スコリアを含む。上層の影響で汚れている。
H5層 :黄褐色土層 L12層 が木の根によって土壌化が促進されたものか? L12層 とHlな いしはH2層が混じつたもの。

暗褐色系土層
A層 :暗褐色～黒褐色土層 粘性無し。径 1～ 2mmの黄色スコリアを多量に含む。酸化すると黒色を呈す。谷側程含有顕著。

黒褐色系土層群
Kl層 :黒褐色土層 締まり、粘性無し。多量の黄色スコリア (径 lmm以下)を含む。径 lmm以下の橙色スコリアも極少量混ざる。

K2層 :Kl層 に準ずる。

ローム系土層群
Ll層 :褐色土層 締まり、粘性有り。径 lmm以下のくすんだ黄色スコリアを含む。
L2層 :褐色土層 茶色味が強い。径 1～ 2mmの白色スコリアが目立つ。黄色スコリアと黒色粒子 (径 1～ 3mm)も含む。武蔵野ローム対応か ?

L3層 :黄褐色ローム土層 径 lmm程のくすんだ黄色スコリアを多く含む。微小の白色スコリアも若干含む。
L4層 :黄褐色ローム土層 L3層に比べてやや暗味を増す。ただし、谷側へ行く程、漸次明るくなる。
L5層 :黄褐色～褐色土層 谷側程、締まり、粘性、暗味は増す。
L6層 :N2層上の小プロックが混じつたL5層。
L7層 :明褐色ローム土層 L2層 に近似するローム土層。粘性やや有り。径 lmm程の橙色スコリア、黒色スコリアが少量混じる。径 lmm以下の白

色スコリアも少量含む。
L8層 :黄褐色土層 上部はK2層 の、下部はN6層 の影響を受ける。ローム系土層群に入れたが、むしろK2層 とN6層が混じりあった感じである。

径 1～ 2mmの淡い黄色スコリアを多く含み、橙色スコリアも若干含む。径 lmm以下の白色スコリアも含む。
L9層 :黄褐色ローム土層 黄色スコリアを多量に含み、Nl層土の小ブロックが混じる。L3層に近似。
L10層 :褐色ローム土層 チョコレー ト色を呈す。締まり、粘性無し。L2層 を母材とし、径 lmm以下の白色スコリアを含む。
LH層 :黄褐色ローム土層 ややテョコレート色を帯びる。締まり、粘性有り。L2層を母材とし、白色スコリア (径 1～ 2mm)、 灰褐色粘土小プロッ

ク (径 3mm程)黒色スコリア (径 lmm以下)を含み、径 2mm程の橙色スコリアを極少量含む。
L12層 :黄褐色土層 L5層 に比べてやや暗色部が多く、暗色部が大きな斑状に入る。粘性有り。径 1～ 3mmの黄色スコリアを多量に含む。

粘土系土層群
Nl層 :灰褐色粘土層 褐色部が斑に混じる。径 lmm以下の白色粒子が目立つ。
N2層 :灰色粘土層 径 lmm以下の白色粒子が極めて多くなる。
N3層 :灰白色粘土層 径 lmm以下の白色粒子が粘上の半分以上を占め、そのため粉っぱい感じを呈する。
N4層 :灰白色粘土層 部分的に径 10mm程の橙色斑や黒斑がみられる。
N5層 :く すんだ青灰色粘土層 くすんだ青灰色粘上が基調上で、Hl層土とL2層 土が混じる。径 lmm以下の淡い黄色または白色スコリアが多く混

じり、径 lmm程の橙色スコリアも若干含まれる。
N6層 :汚れた灰黒褐色粘土層 N3層 を母材とする。
N7層 :灰褐色粘土層 N4層土を基調にする。径 lmm以下の白色スコリアを多量に含むみ、3～ 5mmの橙色斑が点在する。
N8層 :灰褐色粘土層 Nl層の崩落ブロック。径 lmm以下の白色スコリアを多量に含む。

貝層 (Sl～ 4層 は拡張区検出の貝層)

Sl層 :混土貝層 暗褐色上が混じるが、 S2層より混土率が若干高い。締まり有り。ハマグリを主体にオキシジミ、ウミニナ類が目立つ。破砕貝片

が多く混じる。
S2層 :混土貝層 暗褐色土が混じるが純貝層に近い。締まり有り。橙色砂がブロック状にまとまって混じる。ハマグリを主体に、シオフキ、オキシジミ、

アサリ、カキ、アカニシ、イボニシ、ウミニナ類、カガミガイがみられる。破砕貝片を含む。
S3層 :混土貝層 暗褐色上が混じるが、Sl～ 3層の中で最も混土率が高い。締まり有り。ハマグリ主体で、アサリ、オキシジミがみられる。

S4層 :混貝土層 暗褐色土中に少量の貝、貝片が混じる。ハマグリ主体。貝は比較的脆弱。
S5層 :混貝土層 暗褐色土中に少量の貝、貝片が混じる。締まりやや有り。ハマグリ主体。貝は比較的脆弱。

写真 55 E貝塚Nα lト レンチ崖部上層断面 写真 56 E貝塚Nα lト レンチ拡張区北壁貝層断面
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Ia式と21の諸磯b式が認められた。貝層からは前期後

葉の浮島Ⅲ式土器の大型破片が複数出土しており (30,

37,51,52)、 貝層の時期は同型式期と提えられる。

なお、現地での遺物取り上げ時の層名及び注記は、K

l層が黒色土、K2層が崖部分黒色土、L12層が暗茶褐

色土、A層が暗褐色土である。

出上遺物 (第 71,72図 )

出土した遺物は、縄文土器、土製典状耳飾、敲石、研

磨剥片、砕片、貝輪未成品である。

H層出土遺物 (1～ 11)1,2は早期後葉の条痕文

系土器で、胎土に繊維を含む。 1は突起から垂下する隆

線と横位に巡らされた隆線によって段を成す日縁部が区

画された茅山下層式の破片で、区画内に単沈線、隆線上

に刻みが施されている。3は前期前葉の植房式に相当し、

胎土に繊維を含む。 7本歯の櫛歯状工具で小波状文が描

かれている。 4は削り状の整形痕が残る無文土器の日縁

部破片。 5～ 8は前期後葉の土器。 5にはLRの縄文上

に平行沈線が描かれている。平行沈線で区画文と菱形状

の文様が描かれた 6,7は浮島 Ib式土器と思われる。

7には区画文の後から施された波状貝殻文も施されてい

る。変形爪形文B類で区画された中に、平行沈線が密に

施された 8は、浮島Ⅱ式に該当する。 9は LRの縄文が

施された浮線文がみられる諸磯b式土器。10は RLRの

複節縄文と太い沈線が施された破片で、中期の加曽利E

式か。11は両面に研磨痕を残す粘板岩製の薄い忌1片で、

周囲は折り取られている。

K2層出上遺物 (12～ 16)K2層からは 9点の早期

後棄の条痕文系土器と1点の前期後葉の土器が出土した。

12～ 15は条痕文系土器で、胎土に繊維を含む。12には刻

みの付いた隆線がみられる。16は変形爪形文A類が 3条

みられる日縁部破片で、浮島 Ib式土器に相当する。

貝層上面出土遺物 (17～ 19)17,18は前期後葉の浮

島式上器で、R?を軸に巻いた撚糸文が施された 17は浮

島 I式に相当し、18には輪積痕と波状貝殻文がみられる。

19は分割された円礫を素材にした敲石で、分割面の縁辺

や操端部などに敲打痕が認められる。

A層出土遺物 (20,21)A層 から出土した遺物は図

示した前期後棄の土器片 2点のみである。20は Rを軸に

巻いた撚糸文を地文に平行沈線とそれを縦断する刺突文

が施された浮島 Ia式土器。21は LRの縄文と浮線文が

施された諸磯 b式土器。

L12層出土遺物 (22～ 2つ L12層から出土した遺物

は前期後葉の土器片 5点のみである。22は連続爪形文が

施された浮島 Ia式土器。23に は平行沈線が、24に は

RLの縄文がみられる。

Kl層出土遺物 (25～ 29)Kl層 から出上した土器

は、早期後葉が 10点、前期前葉が 1点、分類不明が2点

である。25～ 28は胎土に繊維を含む条痕文系土器で、26

には刺突が施された隆線が、27,23には口唇部に刻みが

みられる。29は前期前葉の黒浜式期の土器で、繊維を含

み、平行沈線による肋骨状の文様と刺突が施されている。

貝層出土遺物 (第 72図 30～ 56)貝層からは早期後

葉の土器 7点、前期前葉の上器 2点、前期後葉の土器 89

点が出土している。30は トレンチ延長部のS5層から出

土した前期後葉の浮島Ⅲ式土器。日縁部が外反する器形

で、復元日径は 32.2cm。 外削状の日唇部に棒状工具によ

る刻みがみられ、日縁部～胴部には三角文が重層して施

されている。31は貝層中出土で、変形爪形文B類間に斜

めの刻み列がみられる浮島Ⅲ式と思われる破片。32,33

は拡張区のSl層出土土器で、32は胎土に繊維を含み、

附加条第 1種附加 1条のLR+rと RL+1の 縄文が羽

状に施された前期前葉の破片。33は Rを附加した条縄文

上に平行沈線がみられる前期後葉の浮島 I式上器。

34～ 46は拡張区のS2層出土遺物。34は胎土に繊維を

含み、平行沈線で縦位の区画文と木の葉状の文様が描か

れた土器。35は無文地に平行沈線が描かれ、36は有節平

行線文間に横長の刺突列が施された土器で、両者とも前

期後葉の浮島 Ib式と思われる。37は直線的に開く、三

角文が施された浮島Ⅲ式土器で、復元口径 24.2cmを測る。

日縁部に2段の輪積み痕を残し、条線と凹文が施されて

いる。38～ 42は前期後棄の浮島式土器。38,39は同一個

体の破片で、変形爪形文B類と放射肋を持つ貝殻による

波状貝殻文がみられる。40,42は波状貝殻文が施された

胴部破片で、40が放鶏肋を持つ貝穀を、42が放射肋が無

い貝殻を使つている。41は直線的に開く器形を呈し、日

唇部に刻みが施され、以下に半裁竹管状工具による平行

沈線と刺突列がみられる。43は平行沈線に刺突を加えた

爪形文で文様が摘かれた前期後葉の諸磯b式土器で、胎

土に小礫を含む。44,45は土製決状耳飾の破片。44は表
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面が磨かれ、断面が扁平なのに対し、45の断面は厚みが

ありD字状を呈す。46はアカガイを素材とした貝輪未成

品の破片で、研磨は認められない。

47～ 50は拡張区S3層出土の前期後葉の浮島式土器。

47は Lの撚糸文を地文に平行沈線文が描かれた浮島 I

a式土器。48は変形爪形文B類と平行沈線文が施された

浮島Ⅱ式土器。49は 口唇部の刻みと半裁竹管状工具によ

る三角文 (も しくは有節平行線文)がみられる浮島Ⅲ式

土器。50は S2層 の破片と接合した深鉢形土器の胴部

破片で、放射肋を持つ貝殻による条線施文後に、同貝殻

による波状貝殻文が粗く施されている。

51～ 56は拡張区S4層出土の前期後葉の土器。51,52

は三角文が施された浮島Ⅲ式の同一個体破片で、日縁部

に条線がみられる。53,54は波状貝殻文が施された浮島

式土器で、53が放射肋を持つ貝殻を、54が放射肋が無い

貝殻を使つている。55は刻みが施された浮線文がみられ

る諸磯b式土器。56は 日が直線的に開く器形を呈する浮

島式土器の大型破片で、復元日径 34cmを測る。日縁部に

条線が施され、以下は平行沈線が重層して描かれる。

G貝塚配 1ト レンチ

トレンチの設定と検出された遺構 (第 73図 )

本 トレンチは、G貝塚が存在する斜面に接した台地平

坦部東縁のK31グ リッドに位置するが、貝塚斜面と直交

させるために、グリッドとは別に任意に設定している。

規模は幅 2m×長さ6mで、長辺はグリッドの東西ライ

ンとは東-30度 ―北ずれる。地表面は東端で 24.55m、

西端で 25.25mを測り、斜面側の東へ向かい約 6度の勾

配で緩やかに傾斜している。

厚さ約 10～ 30cmの表土 (I層)を発掘した段階で、

斜面側から順に、貝層、包含層 (Ⅱ 層)、 ローム層 (Ⅲ層)、

灰褐色粘土層 (Ⅳ層)が確認された。次に、トレンチ北

壁に沿つて幅約 50cmのサブトレンチを設定し、これらの

土層群の堆積状況を調べたところ、下位からⅣ層、Ⅲ層、

Ⅱ層、貝層の順に斜面を埋める形で各層が傾斜堆積して

いる状況が把握された。Ⅲ層とⅡ層の層界の傾斜角は約

30度、Ⅱ層と貝層の層界の傾斜角は約 20度である。

Ⅱ層は基本土層の細分層に対応しなかったため、本 ト

レンチ独自の細別層名をつけている。Ⅱ①層は貝層上に

薄く堆積した土層で、Ⅱ②～Ⅱ④層はⅢ層と貝層の間に

堆積した土層群である。貝層はG貝塚の台地側末端部に

相当するハマグリを主体にサルボオが目立つ混土貝層で

あり、 1～ 8層に分層できた。各貝層とも谷側に向かつ

て傾斜を持つて堆積している。なお、 6層は貝層間の土

層であるが、土質が I層に近いため攪乱の可台旨性がある。

サブトレンチ内の土層、貝層については、現地で仮層

名を付けて遺物の取り上げや貝層サンプルの採取を行つ

ている。仮層名との対応は、Ⅱ①層=仮 1層、Ⅱ②層=

仮 7層、Ⅱ③層=仮 3層、Ⅱ④層=仮 4層、貝層 1層 =

仮 2層卜貝層 3層 =仮 6層、貝層 5～ 8層 =仮 5層であ

る。

I層からは縄文時代早期の撚糸文系土器から陶磁器片

までが出土している。貝層中からは、最上位の 1層から

18の中期後葉の加曽利EⅡ式土器の破片が、3層から 19

の加曽利EI式の破片が出土し、それより新しい時期の

土器は検出されていない。貝層より下位のⅡ②～Ⅱ④層

では、最も新しい時期の土器として、図示していないが

加曽利E式と思われる小片がⅡ③層から出土している。

以上の在り方から、貝層の時期を縄文時代中期後棄加曽

利EI～Ⅱ式期と捉える。なお、貝層より上位のⅡ①層

からは、縄文時代中期後葉の土器とともに、後対後葉の

土器小片が出土している。

出土遺物 (第 73図 )

出土した遺物は、縄文土器、須恵器、陶磁器類、土器

片錘、磨製石斧、石皿、両極打法の剥離痕を残す石片で

ある。

I層出土及び トレンチー括遺物 (1～ 12)1～ 9は

縄文土器。 1はRの撚糸を軸に巻いた撚糸文がみられる

早期前葉の土器。 2,3は早期中葉の沈線文系土器。 2

は日唇部が外削ぎ状を呈し、細沈線文と貝殻腹縁文によ

って鋸歯状の文様が描かれた土器で三戸式に、 3には細

沈線文と刺突文が施されており田戸下層式に比定される。

4は中期の同玉台 I式土器で、隆起線に沿って 1列の角

押文がみられる。 5は無文の日縁部下に沈線間を交互刺

突することによって表出した小波状文がみられる破片で、

中期中葉の浅鉢形土器と思われる。内外面に赤色塗彩の

痕跡が残る。 6は隆線と沈線によって日縁部に文様帯が

描かれた中期後葉の加曽利E式の破片。 7は後対中葉の
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Ｂ
一

I層 :表土層
Ⅱ①層 :黄褐色土層 締まり非常に有り、粘性無し。径05～

lmmの ローム粒子を多く含む。
E②層 :暗褐色土層 縮まり有り、粘性無し。径1～ 2mmの ロ

ーム粒子を多量に含む。
狂③層 :黄茶褐色土層 締まり有り、粘性無し。径2～ 5mmの

ローム粒子を含む。
I④層 :Ⅱ ③層と同質だが、やや明るい色調。
Ⅲ層 :黄褐色ローム?層 粘性非常に有り。灰褐色粘土を所々

含む。Ⅳ層の漸移層。
Ⅳ層 :灰褐色粘土層 締まり、粘性有り。ロームを所々に含む。

貝層
1層 :混土貝層 暗褐色上が混じる。3～4cmの ハマグリ主体

で、サルボオ、アカニシ、シオフキ、マテガイも少量
みられる。合弁のサルボオとハマグリが目立つ。

2層 :混土貝層 暗褐色土が混じる。3～ 4cmの ハマグリと2

～3cmのサルボオ主体。
3層 :混土貝層 暗褐色土が混じる。2～ 3cmのハマグリ主体

で、lcm位のハマグリも多く含まれる。2～ 3cmサルボ
オやアカニシ、シオフキ、マテガイもみられる。合弁
のサルボオとハマグリが目立つ。

4層 :黄褐色上が混じる。締まり有り。2～ 3cmのハマグリ主
体で、サルボオも多くみられる。

A 2530m

5層 :混貝土層 暗褐色土に破砕されたハマグリが混じる。
6層 :貝層間の土層 I層土が落ち込んだような状態。
7層 :混貝土層 暗褐色土に3～4cmの ハマグリが主体に混じる。
8層 :混貝土層 暗褐色土に2～ 3cmのハマグリが主外に混じる。

静

６

サルボオも少量みられる。
サルボオはほとんどみられない。
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第 73図 G貝塚Nα lト レンチ実測図及び出土遺物

17

-120-

Ⅱ層・貝層



加曽利B式土器で、日唇部下に 1条の沈線と細かい刻み

を施し、口縁部下は磨消縄文帯となる。 8は同式の粗製

土器で、太い条線と押捺が施された紐線文がみられる。

9はRLの単節縄文が施された胴部破片。

10は小型の土器片錘で、多角形に整形され、側面が郡

分的に摩滅している。2ヶ所の切目を有し、文様として

はLRの縄文地に沈線が認められる。11はチャート製の

両極打法の剥離痕の残る石片。剥離面は礫面を除いてす

べて凹面で構成されており、素材の形状は不明。片面に

両極打法による上下からの最終剥離面が認められる。12

は扁平な自然礫を素材にしたと思われる磨製石斧で、基

部が欠損している。研磨は刃部の表裏面のみにみられる。

Ⅱ層・貝層出土遺物 (13～ 20)13,15～ 19は縄文土

器。13は日縁部に隆帯が施された中期中葉の破片で、隆

帯上には縄文もみられる。胎土に白色雲母粒を含む。15

は外面に条痕が施された早期後葉の土器で、胎土に繊維

を含む。16は Lの撚糸文を地文に波状の沈線や交互刺突

による小波状文が描かれた土器で、中期後葉の加曽利E

式のいわゆる「連弧文土器」に該当する。17は隆起線が

みられる破片。18,19は貝層中から出土した中期後葉の

加曽利E式土器。括れの無い器形を呈する 18は加曽利E

Ⅱ式に相当しよう。日縁部はRLの縄文施文後に隆線や

沈線で文様が描かれ、胴部は日縁部の文様帯を区画する

隆線施文後にRLの縄文と3条の沈線が施されている。

19は加曽利EI式に該当し、口縁部にはLRの縄文と隆

線が施され、隆線に沿って沈線状のナデがみられる。頸

部は無文帯となる。

14は刻目文がみられる中期阿玉台式土器の胴郡破片

を用いた土器片錘で、珍しく切目が施された長軸を素材

の土器の垂直方向にとっている。側面の摩滅はほとんど

認められない。20は石皿の破片と思われる石器で、平坦

な上面が磨滅面となっている。

写真 57 G貝塚Nα lト レンチ全景 写真 58 G貝塚Nα lト レンチ貝層断面
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Ⅳ.貝層出土の動物遺体群の分析

1.貝層の分析方法

貝 層 のサ ンプル採取

今回の試掘調査では、縄文時代早期後葉～後対初頭に

及ぶ貝層が検出された。ひとつの遺跡でこれだけ多期に

わたる貝層が確認された例は稀少であり、陸平貝塚の特

徴ともいえる。検出された貝層については、その主な構

成要素である貝類や骨類といつた動物遺体群の在り方を

定量的に分析するため、サンプル採取を実施した。

サンプル採取をおこなった貝層は、A貝塚配 1ト レン

チ西部のサブチレンチ内における中期前葉・阿玉台 Ib

～Ⅱ式期の貝層、B貝塚配 1ト レンチの深掘部における

中期初頭・五領ヶ台Ⅱ式～阿玉台 Ia式期の貝層、D貝

塚配 1ト レンチのサブトレンチ内における後期初頭・称

名寺式期の貝層、D貝塚配 2ト レンチのサブトレンチ内

における早期後葉と中期前葉 。阿玉台 Ib式期の 2つの

貝層、E貝塚陥 1ト レンチの拡張区における前期後葉 。

浮島Ⅲ式期の貝層、G貝塚配 1ト レンチのサブトレンチ

内における中期後葉の加曽利E式期の貝層である (Ⅲ ―

2参照)。

サンプル採取の取り上げ単位は、狭い範囲での平面的

な発掘による採取のため、最終的な断面観察により把握

された層位よりも概して大まかなものであり、地点によっ

ては一部対応ができないサンプルもある。層位との対

応も含めた各サンプルの詳細については、次節の表 3に

示した。

現地採集資料

貝層サンプルを採取した箇所以外の調査区内からも、

多数の骨類 (脊椎動物遺体)力 検ゞ出され、現地で取り上

げをおこなっている。これらの資料を現地採集資料と呼

ぶ。

骨類が検出され、現地採集したトレンチは、貝層が検

出されたA貝塚血 1ト レンチ、B貝塚陥 1ト レンチ、B

貝塚配 2ト レンチ、D貝塚配 1ト レンチ、D貝塚配 2ト

レンチであり、出土層位は、貝層をはじめ表土層や包含

層それに攪乱層に及ぶ。そのため現地採集資料の多くは

厳密な時期を認定できない。本書では現地採集資料をト

レンテ単位で捉え報告するが、時期については出土状況

や トレンチ内で確認・想定された貝層の時期を参考に、

A貝塚血 1ト レンチ、B貝塚配 1ト レンチ、B貝塚配 2

トレンチ、D貝塚Na 2ト レンチの現地採集骨類を縄文時

代中期 ?、 D貝塚配 1ト レンチの現地採集骨類を縄文時

代後期 ?と、大まかに捉えておく。

なお、A貝塚血 1ト レンチの第 52号土坑と第4号住居

跡、B貝塚No lト レンチの住居跡群 (第 13～ 15号)か ら、

まとまった骨類の検出がみられたが、第 52号土坑は縄文

時代中期中葉に、B貝塚配 1ト レンチの住居跡群は縄文

時代中期に該当する。一方、第 4号住居跡は平安時代の

ものである。

動物遺体 の選別 と分析の対象

貝層サンプル採取時に目に着いた大型の土器や石器そ

れに骨類などは、現地採集資料として個別に取り上げて

いるが、貝層サンプル本体は取り上げ単位ごとにビニー

ル袋に収納し、整理作業所に持ち帰った。サンプルは整

理作業所で袋から遺物収納箱に移し替え (一袋を複数の

箱に分割したもの有り)、 箱単位にサンプル整理番号を付

け台帳を作成している。

まず、遺物収納箱で自然乾燥させた後、整理番号ごと

に、収納箱の容積をもとに体積を算出した。次に、サン

プルを乾燥状態のまま6mmメッシュの箭にかけ、貝類や

骨類などの動物遺体、及0土器や石器などの遺物を選別

した。この際、貝類については大まかな種別の分類をお

こなった上、舗を抜けた土壌とともに、収納箱に入れ一

旦保管している。

作業の再開にあたっては、まずサンプルの重量を計量
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し、6mmメ ッシュの箭を通過したサンプル全てを対象に、

改めて5mm、 2.5mm、 lmmメッシュの箭を使った水洗選別

をおこなった。この段階で、貝類と脊椎動物遺体につい

ては樋泉岳二氏に、微小貝については黒住耐二氏に分析

を依頼することにし、対象とするサンプルを選定した。

具体的には、各地点・各層準ごとに 1サンプルを選び

分析対象としたが、A貝塚配 1ト レンチのサンプル群に

ついては、層位の対応が不十分であり、同時期の貝層分

析がすでに実施されていることから[美浦村教委 2004]

対象から除外している。また、G貝塚配 1ト レンチのサ

ンプル群も層位が対応できるものが限られていたため、

ひとつの層準のみ (1層 :加曽利E正式期)の分析に留

めている。以上の分析対象サンプルのうち、貝類につい

ては、5mmメ ッシュ選別資料を、脊椎動物遺体は全メッ

シュ選別資料を、微小貝類は主に 2.5mm。 lmmメッシュ

選別資料を対象としている。さらに、脊椎動物遺体につ

いては、全サンプルにおける6mm及び 5mmメ ッシュ

選別資料と、発掘中に調査区全域で現地採集されたも

のも分析対象とした。なお、lmmメ ッシュ資料につい

ては、半量に分け、一つは脊椎動物遺体の、残り半分

は微小貝の分析にあてている。

付記

今回の成果については、[中村 2008]でその一部を使用しているが、

その中の「図 23」 と、本書Ⅳ-2の樋泉氏報告 (次節)で示された

脊椎動物遺体の包含密度と魚類遺体組成について付記しておきたい。

まi中 村図では 5mmメ ッシュデータに、サンプル箇所から現地

採集された資料を加算してあること、中村図のA貝塚データが、今

回の試掘調査時のデータではなく、1997年度調査時のものを使用し

ていることの2点が樋泉氏報告と異なる。

また、中村図の 25mm、 lmmメ ッシュを対象としたグラフでは、

A貝塚を除くlmmメ ッシュデータが半量であることを計算し忘れて

いる。同メッシュの包含密度と魚類遺体組成は樋泉氏のものが正し

い。この場をかりてお詫びし訂正したい。

策島 ,盤瓶熟用説逮!'に し:よ :::i

餃

G盟での,数縦す
Ⅳ竜簿

WANTED

α幾

艶0電
X9く鰻笏 い|

qダ 9Q鐸
C)(るう 9 磁:小還 、Υ

貝層サンプル選別作業の手引き
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陸平貝塚は茨城県美浦村、霞ヶ浦南岸のほぱ中央に位

置する大規模な縄文貝塚である。本遺跡では 1987年 に

実施された確認調査において、縄文時代早期後葉～後期初

頭にいたる貝層から動物遺体 (貝殻・骨類)が大量に採

集された。ここではその分析結果を報告する。

分析資料 と分析方 法

分析資料

資料は採集方法によって、(1)発掘現場において目視

確認され手で拾い上げられた資料 (以下「TR地採集資料」。

骨のみ)と、(2)貝層サンプルの水洗によって採集され

たもの (以下 「水洗選別資料」)の 2種類に分かれる。

水洗選別資料は、A貝塚配 1ト レンチ (阿玉台 Ib

～Ⅱ式期=縄文中期前葉)、 B貝塚配 1ト レンチ (五領ヶ

台Ⅱ式～阿玉台 Ia式期=縄文中期初頭)、 D貝塚 No,1

トレンチ (称名寺式期=縄文後剣初頭)、 同No.2ト レン

チ (下層 :条痕文系土器期=縄文早期後葉、上層 :阿玉

台 Ib式期=縄文中期前葉)、 E貝塚配 1ト レンチ (浮

島Ⅲ式期=前期後葉)、 G貝塚配 1ト レンチ (加曽利E

式期=中期後葉)の各貝層からサンプルとして採集され

た貝殻・骨類である。

貝層サンプルの詳細を表 3に示した。サンプルの採取

方法は調査区 (ト レンチ)によって異なり、多くの場合

は貝層の各層準から任意にブロックサンプルが採取され

ている力`、D貝塚 No。 1ト レンチとE貝塚 No。 1ト レンチ

では貝層の上位から下位に向けて連続的なサンプルが採

取されている(表 3備考欄参照)。 水洗に使用したメッシュ

は 5mm、 2.5mm、 lmmの 3種である。

分析方法

貝類は各地区貝層の各層準の貝層サンプルの中から、そ

れぞれ 1サンプルを抽出して分析した (表 4)。 ただし、

A貝塚については 1997年度調査においてすでに同時期

の良好なサンプルを用いた分析結果 [中村編 2004;樋

泉 2004]が得られているため除外した。分析対象とし

2.貝類・脊椎動物遺体の分析

樋泉 岳二

た資料は 5mmメッシュ上で分離された資料 (以下「5mm

資料」)で、二枚貝は殻頂、巻貝は種類に応じて殻口また

は殻軸を残す資料を抽出して同定・計数した。同定に際

しては、黒住耐二氏 (千葉県立中央博物館)のご教示を

賜つた。最優占種であるハマグリについては殻長を計測

した。計狽1は方眼紙上において lmm単位で行った。

脊椎動物遺体 (骨類)については、現地採集資料と水

洗 5mm資料は全ての骨 (攪乱層を除く)を分析対象とし

た。2.5mln・ lrrm資料については、貝類分析を実施したサ

ンプル 鬱認の 2.5HIIn・ lllm骨重量の記載があるもの)に

分析対象を限定した。これらの中から、魚骨では主上顎

骨、前上顎骨、歯骨、角骨、方骨、椎骨の全資料および

その他同定可能な資料を抽出し、同定用資料とした。爬

虫類、鳥類、哺乳類では部位の判定可能な資料を同定用

資料とした。同定方法は現生標本との比較を原則とした。

同定に用いた現生標本は、筆者の所蔵標本のほか、西本

豊弘氏 (国立歴史民俗博物館)の所蔵標本も参照させて

いただいた。

分析結果

員類

同定結果の一覧を表 4に示した。同定された分類群数

(表 2。 陸産貝を除く)は、腹足綱 (巻貝類)17、 掘足

綱 1、 二枚貝綱 19、 頭足綱 1である。また貝類以外の無

脊椎動物としてカニ類の鉗脚が若千検出されている。以

下、同定所見に注釈を要する種類について簡単に記載す

る。

ウミニナ類 各時代ともウミニナ、ホソウミニナ、イ

ボウミニナが混じる。判別困難な資料はウミニナ類とし

て一括したが、その多くはウミニナかホソウミニナと思

われる。

ハイガイ 早期後葉のD貝塚 No.2ト レンテ下部貝層

から多産した。殻長 30mm前後の小型個体が主体である。

マガキ 各時代とも殻長 3～ 4cm程度の小型個体が

多いが、早期後葉には最大6cm程度のやや大きめの個体

-124-



表 2 陸平員塚 1987年度調査で採集された動物遺体種名一覧.陸産貝は除外した *を付したものは後世の混入と思われる

軟体動物門 脊椎動 物 門

腹足綱

スガイ

ヒロクテカノコ

イシマキガイ

ウミニナ

ホツクミニナ

イボウミニナ

フトヘナタリ
ヘナタリ

カフアイ

ツメタガイ
ハナツメタ

カゴメガイ

イボニシ

アカニシ

マルテンスマツムシ

アラムシロ

ヒメエゾボラ

Cas,opoda

T2r/bο

「

″И?′り 。ο/′,″SC″θおな

P�θr″7r2,rDω ″ヮ ω/77″ C彎カ

α ,チあっη/?″9prcヵ

B虜′II″iα ″″!とゎ /″ た

BC″″14g′ ,

】 乃″♂h
Or,脇鹿 θ ttr脇滋 つ れ″ψ″ο盟/″″

C“?9/'力 崩争ρdザ〃り chη解力″

CCブ 巧りむar,cお お

C′οdd,″ ′α 湧ゥηρ

Cκ
"ι

αヵ,

ど9,9И ♭,/,′ φ

抒′rs rR9たヵり じカソほera

R97,〃 αフaηοdα

防 ″9脇 rrpあ〃
'陸

11の p″セが
'

洵″ο″,カソ?sじ fzd

い�夕″rfr″鍛 (B″bわИ力)o71カウ″εα

軟骨魚綱 (板無亜綱 )

サメ類

アカエイ科

Chondrichthヵ s(Elasmobrallchゅ

Lamnifon aes?

Dasyatididae

掘足綱

ヤカドツノガイ

硬骨魚綱 (真骨亜綱 )

マイワシ

サッパ ?

コノラ/ロ

カタクチイワシ

ウナギ属

コイ科

グツ科

サヨリ属

ボラ科

スズキ属

キス属

ブリ属

マアジ ?

ニベ科

コショウダイ属

マダイ

クロダイ属

ウミタナゴ科

サバ属

サフラ属

ハゼ科

ギンポ類

フサカサゴ科

オニオコゼ科

アイナメ属

コ チ

ヒラメ科

カレイ科

フグ科

二枚貝綱

アカガイ

サルボウ
ハイガイ

ナミマガシフ

イタボガキ

マガキ

イタヤガイ

インガイ科
バカガイ

シオフキ

イチョウシラトリ

ヒメシラトリ

ムラサキガイ?

マテガイ

カガミガイ

アサリ
ハマグリ

オキシジミ

オオノガイ

Scaphopoda

D?z筋力″〃rPprα施猾ね′,7,ガ 0じ肋η型肋rfY刀

Ostcichhycs(TeleOStel)

S,I・JL/P9ρO″?力〃鉢 rPc″ d

Sa寇を4あね zf/ηぃ〕?

κο″οs″舛 ″́ηC力 rf/s

E/Pg/r″ ′西/apοヵlt・ハ

ИηtttFya sp

Cン,inidae

Beionidac

ろ 4pο r力αttυ力frs sp

Mugilidae

Lαrσοttbr釘ブ■pοη
'C″

d

&Iをago sp

S9/カル sp

T7・p●″″/frdブッο〃Pf卵 7

Sclacnidae

μ9Cわ的 ‐●力frd sp

Pag/″o"τοr

ИcrIP//2ψag/籍 sp

Embiotocidae

Scο
"う

¢r sp

Sεοttbθ′οヵο/P/s Sp

Gobiidac

c£ βヵedri¨ ″9う 7/′ο♂,

Scorpacnidac

Synanccndac?

Htta『α″ヵοs Sp

p■aⅢC攣力曲 S'η7rc郷

Paralichdlyidac

Pieuronettidac

Tetaodo� idac

Bivalvia

Sを宅p力,/ca brο ″ンゎが
'S漁整ps力 z42?ぉ た

馳g,こ19rca grρ″οdα

′ヵο″ヵ c力ヵ9ヵdls

Crttsο s1/fα gtgrrd

彪 c″″励 i∽ηs

Unionidac

ル協crra c力 ヵりηoた

ν ッ9JP?′ぅ0′力た

,ォ″たo2,sο ittS

醜 co″♂J/PcοZgr″ρ

駒た形〃力β′″力9・F?

Sοたη drrzc″ s

洵をαω ω ″,/apοヵ,c′″

R″加ψtt p力′″ρ力,独″

ル″κ″歳力sοガ,

OC"ηα d′確θ力∫た

恥 a r4′ ¢И。″ッ〕
'μ

?々 r1/力 οO〃οFα ,

頭足綱          Cephttopoda
__コウイカ科        Se炉 �ae

節足動物門        Arthropoda
__ンニ類          Brachb■ra

(右段 につづく)

もみられる。左殻の付着痕を観察した結果、早期後棄に

は巻貝や棒への付着痕を示す資料がみられなかったのに

対し、前期後葉以降はウミニナ類に付着したもの (また

はその痕跡を残すもの)が高頻度で認められた。また、

細い棒状のもの (ア シ?)への付着痕を示すものも確認

された。以上から、早期後葉のマガキはカキ礁のような

群林を成していた可能性があるのに対し、前期後葉以降

のマガキの多くは砂泥質干潟に生息していたものと推定

される。前期後葉のE貝塚 No。 1ト レンチではマガキとウ

ミニナ類がともに比較的高い頻度を示すが、これはウミ

ニナ類の多くがカキ殻に付着して持ち込まれたためと推

定される。

ハマグリ 殻長分布 (表 5、 第 75図)をみると、ハマ

グリの少ない早期後葉を除き、各時代とも約 20～ 50mm

rF9″οsυセ″S

程度の小～中型個体が主体となる点では共通している。

ただし、前期後棄では30mm前後の小型個俯が多く、55mm

以上の大型個体が少ない。中期初頭のB貝塚hlト レン

チでも、上層と下層の差が大きいものの、全体としては

前期後葉と同傾向と思われる。中期後葉のG貝塚 No l

トレンチと後期初頭のD貝塚 No.1ト レンチでは 30～

35mm程度の個体が主体となり、55mm以上の大型個体がコ

ンスタントにみられるようになるなど、前期前葉に比べ

てやや大型化する傾向が認められる。

組成の変遷 (第 74図)をみると、早期後葉ではハイガ

イとマガキが優占しており、ハマグリとオキシジミも普

爬虫綱

ヘビ類

Reptilia

Ophidia

鳥綱

カラス近似種

フクロウ科

カモ類

キう方科

Aves

Cowidae sp

Stigidae sp

Anatidae(sman)

Phaslanldac

哺乳綱

ネズミ亜朴

ノウサギ

イヌ

ウマキ

イノシシ

シカ

ウシ *

イルカ科

Mammaha

Munnae

L?ぃ うrac妙″/P/S

ff/Pた ヵ″ι力α/た

β?ク溶 F9/郷
半

∫熔 s3r中

Cep″♂η物,ο″

ぢ∝ ヵ″/2s*

Cetacea(smaII)

ヒト
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表 3 陸平貝塚 1987年度調査で採集された貝層サンプルー覧

「 」はデータなし lmmメ ッシュ試料は半量 (重量比)の みを分析 lmln骨重量は同定対象部位のみ

備考欄の ↓印は取上げ順にサンプル番号をつけたもの (印 が無いものは任意 )

整理

番号
地 区 年代 層 準 サンプル名

サンプル総量

体積  乾重量
(の    (kg)

骨の重量 (g)

歩5mm(望望)備
考

5mm

56

57

58

60

61

12

48

49

50

51

52

53

54

55

59

62

63

64

65

66

67

68

69

1

136

130

135

9

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  5層
A貝塚N01トレンチ 中期前葉  5層
A貝塚No lト レンチ 中期前葉  5層
A貝塚No lト レンチ 中期前葉  6層
A貝塚blo lト レンチ 中期前薬  6層
A貝塚No lト レンチ 中期前葉  6層
A貝塚NO lト レンチ 中期前葉  20層
A貝塚No lト レンチ 中期前葉  20層
A貝塚No lト レンチ 中期前葉  撹乱

A貝塚NO lト レンチ 中期前葉  境乱

A貝塚hlトレンチ 中期前葉  撹乱

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  撹乱

A貝塚hlo lト レンチ 中期前葉  撹乱

A貝塚hlo lト レンチ 中期前葉  撹乱

A貝塚hlo lト レンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前業  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚No lト レンチ 中期前葉  一括

A貝塚N01トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚陥 1トレンチ 中期前葉  一括

A貝塚NIo lト レンチ 中期前葉  一括

A貝塚hTo lト レンチ 中期前葉  一括

A貝塚No lト レンチ 中期前葉  一括

A貝塚No lト レンチ 中期前葉  一括

A貝塚No lト レンチ 中期前葉  合計

Q10 a① 東サブトレCl層

Q10 a① 西サブトレCl層 (1)

Q10 a① 西サブトレCl層 (2)

Q10 a① 西サブトレC8層 (1)

Q10謝③西サブトレC3層 (2)

Q10 a① 東サブトレC3層

Q10 a③ 東サブトレA4層 (1)

Q10 a③ 東サブトレA4層 (2)

Q10 a① 東サブトレBl層

Q10 a① 西サブトレBl層

Q10ぷ②東サブトレBl層 (1)

Q10 a② 東サブトレBl層 (2)

Q10 a② 西サブトレBl層

Q10 a② 東サブトレB2層

Q10 a② 西サブトレC2層

Q10 a② 東サブトレDl層

Q10 a② 東サブトレD2層

Q10 a② 西サブトレD2層 (1)

Q10 a② 西サブトレD2層 (2)

Q10 a③ 西サブトレD2層

Q10 a③ 東El層

Q10 a② 東E2層

Q10 a③ 西E3層

Q10a列サブトレ拡張区C層 (1)

QЮ a列 サブトレ拡張区C層 (2)

Q10a列サブトレ拡張区C層 (3)

Q10 attC層

Q10 b④混上貝層

Q10-a① 東C層

1287    1280

3003    2515

3003    300

3003    2590

1287    1195

3003    2820

3003    2465

751     585

644     485

858     935

3003    2465

858     925

1073    1275

3003    2605

1287    1460

1287    11 30

2360   2160

3003    2450

1073    910

858     740

17 16    1335

644     560

858     495

3003    680

965    1065

1502    1675

215     280

3003    735

1300

2950

350

3350

1605

1575

1200

200

1100

1805

120

135

940

095

025

145

070

1255

615

940

545

5mm骨未分析

5mm骨未分析

5mm骨未分析

5mm骨未分析

5mm骨未分析

5mm骨未分析

49550   381 15  20320

20

21

22

23

24

25

26

8

6

2

27

28

29

30

31

5

10

4

8

83

7

139

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚血 1トレンチ 中期初頭  上層

B貝塚血 1トレンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  上層

B貝塚No lト レンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ  中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  下層

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  一括

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  一括

B貝塚N01トレンチ 中期初頭  合計

L15 cd⑤深堀貝層上層(1)   3003  2200  255
L15 cd⑤深堀貝層上層(2)   3003  2260  645
L15 cd⑤深堀貝層上層(3)   30_03  2295  385
L15 cd⑤深堀貝層上層(4)   3003  2330  725
L15 cd⑤深堀貝層上層(5)   3003  2255  530
し15 cd⑤深堀貝層上層(6)   3003  2235  270
L15 cd⑤深堀貝層上層(7)   2145  1680  280
L15 cd⑤深堀貝層上層(8)   3003  1010  560
L15 cd⑤深堀貝層上層(9)   3003  840  270
L15 cd⑤深堀貝層上層(10)  3003  565  320
し15 cd⑤ 深堀貝層下層(1)   3003  1975  430
し15 cd⑤ 深堀貝層下層(2)   3003  1900  235
L15 cd⑤深堀貝層下層(3)   3003  1720  235
L15 cd⑤深堀貝層下層(4)   3003  1755  010
L15 cd⑤深堀貝層下層(5)   1073  895  055
L15 cd⑤深堀貝層下層(6)   3003  ■ 50  250
し15 cd⑤深堀貝層下層(7)   3003  ■ 20  175
し15 cd⑤深堀貝層下層(8)   3003  1075  015
L15 cd⑤深堀貝層下層(9)   3003  1065  020
し15 cd⑤深堀貝層下層(10)  1287  ■ 55  010
と15 cd⑤深堀         3003  955  300
し15 cd⑤深堀貝層(上下層混じり)2574  1830 1050

61133   34265   7025   1095   080

725 070

010

84  D貝 塚N01トレンチ 後期初頭  att  DN01ト レ②サブトレ北a層 (1)

85  D貝 塚N01トレンチ 後期初頭  att  DN01ト レ②サブトレ北a層 (2)

86  D貝 塚N01トレンチ 後期初頭  att  DN01ト レ②サブトレ北a層 (3)

87  D貝 塚N01トレンチ 後期初頭  btt  Dh10 1トレ②サブトレ北b層 (1)

88  D貝 塚NO lト レンチ 後期初頭  btt  Dh101ト レ②サブトレ北b層 (2)

89  D貝 塚N01トレンチ 後期初頭  btt  DN01ト レ②サブトレ北b層 (3)

90  D貝 塚配1トレンチ 後期初頭  ctt  DN01ト レ②サブトレ北c層 (1)

91  D貝 塚N01トレンチ 後期初頭  ctt  Dh101ト レ②サブトレ北c層 (2)

92  D貝 塚No lト レンチ 後期初頭  ctt  DA10 1トレ②サブトレ北c層 (3)

2360   1545     -

2145   1225  2605

1990   1635    -

2100   1275     -

2125   1310  1515

725    705     -

1855   990     -

2030   1085     -

2400   1775   1245

(次ページヘつづく)
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表 3(つづき).

整 理

番 号
地 区 年 代 層 準 サンプル名

サンプル総量    骨の重量 (g)

貯
~帝

淀昇
~電

黒チ孟ri暫 艤
93  D貝 塚 N01トレンチ

94  D貝 塚 NO lト レンチ

95  D貝 塚 No lト レンチ

96  D貝 塚 No lト レンチ

97  D貝 塚 Mト レンチ

98  D貝 塚 No lト レンチ

99  D貝 塚 N01ト レンチ

100  D貝 塚 No lト レンチ

101  D貝 塚 No lト レンチ

102  D貝 塚 N01ト レンチ

103  D貝 塚 N01トレンチ

104  D貝 塚 N01トレンチ

105  D貝 塚 N01トレンチ

106  D貝 塚 N01ト レンチ

107  D貝 塚 N01ト レンチ

108  D貝 塚 N01ト レンチ

109  D貝 塚 N01ト レンチ

後期初頭   c層
後期初頭   d層
後期初頭  d層
後期初頭  d層
後期初頭  d層
後期初頭  d層
後期初頭  d層
後期初頭  d層
後期初頭   a層
後期初頭  b層
後期初頭  b層
後期初頭  c層
後期初頭   c層
後期初頭  一括

後期初頭  一括

後期初頭  一括

後期初頭  一括

DNolトレ②サブトレ北c層 (4)

DNolトレ②サブトレ北d層 (1)

DNolトレ②サブトレ北d層 (2)

D血 1ト レ②サブトレ北d層 (3)

DNolトレ②サブトレ北d層 (4)

D血 1ト レ②サブトレ北d層 (5)

D血 1ト レ②サブトレ北d層 (6)

Dhlo lトレ②サブトレ北d層 (7)

Dh10 1トレ①サブトレ南a層

Dh10 1トレ①サブトレ南b層 (1)

DN01トレ①サブトレ南b層 (2)

DNOlトレ①サブトレ南c層 (1)

DN01トレ①サブトレ南c層 (2)

DN01トレ④サブトレ北貝層上層

DN01トレ⑤サブトレ北貝層上層

DN01トレ④サブトレ南貝層上層

DNolトレ⑤サブトレ南貝層上層

D貝塚N01トレンチ 後期初頭  合計

-     2315   1350     -      ―

-     1850    950     -      ―

-     1710    490     -      ―

-   1735  745   -    ―

-     1690    890   925   080

-     1690    9_15     -      ―

-     1645    6 15     -      ―

-     180    1 10     -     ―

2145    1940   1005     -      ―

-     2160    985     -      ―

-     1005    590     -      ―

-     2625   1200     -      ―

-     530    255     -      ―

-     1430   1025     -      ―

-     1940   2665     -      一

-     1505   2550     -      ―

-     955    440     -      ―

-     44635  28325  6290   1020

81

82

11

D貝塚N02トレンチ 早期後棄 下部貝層

D貝塚詭 2トレンチ 早期後葉 下部貝層

D貝塚No2トレンチ 早期後葉 下部貝層

D貝塚No2トレンチ 早期後葉  合計

DN02トレ下部貝層 (1)

DNo2トレ下部貝層 (2)

DNo2トレ下部貝層 (3)

3003    2005    400

3003    1970    485 730   020

3003    1145    435     -      ―

9009    5120   1320   730   020

110  D貝塚No2トレンチ 中期前葉 上部貝層

11l  D貝塚血2トレンチ 中期前葉 上部貝層

112  D貝塚hlo2ト レンチ 中期前葉 上部貝層

D貝塚血2トレンチ 中期前薬  合計

-     1820   1440     -      ―

-     1530   2895   795   010

1502    1460    865     -      ―

-     59685  36165  8545   10,70

DNo2トレ③上部貝層 (1)

DNo2トレ③上部貝層 (2)

D配 2トレ③上部貝層 (3)

40

41

42

43

32

33

34

35

86

37

38

89

44

45

46

47

140

133

131

132

E貝塚 Mト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚血 1ト レンチ

E貝塚血 1トレンチ

E貝塚血 1ト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 Mト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 Mト レンチ

E貝塚血 1ト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

E貝塚血 1ト レンチ

E貝塚 No lト レンチ

前期後薬   1層
前期後薬   1層
前期後薬  1層
前期後葉  1層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  2層
前期後葉  3層
前期後葉  3層
前期後葉  3層
前期後葉  4層
前期後葉  一括

前期後葉  ―括

前期後葉  一括

前期後葉  一括

前翔後葉  合計

EN01ト レ拡張グリッド仮1層 (1)  536  525  020
ENolト レ拡張グリッド仮1層 (2)  3003  2135  555
ENolト レ拡張グリッド仮1層 (3)  3003  2000  060
ENolト レ拡張グリッド仮1層 (4)  2145  1845  215
ENolト レ拡張グリッド仮2層 (1)  3003  2085  235
ENolト レ拡張グリッド仮2層 (2)  3003  1905  460
E血 1トレ拡張グリンド仮2層 (3)  2145  1620  190
ENolト レ拡張グリッド仮2層 (4)  3003  1875  400
E陥 1トレ拡張グリッド仮2層 (5)  3003  1755  310
ENolト レ拡張グリッド仮2層 (6)  3003  1895  365
ENolト レ拡張グリッド仮2層 (7)  3003  1880  055
E血 1ト レ拡張グリッド仮2層 (8)  3003  1890  230
E陥 1トレ拡張グリッド仮3層 (1)  2145  1485  045
E叱 1トレ拡張グリッド仮3層 (2)  2360  1860  190
E血 1ト レ拡張グリッド仮8層 (3)   -   735  055
ENolト レ拡張グリッド仮4層     1931  1535  120
ENolト レ拡張グリッド壁面清掃(1)  ―   ―   ―

ENolト レ拡張グリッド壁面清掃 (2) 1716  1420  010
E血 1ト レその4?         2038  1780  055
E血 1トレ拡張グリッド壁面清掃(5) 1609  950  080

43651   31225   3650   690   070

330    0 10

185   010

120   035

015

70  G貝 塚 Nolト レンチ

71  G貝 塚 No lト レンチ

72  G貝 塚 No lト レンチ

78  G貝 塚 Nolト レンチ

74  G貝 塚 Nolト レンチ

75  G貝 塚血 1トレンチ

76  G貝 塚 Nolト レンチ

77  G貝 塚臨 1トレンチ

78  G貝 塚 No lト レンチ

79  G貝 塚 No lト レンチ

80  G貝 塚 N01トレンチ

134

G貝塚叱 1トレンチ

G貝塚 N01トレンチ

G貝塚 Mト レンテ 中期後葉  合計

中期後葉  一括  CN01ト レ壁面清掃 (2)

中期後葉  1層   CNolトレサブトレ仮2層 (1)

中期後葉  1層   GNolトレサブトレ仮2層 (2)

中期後葉   1層   GNolトレサブトレ仮2層 (3)

中期後葉  1層   GNolトレサブトレ仮2層 (4)

中期後葉  一括  CN01ト レサブトレ仮5層

中期後葉  3層   GN01トレサブトレ③仮6層

中期後葉  3層   CN01トレサブトレ仮6層

中期後葉  一括  GN01ト レサブトレ⑤仮8層

中期後葉  一括  CN01ト レサブトレ仮8層

中期後葉  一括  GN01ト レサブトレ⑤仮9層

中期後葉  一括  GN01ト レサブトレ⑥仮 10層

中期後業  一括  CN01ト レ壁面清掃 (1)

1287    1580

25,74    2010

3003    2135

215     275

1073    800

1287    1085

429     450

644    690
644     515

2145    1575

1287    1685

2574    1830

1245     -

950     -

890   740
055     -

485     -

430     -

135     -

075     -

240     -

340     -

14.15     -

020

17160   14630   6260   740

137

138

不明

不明

不 明    不 明

不 明    不 明

2145    1950

1931    1850
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表 4 陸平貝塚 1987年度調査で貝層サンプルから検出された貝類遺体の同定結果

通である。これに対し前期後葉にはハイガイがまれとな

り、マガキも激減する一方、ハマグリが急増する。以後

ハマグリは後期初頭に到るまで一貫して最優占種となる。

ただし前期後棄以降におけるハマグリ以外の種類の組

成は時代変化が大きく、前期後葉にはウミニナ類、アサ

リ、オキシジミ、シオフキ角ミ優占するが、中期初頭～前

葉にはウミニナ類が減少し、シオフキがやや増力日する。

中期後葉～後期初頭にはサルボウの増加とアサリの減少

が明らかであり、オキシジミは減少傾向を示す。少数種

の中でもフトヘナタリは前期後葉と後期初頭の特定層準

では多いが、他ではまれである。バカガイは中期後葉以

降にコンスタントな出現を示す。コウイカは中期後葉以

降に出現する点で特徴的である。

主要貝類の生息環境をみると、全時代を通じて内湾千

潟の生息主が優占するが、早期後葉には泥質千潟の生息

種 (ハイガイ、マガキ、オキシジミ)が圧倒的多数を占

めるのに対して、前期後葉以降は内湾砂泥質干潟の生息

種 (ハマグリ、シオフキ、アサリ、サルボウ、ウミニナ・

ホソウミニナなど)が卓越する。そのほか、少数ながら

岩礁性のスガイ、潮間帯上部のアシ原に生息するフトヘ

ナタリ、汽水性のイシマキガイがみられ、中期後葉以降

には外洋水の影響の強い水域を好むバカガイがやや増加

する。

骨類の出土量 と全体的組成

現地採集資料 各地区から現地採集された骨の数を

みると (表 7、 第 76図 )、 B貝塚 No.1ト レンチ (中期 ?)

が最も多く、A貝塚 No,1ト レンチ (中期 ?)、 D貝塚 No.1

トレンチ 鰺制彎 )がこれに次亀 52号土坑 (中期中葉)

と 14号住居跡 (中期)からもややまとまった出土がみら

れた。他にD貝塚 No.2ト レンチ (中期 ?)、 中期と思

われる一部の住居跡からも若子の資料が得 られている。

なお、現地採集資料は、同一 トレンチ内でも個々に出土

層位が異なるため、時期は大まかな表記とした。

出土数の多いB貝塚 No。 1ト レンチ、A貝塚 No.1ト レ

ンチ、D貝塚 No.1ト レンチについて骨類の組成をみると

(第 76図 )、 B貝塚 No.1ト レンチではシカ、イノシシ

を主とする鳥獣骨が多くみられる力ヽ A貝塚 No.1ト レン

サンプル 腹 足綱 堀足綱

トレンチ処 層 嘉
整理

番号
体 繕 nぅ

ヒロクチ
カノヨ

インマキ
カ'イ

'ミ

ニナ ツ
コ

ボ

ニナ

イ

ベ
ミニ
類

カフアイヘナタリ
フト

ヘナタリ
”
河

ハナ
ツメタ

沖
ガ

アカニシ 魯
ウ

け

↓ 力
勁

ヒメエソ
ホ'ラ 柳

呻
ヤマ
タニン

マイマ

イ談買
掛
ガ

ハイカイ

D貝塚 No 2
部

層

下

員
3003 l 3 1 1

ノ

「

２

1 1 122

/′′

118

/85

E貝塚 No l

拡張グリッド

[層
4 5( 34 2( 13 褒

〃

1

2層 4 31 14 224 9 】 5i 1 12

3層
2360 4 3 2( 1( 1 1 4

4層 I 1 1 1

/

計
10297 1 4 9( 43 37 40(

ア0と

2〔 27 11〔 1 22 1 01

B貝塚No l

(L15-⑤ 列 )

c,d深掘

上層
3003 3 ユ 2

下層 醐
秘

1 1 2 1 1 11

計
6006 1 5 1〔 0 4 4 12 2 8 20

ク

2

/

10

D貝 塚 No 2
部
層

上
貝

1
|

G貝塚 No l 1層
1 [て 3 8 10 5

ノ

3

′

1
I

D貝塚N01

②サブトレ

Jヒ

a層
1 2 3 2 2 と7 1 1 １

勿

7 1
I

b層
1 I 1 と2 稟

　
勿

4 ]
I

c層
1 1 8 lC 101 27 1 4 1 1 21  4

d層 1 3 17 1

1

計
4

″

2

/

5 11

どフ

15

b

1 」 1 1, 1 lC とと 1 1 21  4

合 計
24 2 9 ０８

角

63 庚

訂

512 2〔 1 3 31 1 4( 1 31 11 14 2
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頭足綱

合計
サルボウ ミマカ マガキ バカガイ シオフキ

ヒメ マテカ
°
イ

ガイ
アサリ マグリ オキシジミ

力'イ その他
コタイカ

fr

1011  113
,ハ 庁1  ,ハ ゎ I

1

I

21  1
/1  資

lI

,I

361     35

アク   Z
261    30

′ノ1    3。
31 2
91 ァ

61(

21

な |

1321  125

クFJ ク7ク

2 1741  180
.ハ ゎ I  のァ/

1534 1534 11 4421

8℃ 9 ‐２

雪

2191  209

っ/ri  っノ/

2026 湖
防

5379

７

〃

９０９
嚇

51  2 １

〃

215

,99

213

822

21

′j

ソ

カ

52(

0 ‐‐３
翡

167 て

鈎

2721  265 21

ア|

蟹
％

３‐
密

４７８
笏

４６５
該

３３‐
彬

01

01

12533

5 51 7531    749 鶴
　
〃

９３

破

212(

7 21

ノ|

11091 791     7( ムラサキカ・イ?
L1/′

266G

71 1`
21  兜

2 1( ‐７

後

21 ４６

％

1862 1942 172 ７５

〃

01 478ε

31 141  1
I I 1

51  5 [1 1
11 ′

溜
筋

‐４５
膨

151

δOう

51 1 521 38 2381  225
|

５０

％

661 ５

舛

33 32
I インカ

｀
イ科

し1/ノ

1〔 2262

2681  257 1 181   17 1201 140
I

21
I

21  4 ６３８
頻

644 11

2081  243 91 8 [77
|

51
I | 1  1 6661    678 541    5( 41 2403

4 201   15 131   1〔 ‐４

ν

11
I 1 1 11  3 101   17 6781    671 791  7i 11 1 244〔

B弦4

別一
伽

2 81  8 と
|
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チ、D貝塚 No.1ト レンチでは魚骨が主体で、鳥獣骨は

少ない。なお 52号土坑は獣骨 (イ ノシシ、ノウサギ)

のみで、魚骨がみられない点で他と傾向が異なる。

水洗選別資料 貝層サンプルにおける骨類の包含密

度 (サンプル 10kg当 りの同定標本数 (NISP))を第 78

図、第 79図に示した。5mm資料 (第 78図)では鳥獣骨

もみられるものの、魚類が圧倒的に多い。包含密度の変

遷をみると、魚類は早期後葉でやや高く、前期後葉に低

下し、中期初頭以降はおおむね増力日傾向を示すようにみ

える。ただし、これは限られたサンプルからの結果なの

で、明確な時代差といえるかは微妙である。2.5mm・ lmm

資料はほとんどが魚骨で占められる。魚骨の包含密度 (第

79図)をみると、早期後葉～中期後葉までは23.7～ 66.0

と相対的に少なく、時代差も明確でないが、後期初頭に

は 679.8と 10倍以上に激増する。

魚類

現地採集資料の同定結果を表 6、 水洗選別資料の同定

結果を表 8～表 10に示した。同定対象となった資料数

は現地採集資料 108点 (表 7)、 水洗選別資料が 5mm資

料 405点 2.51rm婆鞘 1124点 llrm郵鉾2618点 俵 11

～ 13)で、魚骨の大部分が水洗選別 2.5mm。 lmm資料

で占められる。同定された分類群の数は板鰯類 (エイ・サメ

類)2、 真骨類 29で (表 2)、 ほかに未同定標本が若干あ

る。

現地採集資料の組成について、比較的多くの資料が得

られたB貝塚 No。 1ト レンチ (中期 ?)、 A貝塚 No。 1ト レ

ンテ (中期 ?)、 D貝塚 No.1ト レンチ (後期 ?)の魚類

組成 (NISP比)をみると (第 77図 )、 資料数が少ないた

め特徴を読みとりにくいが、クロダイ属が最も多く、ス

ズキ属とフグ科がみられる点は共通している。その他、

B貝塚 卜o.1ト レンチではボラ科、マダイ亜科とエイ・サ

メ類、A貝塚 No.1ト レンチではボラ科、エイ・サメ類、

ヒラメ科がやや多い。D貝塚 No.1ト レンチはクロダイ属

が大半を占める点で特徴的である。

水洗選別資料の組成をみると、5mm資料 (第 30図)で

は時代ごとの組成の変化が著しいが、全林的にクロダイ

属、スズキ属、ボラ科が多く、サンプルによってはコチ
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後期初頭 :D貝塚Nol―a層 :35

後期初頭 :D貝塚Nol b層 :88

後期初頭 :D貝塚N。 lc層 :92

後期初頭 :D貝塚Nol―d層 :97

中期後葉 :G貝塚Nol-1層 :72
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第 74図 陸平貝塚 1987年度調査で得られた貝類組成の変遷

表 5 陸平貝塚 1987年調査で得られたハマグリの殻長計測結果 (単位はmm)

サンプル    T T T R凩 ヽ く 凩 88高 吊 吊 専 尋 導 導 等 Ξ S
t t t t tぞ ぞ イ を t i t t i t i t

留

ぞ

Ｐ

ぞ

毬

ぞ

毬

ぞ

Ｓ

ｔ

Ｓ

ｉ

８

ど

協

ｉ

０
０
ど

Ｗ
Ｏ
ど ぞ 合計

E貝塚Nol l層 3   9  24  39  56  48  43  36  24  17  22  13   7   7   3   4   1   3   1

E貝塚hlo1 2層 2  10  17  32  39  57  43  30  37  25  23  10   8  18   6   5   5   3   2

E貝塚NIo1 3層 2   4  14  26  23  19  27  30  24  16  11  15  11   8   2   6   6   1

E貝塚No1 4層 2    1 3 1 2 1 1

B貝塚a101上 層 3   6  15  13  18  17  17  27  26  18   9   5   4   1   5   4   3   1 2  2

B貝塚No l下 層 1   2  28  60  98 112  86  76  56  38  32  28  37  26  29  23  13   6   5   2   3   1   3 1 1

D貝塚No 2上 部貝層 1 1 2    4 1    1 1 1 2 1

G貝 塚Nol l層 2   1   8  20  24  21  33  24  35  24  19  22  19  21  14  17  21   9   5   2   5 2 1

D貝塚Nol d層
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表 6 陸平貝塚 1987年度調査で採集された脊椎動物遺体
左右のある部位は左/右 で表示 狭存位置凡例 : v完 存,p近位端,m骨幹,d滋位端,fr祓片

(現とし1采寄言i簑 *半). コウイカ類も併せて示した
(p)(d)未 癒合骨端のみ,(p)・ (d)未癒合骨端脱落,〈 p〉・くd〉 骨端欠損

分類群     部位   残損位置 * 8貝塚No l B貝 塚No2 A貝 塚No l D貝 塚No 2 A貝 塚hlo l B貝 塚No l B貝塚配I B貝塚No 1 8貝塚Nol A貝 塚No l D貝塚Nol

L15⑤列      Q10a列        52号 土坑  13号住居  14号住居  15号住居  K16-① 列  4号住居

サメ類     椎骨           1     1     2               1
板組類     椎骨                      5
ニシン科 腹 椎

ダツ科 前上顎骨

ボラ科     涙骨

ボラ科    舌顎骨

ポラ科    主認蓋骨

ボラ科     腹椎

スズキ属    主上顎骨

ス舜キ属   前上顎骨

スズキ属     歯骨

スズキ属    方骨

スズキ属    主認蓋骨

スズキ属    擬鎖骨

/1

1

/2
2/

2

/1

1/

1/

/1
1

1/

/1
1

1/

/1

マダイ     前頭骨

マダイ亜科   主上顎骨

マダイ亜科   前上顎骨

マダイ亜科    角骨

/1
/1
/1

/1
1/1 /1

クロダイ属

クロダイ属

クロダイ属

クロダイ属

クロダイ属

クロダイ属

主上顎骨

前上顎骨

歯青

角骨

方骨

口蓋骨

2/2
/2

2/

1/
3/3
2/1
/1

/1
1/2
4/2

1/
2/

1/

タイ科 腹椎

サフラ属 尾椎

コチ科    主上顎骨

ヨチ科     方骨

ヨチ科 前燃蓋骨

/1
/1

とラメ科

とラメ科

とラメ科

ヒラメ科

歯骨

角骨

擬鎖骨

尾椎

1/
1/

クグ科

フグ科

クグ科

フグ科

前上顎骨

歯骨

方骨

主鰍蓋骨

/1
1/

1/

1/

真骨類・保留   前組蓋骨

真骨類・保留   第1椎骨

真骨類・同定不可   椎骨

/1
1

カモ類

カモ類

カモ類

カモ類

カモ類 ?

烏口骨

上腕骨

上腕骨

上腕骨

月【骨

関節部

くp一〉―d

<p―〉―〈d―〉

1/1

/1
1/

1/
1

キジ類     睡骨

キジ類     睡骨

鳥類・未同定   上腕骨

鳥類・未同定    睡骨

1/

鳥類・同定不可   尺骨

鳥類・同定不可   上腕骨

鳥類・同定不可   歴骨

鳥類・同定不可  不明 (長骨 )

骨幹

di

ノウサギ

ノウサギ

下顎骨

寛骨 寛骨臼

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

イヌ

頬骨

上顎C

下顎骨  吻・下顎枝欠

下顎C

環椎

腰椎

上腕骨     d
榜骨    mく d〉

月こ骨    (p)(d)

1/

/1
/1

1/

1

1/
/1
/1

イヌ科 第5中 手骨

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

前頭骨   角座部十角

前頭骨+角    注 I

前頭骨     
「

角      fr
上顎 M2・ M3

下顎骨   [M2× M3]

下顎M2

肩 甲青    関節都

/2

/1
1/
1/
1/

(次ベージヘつづく)
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表 6(つづき).

分類群 部位 残換位置* BttaNol B貝 2N02
を15-⑥列

A貝壕No l D貝 塚No2 ▲貝塚No 1 8貝塚lb l =貝塚配l B貝 2Nol B貝塚No l A貝 塚hT91 D貝 塚hfo l

010-ジ1       52号上坑 13号住居 14号住居 15号住居 K16-①列 4暑住居

汐
力
渤
汐
汐

上腕骨      d
中手骨     m― d

船    m(/J導 爵子)

/1

1/

距骨

中足骨 1/
イノシシ

イノシシ

イノツシ

イノシシ     上顎くM3〉

イノシシ

イノシシ

イノライラ́

イノシジ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノライシ

イノンシ

イノライラ/

イノシシ

イノランラ/

イノシシ

イアシう/

イノシン

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イアシン

涙骨

切歯合

上顎Ml
/1

/1

下顎骨    迎    1/
下顎骨  EM3× 下顎角]      1/
下顎■ /1
下顎こ2

下聯陸

下霧呻

下環C
下顎m2

肩甲青    肩甲練

上腕骨    n td l
撓骨     (dl
尺合     (d)
寛骨    寛骨自

大aRtt    d
歴骨     ld y    /1
睡骨     ①

睡骨     d
距骨

踵骨     v     i

1/   1/
/1       1/

/3
1/
1/              /1

/1
1/
1/          .
2/        1/

1/

1/    /1

/1
1/

1/

1/

イノンシ   第2中足骨    v                                                 /1
イノンン/シカ   椎骨    森突起         1               1
イクシシン/シカ    椎骨
イノシシ/シカ   上腕骨
イノラ全ノ/シカ   ー肋脅

イノシシ/シカ   肋骨

椎体

,

「イノシシ/シカ? 不明(長骨)   コ
イルカ     椎骨                2
ウシ     日歯     ■ 1

ウシ     中足骨     p
ウシ     基節骨     w

/1
1

フマ ¬F眠貢ヽな3 /1
哺乳類。同定不可  頭輩骨

哺乳類・同定不可 申手/中足骨

哺乳頚・同定不可  肋骨 ?

哺乳類・同定不可 不明 (長骨)

下顎骨

上腕骨

距骨

題骨

手根/足根骨

中手/中足骨

締

在

,

と

Ir

rF

m―d

1

1/
/1

1/
2

2

2

53

注士前頭骨完存十角(角座のみ)注 2:p2-M2(M31-筋 突起・関節突週 全歯残存
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科、ヒラメ科・カレイ科、フグ科も日立つ。時期的変化

は明確でないが、スズキ属は前期後葉～中期初頭に多く、

中期後葉には減少する。ヒラメ科は中期前葉～後葉にや

や目立つ。

2.5mm・ lmm資料 (第 81図)では時期的変化が比較的

明瞭である。すなわち、早期後葉にはスズキ属が最も多

く、エイ・サメ類 (おそらく主にエイ類)、 ニシン科、ウ

ナギ属も普通である。前期後葉～中期初頭にはエイ・サ

メ類とスズキ属がやや減少する一方、ウナギ属が増加し、

ハゼ科も普通となる。中期前葉にはエイ・サメ類とウナ

ギ属が減少する。サヨリ属はこの時代のみで優占するが、

サンプル数が少ないので偶然のかたよりの可含旨陛もある。

中期後葉にはスズキ属が激減する一方、ニシン科が増加

して最優占種となる。ウナギ属も再び増加する。スズキ

属が減少する点は 5mmと同様である。後期初頭にはウ

ナギ属が一気に増加し、組成の大半を占めるようになる。

この時代の魚骨包含密度の増大は、主にこのウナギの増

加によるものである。ハゼ科は比率を維持するが、他種

は相対的に減少する。

生息環境別にみると、主要種であるクロダイ属、スズ

キ、ボラ科、ヒラメ科、ニシン科、ハゼ科などをはじめ、

同定された種の大部分は内湾性種または内湾に多く来遊

する表層回遊魚で占められる。その他では淡水域から内

湾沿岸域まで広く生息するウナギ属が多く、ハゼ科にも

淡水～汽水生種が含まれる可能性が強い。外洋性種とし

ては、少数ではあるが表層回遊魚のサワラ属や岩礁また

はその付近を好むマダイ、コショウダイ属もみられた。

爬虫類・鳥類・哺乳類

爬虫類では水洗選別資料からヘビの椎骨が検出された。

前期後葉では 81点が検出されているが、これらは同一個

体の骨の可能性がある。その他では数点以下である。い

ずれも自然遺骸の可能性が高いが、前期後葉については

人為的な利用の可含静性も否定できない。

鳥類ではカラス近似種 (カ ラス現生標本と同形だがご

く小型のもの)、 フクロウ科、カモ類、キジ科が同定され

たほか、若千の未同定標本がある。カモ類が最も多く、

早期後葉を除く各期の資料からそれぞれ数点が検出され

ている。キジ科は 14号住居跡の現地採集資料および中期

初頭と後対初頭の水洗選別資料から各 2点が検出された。

フクロウ科は、中期初頭の水洗選別5mm資料から5点 (お

よび詳細な同定困難だがフクロウの可能性のある鳥骨

10点)が集中的に検出されており、すべて同一個体と推

定される。

哺乳類ではネズミ科、ノウサギ、タヌキ、イヌ、イノ

シシ、シカ、ウシ、ウマ、イルカ科が同定された。ネズ

ミ科は水洗選別資料のみから若千検出されたのみであり、

自然遺骸と推定される。ウシとウマは縄文時代より後代

のものと推測される。全資料のNISP合計値による組成は、

イノシシが 39点 (現地採集 32+水洗選別 7)と最も多

く、シカ 16点 (現地採集のみ)、 イヌ 13点 (現地 10+

水洗 3)、 ノウサギ 5点 (現地 3+水洗2)がこれに次且

資料数が少ないため時代ごとの特徴は明確でないが、現

地採集資料ではB貝塚 No.1ト レンチでイノシシとシカ

が多いのに対して、A貝塚 No.1ト レンチとD貝塚 No。 1

トレンチではイノシシが多く、シカはまれである。なお

D貝塚 No.1ト レンチでは散乱人骨がややまとまって採

集されている。

考察

今回の分析によって、縄文時代早期後棄から後期初頭

にいたる陸平貝塚の動物遺体群の内容が明らかとなった。

本遺跡の重要な意義のひとつは、単一遺跡で長期間にわ

たる動物遺体の変遷を追跡できる点にある。ここでは上

記の分析結果をもとに、縄文早期後葉から後期初頭にい

たる周辺の自然環境および動物資源利用 (貝類採集・漁

労、狩猟)の変遷について予察する。なお、2008年の発

掘調査では後期前葉 (堀之内式期)の貝層が確認されて

おり、動物遺体についても現在報告を作成中である。最

終的な考察はその結果も踏まえた上で改めて行うことと

したい。

陸平貝塚周辺の古環境の変遷

貝類組成の変遷をみると、早期後棄には泥質干潟に生

息するハイガイ、マガキ、オキシジミが主林であるのに

対し、前期後葉～後期初頭には、構成比に時代的な変化

はあるものの、ハマグリを主とする内湾砂泥質干潟の生

息種が一貫して主林をなしている。このことから本遺跡

周辺では、早期後葉には縄文海進によって遺跡周辺の谷
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表 7 陸平員塚 1987年調査で採集された脊椎動物遺体 (現地採集資料)の組成

分類群

同 雇 裸 不 欽 (NISP, 最小個体数 (MNり

8貝塚Nol A貝塚 No l
D貝塚 No 2 D貝塚Nol

合 計

B貝 塚N01 A貝 塚 No l D貝塚Nol
13号1工盾 ユう号 1王居 K16①ケ その他 52号土Я 4号住居 その他

中期 中期 中期 中期 ? 中期 ?
期
華

甲
中

中期 ?/
中期 ? 中期 ? 後期 ? 中期 ? 中期 ? 後期 ?

サメ類 1 0 0 0 2 0 0 2 0 0 5

板郎類 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5

ニシン科 0 0 0 0 0 1 0 0 | 0

ボラ利 2 0 2 0 7 0 0 11 O

スズキ属 0 I 2 2 2 2 1 〕

ヨショウダイ属 0 0 0 0 0 0 0 2 0

マダイ O 3 0 0 3 0 0 0 0 7

クロダイ属 1 2 2 11 6 0 O 8 1 13 3

タイ不斗 0 0 0 1 0 0 I 0 0 2

サフラ属 0 0 0 0 0 I 0 0 I 0

ヨチ科 0 0 0 0 0 2 0 1 3 0

ヒラメ科 0 0 0 0 0 5 0 0 6 1

クグ科 0 と 0 0 2 2 0 2 2

真骨類・保留 0 0 0 0 0 0 0 0 2

真骨類・同定不可 0 0 0 0 0 0 0 0 0

カモ類 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3 6

キジ計 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

鳥類・未同定 0 1 t 0 0 0 0 0 ワ J 0

鳥類・同定不可 0 0 2 1 0 1 0 1 5

ノウサギ 0 0 0 1 0 1 0 0 3 〕

イヌ 0 O 0 0 5 0 1 〕

ンカ 0 0 0 13 0 0 2

イノシシ 1 1 3 3 0 3

イノシシ/シカ 0 0 0 1 0 0 0 3 17

イルカ 0 0 0 2 0 0 0 0 O 2 1

ウシ 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 0

ウマ 0 0 0 0 0 0 1 0 I 0

哺乳類・同定不可 0 0 0 2 4 0 0 0 0 6

0 0 0 3 0 0 I

合計 2 12 4 19 13 5

後期?:D貝 塚No l

中期?:A貝 塚No l

中期?:B貝 塚No l

□魚類

0

賜鳥類

20

国シカ 日イヌ

第 76図 陸平貝塚 1987年度調査で採集された脊椎動物遺体 (現地採集資料)の出土数と組成 (NISP)
哺乳類の種同定不可資料およびウマ・ウシ・ヒトは除外した

後期 ?:D貝 塚Ncl(19)

中期 ?:A貝 塚No l(37)

中期 ?:B貝 塚No l(46)

0%

ロエイ・サメ類  ロボラ利 Nスズキ属  日マダイ 園クロダイ属 日コチ科  国ヒラメ科  図フグ科  □その他

第 77図 陸平貝塚 1987年度調査で採集された魚類遺体 (現地採集資料)の組成 (NISP比 )
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表9 陸平貝塚 1987年度調査の員層サンプル2.5mm試料から検出された脊椎動物遺体.カニ類も併せて示した残存位置の略号凡例は表9を参照

分類群 部位

D貝塚N02

上部貝層 1下部貝雇

可玉台古 1条痕文

上層   下層 a層 b層 一層 一媚 1層    2層    3層    4層 ― 括

称名寺

エイロ     椎骨

板飢類     椎骨
ニシン科     腹椎
ニシン科     尾権

ウナギ属    前鋤骨板

ウナギ属    主上顎骨

ウナギ属     歯P
ウナギ属    角;
ウナギ属    方骨

タナギ属    舌顎骨
ウナギ属   主鯉蓋骨

ウナギ属   基後頭骨
ウナギ属    第1椎骨
ウナギ属    椎骨
グツ科     腹椎

一ｌ

ｍ

一
３

‐２
1

2

3

2

5

8 1

1/1

2/

/1

51

/1

| 1 2

1/

1

サヨリ属
サヨリ属

椎

椎

腹

尾
1

1

1沼

4

2

1

科

科

科

科

ラ

ラ

ラ

ラ

ポ

ボ

ボ

ボ

前上顎骨

方骨

腹椎
尾椎

/1
2 1

1/

1 1

スズキ属     歯骨
スズキ属     角骨
スズキ属     方骨
スズキ属    主鰹蓋骨
スズキ属    第よ椎骨
スズキ属     腹推
スズキ属     尾椎

キス属     方骨

キス属    第1椎骨

キス属     腹椎

キス属     尾椎
アジ科     尾椎
アジ科     稜鱗

クロダイ属   前上顎骨
クロダイ属   前上顎/歯骨
クロダイ属    犬歯

１

２

１５

1

3

1/

/1

4

5

2

/1
1

2

1

2

1

2

1 4 1

1/1 1/ /1

2

タイ科     臼歯
タイ科    第1椎骨

タイ科 ?    腹椎
タイ科     尾椎

8

1

3 20

1

4

1

5

2 I

5

サバ属     尾椎
ハゼ科    主上顎骨
ハゼ科    前上顎骨
ハゼ科     角骨
ハゼ科    第 1椎骨
ハゼ科     腹椎
ハゼ科     尾椎

ギンポ類     腹椎
ギンポ類     尾椎

フサカサゴ科   前上顎骨
フサカサゴ科    歯骨
フサカサゴ科    角骨
フサカサゴ科    方骨
フサカサゴ科   主鯉蓋骨
フサカサゴ科   第1椎骨
フサカサゴ科    腹椎
フサカサゴ科    尾権
アイナメ属    腹椎

一
　

／

／

１

１

２

1

1

3 5

1

2

1

ヨチ    前線蓋骨
コチ科    主上顎骨
コチ科     歯骨
コチ科    主鯉蓋骨
コチ科     腹椎
コチ科     尾椎

1/

/1

1                 1

/1

Lラ メ科    厚 熱 族 渋 昏

カレィ科    前上執官
カレイ科     方骨

カレイ科     腹椎

カレイ科     尾椎
フグ科     歯骨
フグ科     角骨
フグ科     椎骨

真骨類・未同定   角骨

真骨類・未同定   尾椎

真骨類・保留    権骨

真骨類 同定不可   方骨

真骨類 同定不可  第1椎骨
真骨類 同惹不可   椎骨

1/1

I

1/1

2

1/
1

2

I

I 1

/1

島類・同定不可   指骨 3

ネズミ亜科    下顎骨
イヌ?     臼歯

「
哺平L類・保留   犬歯

哺乳類・同庁不可   椎骨

/1
1/

1
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表 11 陸平貝塚 1987年度調査の貝層サンプル 5mm試料から検出された脊椎動物遺体の組成.カニ類も併せて示した

同定標本数 (NISP) 最小個体数 (MNI)

分類群

サメ類

D貝塚  E貝塚  B貝 塚  A貝 塚  D貝 塚  G貝 塚  D貝 塚 D貝塚  E貝 塚  B貝 塚  A貝 塚  D貝 塚  G貝 塚  D貝 塚

N02下  No l  N0 1  51o l  No 2上  N01  No l  
合計   bl°

2下  N01  51o1  51o l  N0 2上  N01  No l  
合計

条痕文  浮島  謡墾客栃 阿玉古 阿玉古  加 E 称名寺 条痕文  浮 島  舌墾
g馬 阿玉古 阿玉古  加E 称名寺

0   0   1 8   0   1   1   6
エイロ      0    0    4    2    0    0 5      11

板鯉類      0   1   0   0   0   0   3   4
ウナギ属     0   0   0   0   0   2 5   7

ダツ稗      0   0   0    1    0   0 1   2

ボラ科 2       1       10      18      2       1      51      85

1       9      21      11      3       2      12      59 13スズキ属

アジ科 0   0   0   0   0   1   0   1
o   0   0   0   0   1   4   5ブリ属

ニベ科 0   0   0   0   0   0   1   1
コショウダイ属    0    0    0    0    0    0 6   6

マダイ亜科    0   1   0   2   1   0 0   4

クロ分イ属 7       4       3       16      3      11 52      96

タイ科 1       2       0       4       0       0      10      17

サバ属     0   0   0   0   0   1 1   2

サフラ属     0   0   0   2   0   0 0   2

フサカサゴ科 0   0   1   0   0   1 6   8

0   1   0   0   0   0   0   1オニオコゼ科

コ チ 0       4       4      17      0       9      17      51

ヒラメ科 2       1       2      29      3       8      12      57 11

カレイ科 0       1       0       2       0       5       8      16

0       7       0       2       0       1      21      31フグ科

真骨類・同定不可 0       4       3       16      0       1      24      48

ヘビ類      0   0   1   0   0   0   1   2
カラス近似種 0   1   0   0   0   0   1   2

フクロウ 0   0   5   0   0   0   0   5
0   1   2   1   1   1   3   9カモ類

キジ朴 0   0   2   0   0   0   2   4
鳥類。同定不可 0       1      11       3       0       1       1      17

ネズミ科     0   1   0   1   0   0   0   2
ノウサギ 0   0   0   1   0   1   0   2
タヌキ 0   1   1   0   0   0   0   2
イヌ 0   0   1   2   0   0   0   3

1   0   0   2   1   2   1   7イノシシ

イノシシ/シカ 0   0   0   0   0   1   0   1
0   0   0   1   0   0   0   1ヒト

哺乳類・保留

カニ類

0   1   1   0   0   0   0   2
0      0      1      2      0      6      7      16

合 計      14  43   74  138  14  57  256  595

貝層サンプル(5mmメッシュ)NISP

後期初頭 :D貝塚Nol

中期後菜:G貝塚Nol

中期前葉 :D貝塚No 2上

中期前葉 :A貝塚Nol

中期初頭 :B貝塚Nol

前期後葉 :E貝塚Nol

早期後葉 :D貝塚No 2下

第78図 陸平員塚1987年度調査員層サンプル5mm試料における脊椎動物遺体の包含密度 (サ ンプル 10kgあ たりのNISP).

自然遺骸と思われるもの (ネ ズミ科)は除外した
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表 12 陸平貝塚 1987年度調査の貝層サンプル25mm試料から検出された脊椎動物遺体の組成.カニ類も併せて示した真骨類の歯・鱗は除外した

同定標本数 (NISP) 最小個体数 (MNI)

匪
Ｎ。分類群

サメ類

エイロ

合 計

条痕文  浮島  蹄 阿玉台古 加曽利E 称名寺 条痕文   浮島  絲 阿玉台古 加曽利E 称名寺

板組類

ニシン掛

ウナギ属

12

ダツ科

サヨリ属

ボラ科

スズキ属 13

キス属

アジ科

クログイ属

タイ科

ウミタナゴ科

サバ属

ハゼ科

ギンポ類

フサカサゴ利 14

アイナメ属

コ チ

ヒラメ科

カレイ科

フグ科

真骨類 未 同定

真骨類・保留

真骨類 。同定不可

ヘビ類 12

鳥類 同定不可

ネズミ科

イヌ?

哺乳類・保留

哺乳類・同定不可

カニ類

合計 24        45        68

表 13 陸平貝塚 1987年度調査の貝層サンプル lmm試料から検出された脊椎動物遺体の組成.真骨類の歯・鱗は除外した

同定標本数 (NISP) 最小個体数 (MN9
D貝塚   E貝 塚   B貝 塚   D貝 塚   G貝 塚   D貝 塚        D貝 塚   E貝 塚   B貝 塚   D貝 塚   G貝 塚   D貝 塚

N02下
合 計

条痕文   浮島  絲
阿玉台古 加 曽利E 称名寺 条痕文   浮島  弔農哲耕

阿玉台古 加 曽利E 称名寺

1     0     0     0     0     3     4      1     0     0     0     0     1     2

コイ科        0     0     0     0 1      0     0     0     0

板魚思奏買      2    4    5    0    1    19   31    -    1    1    0    1    -    3
マイワシ       0     0     2     0     3     1     6      0     0     2     0     1     1     4
サンパ ?      0    0    0    0    1    1    2     0    0    0    0    1    1    2
ヨノシロ       0     0     2     0     1     1     4      0     0     1     0     1     1     3
ニシン科      5    15    17    6    28    41    112     1     1    -     1    -    -    3

カタクチイフシ     0     0     0     0     0     2     2      0     0     0     0     0     1     1
ウナギ属      2    24    29    1    12   1819   1887    1    1    1    1    1    15    20

アカエイ科

アイナメ属

コチ科

サヨリ属      0    1    4    4    1    23   33    0    1    1    1    1    1    5
ボラ科       0    1    0    0    0    14    15     0    1    0    0    0    1    2

スズキ属      1    5    2     1     1    24    34     1    2     1     1     1     3    9
キス属       0     3     0     0     3     2     8     0     1     0     0     1     1     3
アジ科       1    1    0    0    0    10    12     1    1    0    0    0    1    3

クログイ属      0     0     0     0     0     3     3     0     0     0     0     0     2     2
タイ科      0    0    0    0    0    2    2    -    0    0    -    ―    -    0

サフラ属      +    0    +    +    0    +    0     1    0    1    1    0    1    4
ハゼ科      1    5    15    2    7    186   216    1    1    1    1    1    14    19
ギンポ類      0    0    0    0    0    47    47     0    0    0    0    0     1    1

フサカサゴ科     0    0     1     0    0    16    17     0    0     1     0    0    2    3
0     0     0     0     0     1     1
0     0     0     0     0     1     1

真骨類・未同定    0    0    0    0    0    2    2     -    ―    ―    ―    ―    ―    O

真骨類・保留     0    0    1    0    1    26   28    -    ―    ―    ―    ―    -    0

0     0     0     0     0     1     1
0     0     0     0     0     1     1

真骨類・同定不可    4 11        17        3        0        115       150

ヘビ類       1    74    2    0
ネズミ亜科     0 0

0 0

0 O 0 0 2

0小型哺乳類     0
合計      18   149   97   17   59   2364  2704
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貝層サンプル(25mm+lmmメ ッシュ)NISP

後期初頭 :D貝 塚Nol

中期後葉:G貝塚Nol

中期前葉 :D貝 塚No 2上

中期初頭 :B貝塚Nol

前期後葉 :E貝塚No l

早期後葉 :D貝塚No2下

第79図 陸平員塚1987年調査員層サンプル2.5mm・ lmm試料における脊椎動物遺体の包含密度 (サ ンプル10kgあたりのNttP).

lmlメ ッシュ資料は半量のみの分析のためNISPを 2倍 にして集計した

真骨類の歯・鱗, 自然遺骸と思われるもの (ヘ ビ類・ネズミ科)お よびヒトは除外 した

に海水が浸入し、溺れ谷と泥質千潟が形成されたのに対

し、前期後葉には海面低下あるいは土砂による埋積に

よつて泥質干潟の縮小と砂泥質干潟の拡大が進行し、そう

した環境が後期初頭まで比較的安定して存在したことが

示唆される。

縄文海進期に本遺跡周囲の谷が溺れ谷となっていたこ

とは、谷内のボーリング調査と沖積層の珪藻分析によっ

て確認されている [赤澤 。中村編 2009]。  また近隣の

前期貝塚の貝類組成をみると、前期前葉 (関山式期)の

虚空蔵貝塚 [大川・大島 1978]ではハマグリ、ハイガ

イ、オキシジミ、前期中葉 (植房式期)の大谷貝塚 [黒

住 2009]ではアサリ、ハマグリが主体であることから、

溺れ谷と泥質千潟の衰退は縄文前期前葉ころに進行した

可台蟄性がある。

魚類組成の変遷をみると、早期後葉～中期後葉には内

湾性種が優占しており、後期初頭もウナギ属とハゼ科を

除けば内湾性種が主体となる点は同様である。このこと

から、早期後葉～後期初頭にかけて本遺跡の周辺海域に

は比較的安定した内湾環境が存在したことが示唆される。

いっぽう淡水～汽水域に多いウナギ属は、前期後葉～

中期初頭に一次的な増加期があり、後期初頭に至って爆

発的な増加を示す。このことから、本遺跡の周辺水域で

は前期後葉～中期初頭に短期的な淡水化の進行があり、

さらに後刺初頭には淡水域が一気に拡大した可能性が考

えられる。ただし、ウナギ属は内湾域にも生息可能であ

ること、後期初頭の増加が著しく急激であること、他の

淡水～汽水生魚貝類の増加が認められないことから、人

為的な選択性の変化 (嗜好の変化やウナギ漁に適した漁

法の開発など)に起因する文化的現象の可含旨性について

も考慮する必要があろう。なおウナギ属の増加は霞ヶ浦

東岸、本遺跡の対岸に位置する於下貝塚の中期末～後期

初頭層準でも確認されていることから[加藤ほか編

1992]、 この時代の霞ヶ浦沿岸においてある程度広範囲

にわたって生じた現象である可能性がある。

陸平貝塚 における動物資源利用の変遷

貝類採集 主な捕獲対象種は、早期後葉はハイガイと

マガキ、前期後葉以降はハマグリを主とする砂泥質千潟

の貝類であり、種類に時期的な変化はあるものの、ほと

んどが遺跡周辺の海岸干潟で捕獲されたと推定されるも

のである。周辺の地形条件および古環境調査の結果 [赤

澤・中村編 2009]か らみて、これらは遺跡から1～ 2km

圏内で充分に捕獲可能であったと考えられる。

魚類利用 今回の分析資料から検出された骨類は、全

時代を通じて魚骨が大半を占めた。このことから、本遺

跡では魚類の利用が一貫して活発であつたと推定される。

また魚骨の大半イれ価先選別 2.5mm。 llrm資料であり、5mm

資料と現地採集資料は少ないことから、とくに比較的小

型の魚類が高い比重を占めていたと推定される。

魚類の内容をみると、現地採集資料や水洗選別 5mm資
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後期初頭 :D貝塚Nol(216)

中期後葉:G貝塚Nol(44)

中期前葉 :D貝塚No2上 (12)

中期前葉 :A貝塚No,1(109)

中期初頭 :B貝塚Nol(46)

前期後葉 :E貝塚Nol(32)

早期後葉 :D貝塚No2下 (13)

貝層サンプメレ(5mmメッシュ)NISP比

20%              40%

ロスズキ属   ロヨショウダイ類

ロヒラメ・カレイ類  田フゲ科

0%

日エイ・サメ類  国ボラ科

日タイ科    田コチ

60%              801t              100%

日マダイ亜科  Illク ロダイ属

□その他

第80図 陸平貝塚 1987年度調査の貝層サンプル5mm試料から検出された魚類遺体組成の変遷 (NISP比 ).

第81図 陸平貝塚 1987年度調査の貝層サンプル2.5mm・ lmm試料から検出された魚類遺体組成の変遷 (NISP比 ).

lmHメ ッシュ資料は半量のみの分析のためNISPを 2倍にして集計した

真骨類の歯・鱗, 自然遺骸 と思われるもの (ヘ ビ類・ネズミ科)お よびヒトは除外 した

貝層サンプ)レ (25mm+lmmメッシュ)NISP比

後期初頭 :D貝塚Nol(5357)

中期後葉:G貝塚Nol(137)

中期前葉:D貝塚No2上 (42)

中期初頭 :B貝塚Nol(212)

前期後葉 :E貝塚Nol(153)

早期後葉 :D貝塚No 2下 (47)

0%

国エイ・サメ類 回ニシン科

ロアジ科   田ハゼ科

20%

ロウナギ属

ロギンポ類

40%

日サヨリ属

□その他

80%

図スズキ属  ロキス属国ボラ科
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料にみられる比較的大型の魚では、各時代ともクロダイ

属、スズキ属、ボラ科、コチ科、ヒラメ科といった内湾

性種が主体であり、時期的な変化に乏しい。魚骨の包含

密度にも大きな時代変化は認められない。

水洗選別 2.5mm。 lmm資料にみられる小型魚類は、早期

後葉～中期後葉には魚骨の包含密度は比較的低く、ニシ

ン科 (マイワシ・サッパ・コノシロ)、 スズキ属 (若魚)、

ウナギ属、ハゼ科などの内湾性～淡水性の多様な魚種が

利用されている。これに対して後期初頭にはウナギ属が

急増し、これに伴つて魚骨の出土量もおびただしくなる

ことから、この時代にウナギ漁が急激に活発化したこと

がわかる。ただし、先述のとおり、その原因を乗境変化

に求めるか、文化的要因に求めるかは今後の課題である。

以上から、本遺跡の漁排は、早期後葉～中期後葉には

遺跡周辺の内湾域における各種魚類の漁と遺跡近隣の干

潟での貝類採集を主力としており、さらに後期初頭には

これらに加えて近隣の淡水～汽水域 ?におけるウナギ漁

の重要度が飛躍的に高まったと推定される。

狩猟 鳥獣骨の出土数は全時代を通じて少なく、鳥獣

猟の低調さは本遺跡の一貫した特徴と考えられる。B貝

塚 No.1ト レンチの現地採集資料 (中期 ?)では例外的

にシカ、イノシシを主とする鳥獣骨がやや多いが、これが

この時代の様相を代表しているかはさらに検討を要する。

鳥類と哺乳類の比率をみると、水洗選別 5mm資料では

各時代とも両者がおおむね拮抗した状況にあり、鳥猟の

比重の高さ (と うよりも陸獣猟の比重の低さ)が目立つ。

時代ごとの特徴は資料教が少ないため明確でない。鳥

類ではカモ類が前期後葉～後期初頭、キジ科が中期初頭、

後期初頭の貝層から検出されており、これらが主な捕獲

対象となっていたと推定される。哺乳類では、イノシシ

が各時代の資料から検出されているのに対して、シカは

B貝塚 No.1ト レンチの現地採集資料 (中期?)でやや多

くみられる以外は少ない。このことから、本遺跡での陸

獣猟はイノシシ猟が主力であったと推定される。
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黒住耐二氏 (千葉県立中央博物館)か らは多くのご教示・
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3.陸平貝塚から得られた微小貝類遺体

陸平貝塚は、霞ヶ浦に面した茨城県稲敷郡美浦村に存

在する縄文時代早期から後期までの貝塚を有する国指定

史跡である。今回、1987年の確認調査によって、様々な

時代の貝塚から得られた微小貝類遺休を検討することが

できたので、ここに報告したい。報告に先立ち、検討す

る機会を与えて頂き、種々お世話いただいた美浦村教育

委員会・早稲田大学の樋泉岳二の両氏に御礼申し上げた

い。

方 法

今回は、A・ B・ DoE・ Gの 5つの貝塚の様々な層

位から得られた貝層サンプルから抽出された微小貝類を

検討の対象とした。これらは、2.5お よび 1.ommメ ッシュ

を用いた水洗選別残澄から抽出された遺体を対象とし

た。たな 陸産貝類に関しては、5.Ommメ ッシュ上の種

も検討に加えた。なお、A貝塚のサンプルは、以前に報

告した 1997年度調査のデータ [黒住・樋泉 ,2004]を示し

た。なお、食用種を中心とした貝類遺体に関しては、樋

泉 [2004]や樋泉 [本報告書 ]および中村レ008]を参照され

たい。

結果 お よび考察

今回の調査で得られた微小貝類遺体の分類学的位置と

生息場所を表 14に、出土の詳細を表 17に示した。少な

くとも陸産貝類 9科 25程蛍海産貝類 21科 31種が確認さ

れ、淡水産貝類は抽出できなかった。

以下、陸産貝類と海産貝類に分けて議論したい。

陸産員類

陸平員塚の組成 各種を時代と各貝塚では層序および

生息場所類型ごとに分け、その最少個体数を表 15に示し

た。300個 と最も多かつたE貝塚 No。 1ト レンチのサンプ

ル番号 41か ら、 1個体のみのD貝塚 No.1ト レンチの 81

と 111ま で変化していた。その出土個体数の傾向は、必

黒住 耐二

ずしも時代に伴う変化を示さず、またいくつもの時代の

サンプルの存在したD貝塚では層により出土数に大きな

違いがあり、貝塚の位置によっても大きな相違は認めら

れないようであった。

本貝塚の優占種として、全体で 10個体以上得られたサ

ンプル中で、10%以上を占めていた開放地生息種のヒメ

コハクガイ類似種 (以下ヒメコハクガイ類)・ ホソオカ

チョウジ・ヒメベッコウ類似属、林縁生息種のヒカリギセ

ル、林内生息種のヒメギセグレ・イブキゴマガイガイを認

めた。その時代ごとの変化を第 82図に示した。ただ(表

17に示したもののうち、種の特徴の現れなかったキセル

ガイ類について、キセ,レガイ中形をヒカリギセ,レ、キセ

ルガイ小形をヒメギセルとして集計してある。

早期後葉のサンプルでは、個体数が少ないものの、ヒ

メコハクガイ類が大部分を占めていた。その後、前期後

葉のサンプルでは、イブキゴマガイの優占する害J合が一

挙に増加し、キセルガイ 2種も多い。中期初頭からイブ

キゴマガイが減少し、中期前葉に見られなくなる。同様

に、キセルガイ類も前葉には極めて少なくなり、ヒヌベッ

コウ類似属の割合が 40%程度を占めていた。中期後葉

から後期初頭にかけては、イブキゴマガイが僅かに認め

られ、キセルガイ類の割合も小さく、ホソオカチョウジ

が優占し、ヒメベッコウ類似属やヒメコハクガイ類も比

較的多いパターンとなっていた。

陸産貝類の生息場所を林内・林縁 。開放地の3類型に

区分し、その組成変化を示したのが第 83図である。ただ、

1個体しか得られなかった 2サンプルに関しては結果を

示していない。優占種の組成を反映して、早期後葉の開

放地生息種の優占するものから、前期後葉の林内生息種

が 80%程度にもなる組成へと変化した。その後、中期に

なり、林内生息種が減少していき、林縁生息種および開

放地生息種の割合が増加していた。中期後葉から後期初

頭にかけては、林内生息種が 1020%と 少なく,林縁生息

種か開放地生息種が大半を占めるものとなっていた。

陸産貝類の優占種組成 (第 82図)と 生息場所類型組成 (第

83図)か ら、陸平貝塚周辺の景観は、

-145-



表 14 陸平貝塚の上壌サンプルから得られた員類遺体リスト

陸産員類
軟体動物門 Phytum moIIusca

腹足綱 Class Gastropoda
原始紐舌目 Order Architaeniogiossa

ヤマタニシ科 Family Cyclophoridae
ヤマタニシ ″メ3phOrusれerkrord′

ミジンヤマタニシ 陸 a々誇,/″ 〃ル ″

ゴマガイ科 Fami y Diplomatinidae
ヒダリマキゴマガイ  η〃F77772ル ク〃。ァ/ヵ

イブキゴマガイ 0″ /2,厖士力η♂ (∫カア″)a″ /力′アfera

有肺目 Order Pulmonata
キセルガイ科 Family CtausH iidea

ヒカリギセル ル とヵhωS/db〃sc/1ア

チュウゼンジギセル  曲nditta9r/vs,δ 9rアθ力
'ヒメギセル  伽 diptte“sa″ ″′εropeas

オカクチキレガイ科 Fami y Sublinidae
オカチョウジガイ ′/角″お 力々と嚇 e
サツマオカチョウジ 刀//ωИ,″ Lsttns,
ホツオカチョウジガイ 〃 /中ea,叫r騨ル

ナタネガイ科 Family Punctidae
ハリマナタネ? ユ唖 rv/7J"仰

"ア'V″
?

ベッコウマイマイ科 Family Helicarionidae
カサキビ カ″肋

"/p7P/sグ
977r滋 筋

ハ リマキビ Partta/ア θ/カ カ″,陣nsん
ヒメハ リマキビ? Partta/ア ,/力 paF9」7/0アJ9s?

キビガイ 砂,こroфnr9/力 ,莉o騨ra
ヒメベッコウマイマイ 0んωc∝u/体 ,i埒ア″″

とメベッヨウ類似属 ″♂嘘 つれを/VJ?Sp
ハクサンベッコウ類似属 障i韓亜 Chl♂椰ys?sp
ウラジロベツコウ r/rpzァr¢ヵル吻磨 読均″Fzアア

コハクガイ科 Fam‖ y Zonitidae

ヒメコハクガイ類似種 拷 j7P/力 Sp cf ″I舜uscu/ρ

ナンバンマイマイ科 Family Camaenidae
ニッポンマイマイ? 誘tS阪 ノ翅 ア″ ?

オナジマイマイ科 Fつm‖ y Bradybaenidae

海産貝類
腹足綱 Glass Gastropoda

カサガイロ Order PateIIogastropoda
ユキノ方サ科 Family Lottiidae

ツボミガイ ルFe/んア診 ιDη″/vs

吉腹足目 Order Vetigastropoda
リュウテン科 Family rurbinidac

スガイ と
",/力

ο9r997dん

アマオブネロ Order Neritimorpha
アマオブネ科 Family Neritidae

イシマキ? 'アう
'″

′,rrpp′ο財♂?

ヒメカノコ ″アthott ο〕ρ/〕ηア9psん

吸腔目 Order Sorbeoconcha
オニノツノガイ科 Family Cerithiidae

コゲツノブエ 鈴rア肋ア効 ο″ρ/rv7

スズメハマツボ科 FaH‖ y Dialidae

マキミゾスズメハマツボ 0ル ル ,Fr′ο筋

ウキツボ科 Family Litiopidae
ンマハマツボ  ′/力ρρん拷

ウネハマツボ  刀協防 力Dηゃ′Fordi

ウミニナ科 Family Bat‖ lariidae

ウミニナ 防″//´ ′力 r/11/とアFor凛ア♂

ホツウミニナ ♭とア/″力 効 /77F'ア

イボウミニナ 肋″//2r力 z9り,/ん

フ トヘナタリ科 Fam‖ y Potamididae

フ トヘナタリ? ″′ア♭ア3,2カ izoいorar甑 ?

ヘナタリ r9/ア F/7″防 。in騨″筋

モツボ科 Family Scaliolidae
シマモツボ /「tlp9/力 /7vrpvr992pア″カ

タマキビ科 Littorinidae
タマキビ とたわ′/r22″ 9′ア″″

ワカウラツボ科 Family travadiidae
カワグチツボ /瘤 /2J7夕 ,物 ″カ

カワザンショウガイ科 Family Assimineidae
カワザンショウガイ ン,,力7/7921螂′″

クリイロカワザンショウ 艤騨 Stass/77■韓aθ♂,こ鶴ea
ヨンダ方ワザンショウ? 筋

″
ンリ,′′″ヵ″アοア

アッキガイ科 Fam‖ y Muricidae

イボニシ? 力♂ん σカレ1欝ra?
カゴメガイ ′ア診婢 うメ′ア/θ〃ア

フ トコロガイ科 Family Columbeliidae
マルテンスマツムシ ″ 占確アル (/pt/9/7)″ D「tens′

ノミニナ カ万確 pL//7ア /″

オリイレヨフバイ科 Family Nassariidae

アラムシロ んとアcunas骸 ん,とア堕

異旋目 Order Heterostropha
トウガタガイ科 Fam ty Pyramidellidac

クチキレモ ドキ類  
′
OSOSね″♂

″
spp

カゴメイ トカケギリ類似種 P//」V/力″ sp of 節 筋

有肺目 Order Pulmonata
オカミミガイ科 Family[H obiidae

キヌカツギハマシイノミ? ル 肋四い dittapor働 oん ?

二枚貝綱 Class Bival� a

フネガイロ Arcoida
フネガイ科 Family Arcidae

サルボオ類 力盟dara sp cf 籠ゅ龍 ア胞
“

ん

カキロ Order Ostreoida
イタボガキ科 Family Ostreidae

カキ類 Gras節″″ sp cf Figas
マルスダレガイロ Order Veneroida

バカガイ科 Family Mactridae
シオフキ 拷σど′タク陸】r盗騨 /2/ん

マルスダレガイ科 Fami y Veneridae
ヒメカノコアサ リ /9ね陶修 〃ア,″

内湾/砂泥質底/期間帯

内湾―外洋/岩礁/潮間帯

河口域―河川/礫底
内湾/泥底/潮間帯

内湾/泥底/潮間帯

内湾/砂泥底・葉上性/潮間帯―潮下帯

内湾/砂泥底 葉上性/潮間帯一潮下帯
内湾/砂泥底 葉上性/潮間帯―潮下帯

内湾/砂泥底/潮 間帯
内湾/砂泥底/潮間帯
内湾/泥底/潮間帯

内湾/ア ン原/潮間帯
内湾/泥底/潮問帯

内湾/砂泥底/潮間帯―潮下帯

内湾/岩礁/潮問帯

内湾/泥底/潮間帯―潮下帯

内湾/ア シ原/潮間帯
内湾/ア シ原/潮間帯
内湾/ア シ原/潮上帯

内湾―外▼ 岩礁/潮問帯
内湾/砂泥底・業上性/潮間帯一潮下帯

内湾/砂泥底 葉上V潮問帯―潮下帯
内湾/砂泥底・棄上性/潮問帯―潮下帯

内湾/砂泥底/潮間帯

内湾/砂泥底/潮間帯―潮下帯
内湾/砂泥底/潮間帯―潮下帯

内湾/ア シ原/潮間帯

内湾/砂泥底/潮間帯

内湾/岩礁―泥底/潮間帯

内湾/砂泥底/潮間帯

内湾/砂泥底/潮下帯

地

榊
榊
　
維
榊
　
　
絡
榊
榊
　
維
　
融
林縁

林縁

開放地

林内

林内

林縁

開放地

開放地

林縁

開放地

林縁

トウキョウコオオベソマイマイ メθξアS筋 とOk々ens府

エンスイマイマイ? ″′Shop/ア 筋 /輔 sr」/?       林縁

ヒタチマイマイ? 甑 誼ra″〕″′アア?           林縁

ヒダリマキマイマイ fV/7pr/r2ψ 秀′筋          林縁

貝類以外の海産動物
フジツボ類 barnacle
カエのツメ crab
ウエ片 sea urchin
石灰質チューブ Calcareous tube

ア)早期後葉の潅木林が混じる可能性のあるものの、草

地的な環境、

イ)前期後葉には森林的な環境、

ウ)中期初頭から前葉までは、また草地的な環境

工)中期後葉から後期初頭にかけては、林と草地的な環

境、

に変化したものと推測された。

ア)か らイ)への変化は、貝塚周辺への人間の干渉が

極めて少ないと想定され、報告者は森林の発達によるも

のと考える。もちろん、有用樹木の植林/育成というこ

とも想定される。しかし、前期後葉に優占していたイブ

キゴマガイや僅かに確認されたテュウゼンジギセルは、

現在人為的撹乱の粒めて低い自然度の高い森林にのみ生

息する種であり、これらの種が確認されたということは、

貝塚周辺に成立していた森林には人間が伐採等を行うよ

うなタイプのものではなかったと思われることから、自

然な森林の発達と捉えている。

イ)からウ)への変化は、上記とは逆に、人間による

森林の伐採ではないかと考えられよう。中村 [2008]も、

伐採の可含酵陛を想定している。

ウ)から工)では、森林の僅かな回復があつたのでは

ないかと想定される。しかし、中期後葉から後期初頭の

サンプル中からも、少数ながら前述のイブキゴマガイと

チュウゼンジギセルが確認されていることから、林床の

環境はまだ比較的紐性だつたと推測され、森林の禾町用形

態も大きくは変化しなかったと思われる。つまり、本貝
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表 15 陸平貝塚から得られた微小陸産貝類の最少個体数組成 .

サンプル番号
員塚名

トレンテ名
層位

考古年代

111

D員塚
No 2トレ
上部員層

中期前葉

88
D貝塚
No lト レ
b層

後期初頭

咆遠帯申幕帯申申幹
早期後葉 早期後葉 前期後葉 前期後棄 前競後葉 前期後葉 中期初頭 中期初頭 中期前葉

磁叫］媚　鑢

”雌ｍ幅　鋤

″雌呻帽　睦

86
D貝塚

a層

生息場所
後期初頭  類系

ヒメコハクガイ類
ホッオカテョウジ
ヒメベッコウ類似種
ハリマキビ
ハクサンペッヨウ類似属
ヒメベッコウ
キセルガイ中形
ヒカリギセル
ヒダリマキマイマイ
オカチョウジガイ
ヒダリマキゴマガイ
サツマオカテョウジ
ハリマナタネ?
カサキビ
マイマイsp 1/エンスイマイマイ?
トウキョウコオオベツマイマイ
オオペソマイマイsp

ウラジロベツヨウ
マイマイsp 2たッドンマイマイ?
キセルガイ太形
キセルガイ小形
ヒメギセル
イブキゴマガイ
ヤマタニン
ミジシヤマタニシ
チュウゼンジギセル
キビガイ

1    6

1

8        10        9        18
7        11        3        13

‐８
知
５４
‐
‐
‐５
２
　
　
７

30  開放地
91  開放地

開放地
開放地
開放地
林縁
林縁
林縁
林縁
林絵
林縁

i   林縁
林縁
林縁
林縁
林縁

3   林縁

５

２

３４

６

６

１

１

　

　

１

　

２

‐３

２

塚では、前期後葉と中期の陸産貝類の比較から、人間に

よる森林伐採が明確になったと考える。

中期前葉のA貝塚からのみ焼けたキセルガイ類が得ら

れており、これらの焼けたキセルガイ類は薪と一緒に炉

などに運ばれたものと考えた [黒住・樋泉 ,2004]。 こ

のような焼けた陸産貝類の例は、東京都の縄文後期/豊

沢貝塚で、“灰軍 'に関係すると想定された土坑内貝層 [力日

納 ,2001]以外には、ほとんど知られていないと思われる。

陸平貝塚の各貝塚でも、やはり、焼けた陸産貝類は確認

できなかった (表 17)。

霞ヶ浦周辺の員塚との比較 今後、詳細な比較検討を

行いたいが、霞ケ浦周辺で微小陸産貝類の組成が知られ

ている貝塚として、大谷貝塚 [黒住 ,2009]、 於下貝塚 [カロ

納 ,1992]、 上高津貝塚 [黒住 ,1994]がある。ここでは、

簡単に陸平貝塚とこれらの貝塚の比較を行ってみたい。

大谷貝塚では、前期中葉と中期後葉の時期が認められ、

林内生息種のイブキゴマガイが得られず、逆に林内のス

ジケシガイと林縁のヒダリマキゴマガイが比較的多かつ

た。前期中棄から中期後葉にかけて林内生息種のミジン

ヤマタニシの減少等が、中期後葉の下部で林縁生息種の

ヒダリマキゴマガイの増加が認められ、中期後葉上部の

純貝層では林内生息種のヒメギセルが増加していた。た

だ、生息場所類型組成では、前期では、林内生息種と開

放地生息種がそれぞれ約 40%が占め、中期後葉下部に林

縁生息種が増加し、またその上部で前期と同様な組成と

なっていた。大谷貝塚と陸平貝塚では、両者の種組成は

少し異なっていたことや、前期から中期にかけて同じく

林内生息種の割合が減少していたという点が認められた。

ただ、大谷貝塚では、純貝層では林内のものが優占して

いたことは、陸平貝塚との相違と考えられよう。

中期後半から後期初頭の於下貝塚では、大谷貝塚と同

じく林内生息種のイブキゴマガイが確認されず、林縁生

息種のオオタキコギセルが比較的多く得られている。全

体として、林縁生息種が優占し、一方、開放地生息種が

僅少であつたという点が特徴的なのかもしれない。その

時代の中で、陸平貝塚の前期から中期に認められた生息

場所類型組成の明瞭な変化を示さないようであった。こ

れは、もしかすると、図 82に示した陸平貝塚の中期後

葉から後期初頭の林内生息種が少なく、林縁か開放地のど

ちらかが優占するというパターンと同様なものかもしれ

ない。

後期前葉の上高津貝塚では、陸平貝塚と同様にイブキ

ゴマガイが多く、林内生息種のヒメギセルも比較的高頻

度であつた。この貝塚では、斜面上部と中部での種組成

が異なっており、中部より上部で開放地生息種の割合の

高いことが示されている。ただ、全体として、林内生息

種が半数以上を占めており、大谷貝塚の中期後葉上部の

純貝層と同様な状況に合つた可能性も想定される。

このように各貝塚ごとに微小陸産貝類の種組成は異な

り、花粉分析等のように、近接した地域でも単純には同
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85:D貝塚 :中 期末葉:N=168

88:D貝塚 :中期末葉:N=57

92:D貝塚 :後期初頭:N=89

97:D貝塚 :後期初頭:N=128

72:G貝塚 :中 期後葉:N=86

111:D貝塚 :中 期前葉:N=1

A貝塚 :中期前棄:N=127

23:B貝塚 :中 期初頭:N=113

29:B貝塚 :中期初頭:N=36

41:E貝塚 :日 u期後葉:N=300

35:E貝 塚 :前期後葉:N=191

451E貝塚 :前期後葉 :N E 22

47:E貝塚 :前期後葉:N=9

82:D貝塚 :早期後葉:N=11

81:D貝塚 :早期後葉:N=1

■イブキゴマ      ロヒメギセル      田ヒカリギセル     回ヒメコハクガイ類似種

日ホソオカチョウジ   日ヒメベッコウ属類似種  口その他

85:D貝塚 :後期初頭

88:D貝塚 :後期初頭

92:D貝塚 :後翔初頭

97:D貝塚 :後期初頭

72:G貝塚 :中期後葉

111:D貝塚 :中期前葉

A貝塚 :中 期前葉

23:B貝塚 :中 期初頭

29:B貝塚 :中 期初頭

41:E貝塚 :前期後葉

35:E貝塚 :前期後葉

45:E貝塚 :前期後葉

47:E貝塚 :前期後葉

82:D貝塚 :早期後葉

81:D貝塚 :早期後葉

00/0 100/0 200/0 300/0 40%

■林内  回林縁  日開放地

第 82図 陸平貝塚における陸産貝類の優占種組成の変化

第 83図 陸平貝塚における陸産貝類の生息場所類型組成の変化
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表 16 陸平貝塚から得られた海産微小員類 .
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―に取 り扱えないことも改めて示されたと考えられる。

しかし、このことは、やはり林内生息種のイブキゴマガ

イの出現にみられるように、微細な景観の相違を示して

おり、このゴマガイ類の存在はより自然度の高い植生を

表しているのであろう。一方、巨視的には、前述した陸

平貝塚で示した早期末から後期初頭までの変化と、他の

3つの貝塚の示した生息場所類型組成やその変化は、同

調しているようにも捉えられる。つまり、前期から中期

への林内生息種の減少や中期前半の比較的開けた状況等

である。その後、中期後半から後期にかけては、森林的

な環境に貝塚が作られていたようにも考えられる。今後、

霞ヶ浦沿岸に立地する諸貝塚の微小陸産貝類組成が明ら

かになることで、一般的な傾向が認められるのか、また

微視的な各貝塚の特徴は何かなど、明らかになっていく

ものと考えられる。

海産貝類

今回確認された海産貝類には、様々な由来のものが含

まれていた。サルボオ類・カキ類・シオフキ 。マルスダ

レガイロ等は食用種の殻頂部破片であり、一部に焼けて

いるものも認められた。食用種以外にも、これまで報告

されている海草 (アマモ)や海藻上に生息するシマハマ

ツボ等の種や枯死したアシと共に遺跡に持ち込まれたカ

ワザンショウガイ類 [例えば黒住 ,1994,加納 ,2001等 ]、

時に食用となるウミニナ類、食用貝類の死殻中に生息す

るタマキビ等の幼貝や砂泥中のクテキレモ ドキ類等、混

獲されたアラムシロ等、貝製品素材の可能性のあるカノ

コガイ類等のものが認められた。以下、表 16に示す由来

ごとに、コメントを加えて行きたい。

葉上性巻貝類 アマモや他の海藻上に生息する棄上性

種として、シマハマツボ・ウネハマツボ・マ,レテンスマ

ツムシ・マキミゾスズメハマツボの4種が挙げられる。

しかし、マキミゾスズメハマツボは、得られた個体のほ

とんどが磨減の認められた死殻であったことから、後述

する死殻中の砂泥に由来する可能性が高い。

他の3種は、一部に焼けている個体も認められた。時

に多数のシマハマツボ等が焼けた状態で得られ、“製軍 '

を示すものと考えられている[例えば加納 ,2001]。 しか

し、同時に報告されたウズマキゴカイ類の焼けた殻は、

本貝塚からは全く得られておらず、“製塩"に関しては不

明瞭といわざるを得ない。ただ、中期初頭のサンプルか

ら葉上性種が比較的安定して得られていることから、海

草/海藻の利用は存在した可合旨性が高いと思われる。

枯死したアンの利用 このカテゴリーに含めたのは、

カワザンショウガイ・クリイロカワザンショウ・ヨシダ

カワザンショウ?。 キヌカツギハマシイノミ?・ カワグ

チツボの5種である。キヌカツギハマシノミ?は、 1個

体の幼貝のみの確認であり同定が多少不確実であり、ま

た死殻由来の可能性もある。カワグチツボは、アシ原に

生息する種ではないが、これまでに幸侵告してきたように

[黒住 ,1994;黒住・樋泉 ,2004]、 カワザンショウガイ

類と同様な出土様式 。焼けているパターンから、アシ原

前面の泥干潟に生息していた本種の死殻が打ち上げられ、

枯死したアシに付着して、カワザンショウガイ類と共に

持ち込まれたと考えている。その用途は不明ながら、報

告者は “塩"に関係したものではないかと想定している。
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本貝塚では、一部で焼けた個体の多いサンプルも認めら

れたが (A貝塚)、 必ずしも多くが焼けている訳ではな

かった。

葉上性およびアシ由来の種の確認時期 本遺跡では、

早期後葉という古い時代から微小貝類を確認することが

できた。早期後葉のサンプルからは、葉上性およびアシ

由来の両タイプは確認できなかった。この状況は、報告

者の検討できた千葉県印椿沼周辺の早期末の炉跡内貝層

でも同様であつた [黒住 ,2003,2005]。 アシ原の群は、

前期後葉から認められ、中期前葉には焼けた個体も確認

できた。葉上性種は中期初頭から認めることができた。

両タイプの微小種の確認時期に関して、福島県浦尻貝

塚の前期末から晩期中葉にわたるサンプルにおいて、報

告者は、ア)アシ原の群は前期末から晩期中葉まで得ら

れ、この時期に焼けた個体も確認された、イ)外海に生

息するチャツボ類等は中期前葉から晩期中葉まで連続し

て認められ、焼けているものも含まれていた、ウ)シマ

ハマツボ等の内湾葉上性種は後期前葉のサンプルのみか

ら確認された、等の結果を報告した [黒住 ,2008]。

本遺跡と浦尻貝塚の比較から、アシ原のものの利用は

陸平貝塚ではより早く前期後葉には存在していたことと、

内湾葉上性種の利用も陸平で中期初頭と少し早く認めら

れたことを明らかにすることができた。

たな 実際に得られた両タイプの個体数はかなり少な

いので、時期差を検証するためにはより多くのサンプル

を処理する必要があろう。この海産微小種に関して、こ

れを海草/海藻の “食用利用"や “製塩"の 「文化」と

して捉えるならイよ その起源と伝播は興味深い課題であ

る。今後とも、着実にデータの蓄積が不可欠である。

ウミニナ類 干潟やアシ原に生息するウミニナ科やヘ

ナタリ科・オニノツノガイ科の6種は、前期後葉を中心

に多数得られており、焼けている個体も多くの時期で確

認された。本種の出土に関して、近接した大谷貝塚でも

議論したが [黒住 ,2009]、 食用のものとマガキの付着基

質 [樋泉 ,2004も参照 ]等が含まれている。食用貝類遺

体の組成 [樋泉 ,2004等 ]か ら、本遺跡でも前期のもの

はマガキの付着基質の可能性が高く、中期以降のものは

食用のものを多く含むようである。ウミニナ類生貝の上

にのみ生息するツボミガイが後期初頭から得られている

点も、前述の想定に合うものである。

本遺跡でかなり特徴的であつたことに、食用にも付着

基質にもならないウミニナ類の幼貝が比較的多く得られ

ていることがあつた。この幼貝の一部は食用種死殻に由

来すると考えられるが、今後、その由来を検討すること

も必要であろう。

製品の素材の可能1生 今回のサンプル中には、製品素

材の可能性のある種として、ヒメカノコが確認された。

前期後葉のサンプルから得られた本種の殻頂部は欠落し

ており孔となっていた (写真図版 I)。 報告者にはこの

孔が人為的な穿孔かどうか不明であつたが、磨減のほと

んど認められない個体であったので、自然に殻頂部が欠

落した可合静性は低いと思われた。この科の貝殻内部は単

一の空洞となっており (螺層の内部は自ら溶かされる)、

殻頂部に穿孔すると、殻日から殻頂まで比較的容易に紐

等を通せると考えられる。ヒメカノコは、後期初頭から

も得られている。また、この種と同様な殻形態を持つイ

シマキと考えられる種も確認されている。ただ、これら

の種でも、死殻中に生息していた可有旨性もある。近接し

た大谷貝塚でも、両種が確認されている [黒住 ,2009]。

混獲種と死殻中の種 従来から知られているように、

アラムシロやカゴメガイは食用貝類採集時に混獲された

ものと考えられ、イボニシ ?。 タマキビ等も幼貝が死殻

中やカキの間にすんでいたものとも考えられる。前述し

たマキミゾスズメハマツボやクチキレモ ドキ類・シマモ

ツボ等は、5mm程度の微小巻貝で、これらは東京湾沿岸

の縄文貝塚から比較的多く得られ、食用種死殻中の砂泥

に含まれていた死殻と考えられている。ただ、今回のサ

ンプルには、ウミニナ類と同様に死殻でありなが ら焼け

ている個体 (表 16の Bd)も認められ、何故焼けるのか、

そのプロセスを検討することも必要であろう。

小形二枚貝類の少なさ 東京湾沿岸の縄文貝塚からは、

1.5cm程度の小形巻貝/イ ボキサゴが極めて大量に得ら

れることが知られており、ダシ的に利用された可台酵性が

指摘されている [例えば西野 ,1999]。 時代と環境は異な

るが、琉球列島の先史時代遺跡においても、同様なサイ

ズのアマオブネ科 2種の間で殻の破損頻度が異なり、破

損のないアマオブネが、また小形二枚貝のリュウキュウ

ヒバリやミドリアオリが、それぞれダシ的に用いられた

と考えている [黒住 ,1995]。

陸平貝塚では、イボキサゴの生息環境の少なさに起因
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すると考えられるが、この種はほとんど得られていない

[樋泉 ,2004等 ]。 また今回のサンプル中には、小形の二

枚貝は極めて少なかったはれ 7)。 同定不可能な殻頂部は、

溶けたものであり、小形個体でないと考えられた。陸平

貝塚では、一部で想定されているような、ダシ的に利用

された特徴的な貝類は認められなかったと考えられる。

当然、通常の食用貝類がダシ的に利用されていた可能性

も想定される。つまり、遺跡周辺の貝類の生息環境と密

度に起因するものであろうが、ダシ的に利用される種の

存在が異なること考えられる。食用貝類の解析時に、こ

のような利用法を想定することも意義があるのかもしれ

ない。

その他の遺体 今回のサンプル中には、僅かではあつ

たが、カニやウニが確認された。カニの場合、貝塚から

の出土は多くなく、出土する場合も焼けたハサミやツメ

の一部のみが出土する場合が大半であり、溶けているこ

とが多いと考えられる。ウエも、東京湾沿岸の貝塚から

カシパン類の破片を除くと、北海道や外海に面した遺跡

以外から得られることは少ない。これらの利用頻度は当

然低いことは確実であるが、逆に利用に関して集団の相

違、つまり “これらの多くの遺跡で優先することのない

動物を食用として利用する文化"と いう視点から、これ

らの出土を検討することも意味があると思われる。

今回報告した “石灰質チューブ"は、動物が作 り出

したものではあるが、その動物を特定することはできな

かった。マガキに穿孔したゴカイ類によるものの晰 静性も

ある。

温暖種の確認 今回のサンプル中には、貝塚形跡期に、

現在の分布域より北に生息していた数種の温暖種が確認

された。松島 [1984]で詳細に検討されたヒメカノコとコ

ゲツノブエの 2種であり、幼貝のため同定が不確実であ

るがキヌカツギハマシイノミも含まれよう。霞ヶ浦沿岸

の遺跡において、ヒメカノコは上高津貝塚 [黒住 ,1994:

カノコガイの一種として報告 ]、 両種とも大谷貝塚 [黒住 ,

2009]から確認されている。また、コゲツノブエは、最近、

千葉県九十九里平野の糸電文中期貝塚/境貝塚から報告さ

れた [西野・黒住 ,2008]。 このように、縄文海進期の温

暖種の一部は、これまで知られたよりも犬吠崎を越えて

霞ヶ浦にまで分布していたことが明らかになってきた。

逆に微小種では、現在の分布が主に犬吠崎以北の北方系

種 は確認で きなかった。
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表 17 陸平貝塚から得 られた微小貝類遺体の詳細
サンフル番号
地点および層序

算|シュサィズ(画 )

D員塚No 2トレ

翌
D貝塚No 2トレ

V
E貝塚No lトレ     〔貝塚No iト レ

中

…
前期後葉       前期後葉

41

E貝塚No lトレ
35

E貝 刻 01トレ
蜘

陸産貝類 Terrestttal snai s
ヤマタニシ
ミジシヤマタ三シ
ヒダリマキゴマガイ
イブキゴマガイ

ヒカリギセル
キセルガイ中形
ヒメギセル
キセルガイ小形
チュウゼンジギセル
キセルガイ太
ホッオカテョウジ
ホッオカテョウジ
オカチョウジガイ
オカチョウジガイ
サツマオカチョウジ
卵(オカチョウジガイ類)

ハリマナタネ?
カサキビ
ハリマキビ
ヒメハリマキど?

キビガイ
ヒメベッヨウ
ヒメベッョウ類似属
ウラジロベッコウ
ハクサンペッヨウ類似属
ヒメョハクガイ類         lmj
マイマイsp 2たソ干Дイマイ?
マイマイsp lたシスイマイ々イ?
トウキ]う ヨ羽ドツイマイ
オオペツマイマイsp
ヒタチマイマイ?
ヒダリマキマイマイ

海産貝類 腑ar ne mo tu6os
ツボミガイ
スガィ
スガィ (フタ)

ヒメカノョ
ヨゲツノブエ
マキミツスズメハマツボ
シマハマツボ
ウネハマツポ
ヘナタリ
フトヘナタリ??
ホツウミニナ                ‖j

ウミニナ
イボウミニナ
ウミニナ類        ,f       lu
シマモツボ
タマキビ

lmj       ia,l jb

la iab.2u      2a 51 jb 6u

lu 2w            lW

iu              iu tw

２ｕ３‐ｊ仰卿］‐ａｂ詢動的

８ｍ
Ｗ

咄
ね

ｂ
，
３
租

慟

‐
ｌｗ
ａｂ

Ｌ
ｌｕ
ｌ

iab

?iab

Imj.lnjb             ,ljb

lmj

llJ

llj 4mj,lsj                                      lljc

is」

2b,lu

lmj

II」

1ljb 3m」

れ■J.4u

?laA殻頂孔

lmJ.lu
?2w

5mJ.27sJ,3s」 b.lu

14sj,lu.lw
2m」 .5sJ.16u,Iw    12u?w

lsjb,4u,lw

ia.2ab,SIjb 2u

inj lsj

8(lcl i」

筋,C
la,91j.6mj

lo lab.ρ 」.21jb.
⊇mj1 2sj,lu

llj 5sj,lsjb.2u

‖j

lj

4a.51j
3(lc)瑠 ,91も

lsjc
41j,7mj 2sj

lf

lu

4s」 .8u

21J,m」
?1イ ンマキ?
3mj lsj

41j(ld?〉

lmj 2sj 3u
2a221j,42sj,lu

3j.13m」 ,3sjllu.2wB
lmjb lsj.10u

表 17 陸平貝塚から得られた微小貝類遺体の詳細 (つづき-1)
サンフル番号
地点および構序

時代
メッシュサイズ (m)

D貝塚No 2トレ

翌
D貝塚No 2ト レ

V
E貝塚No lト レ     〔貝塚 No lト レ

鯉 ″
E員 塚No lト レ
蜘

カワグチッポ
カワザンショウ
クリイロカワザンショウ
ヨシダカワザンショウ?
イボニシ?
カゴメガイ

′ミニナ
アラムンロ
クテキレモドキsp
カゴメイトカケギリ
キヌカツギハマシイノミ?
海産巻員不明 (同定不能)

サルボオ類        ⊇」
カキ類          1」
シオフキ
ヒメカノヨアサリ
マ泌夕・レカ・イロ (同定不能)1312B)u

海産貝類 others lMarine)
フジツボ類        2f
力このツメ
ウエ片
石灰質チューブ

ilJ

lu(科ョ・類?)   2u ltFTヨ・類?)

11(lj)u

?,u

A:成員,a:政貝,B:焼 け,bi体層 c:色 彩残 り,h:孵化直後幼貝 ■幼貝 lj:大 形幼貝,mェ 中形幼貝,S● 小F7/幼 貝.u:殻頂,Wi螺層
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表 17 陸平貝塚から得られた微小貝類遺体の詳細 (つ づき-2)
サンフ・ル番号
地点および履序

時代
メッシュサイズ (m)

B貝塚西側L15o dO

中期初頭

A貝塚     D員 塚No 2トレ

中期前葉  祉

G員 塚 No lト レ

3a   la,lsj 3」

ヒカリギセリレ       8ab.Ow 3ab.2w         ia 7ab
キセツレガイ中形                 lu lw
ヒメギセル              la.2w
キセルガイ小形                  5u4w
チユウゼンジギセル    lab
キセルガイ太
ホッオカテョウジ          1lJ   ll」 lm」 b

ホッオカテョウジ
オカテョウジガイ               1ljb,lsj
オカテョウジガイ
サツマオカチョウジ
卵(オカテョウジガイ類)

ハリマナタネ?
カサキビ
ハリマキビ
ヒメハリマキビ?

キビガイ

陸産員類 Terrestrial snalls

ヤマタニシ
ミジンヤマタニシ
ヒダリマキゴマガイ
イブキゴマガイ

ヒメペッコウ
ヒメペッョウ類似属
ウラジロペッヨウ
ハクサンペッヨウ類似属
ヒメョハクガイ類
マイマイsp 2た ,ド ンマイマイ?
マイマイsp 1/エンスイマイマイ?  im」
卜
"ョ

ウュわドッマイ▼イ
オオペツマイマイsp    l jb
ヒタチマイマイ?
ヒダリマキマイマイ     isj

海産員類 Mar ne mo tuscs
ツポミガイ
スガイ
スガイ (フタ)

ヒメカ′コ
ヨゲツノブエ
マキミジスズメハマツボ
シマハマツボ
ウネハマツボ
ヘナタリ
フトヘナタリ??
ホツウミニナ
ウミニナ
イポウミニナ
ウミニナ類
シマモツボ
タマキビ

lu

la 2u

3ab 21jb
2u    25sj lmjb,」     2(131
2ab      3ab      4(3al

imj 3sJ llu 7w   4(3Bl

3j71」 b lmj,     20
琳jb llu 3w

3sj       7

1lj

IB lab llJb  3ab,lu,lw

ia      la iab lw

lab llj

ia,2m」

1,j,2s」

'stc?l sjc?

lmj

3j2s」 4u

8a Sab,si Su

2sj

lmj Ou Sw

31」 .41jb is, 4u

21j.5s].2u

ls」

lmj

lmj

3a,71」

6(3c)IJ,lmJ,lu。

lsj

31」 lmj

lsj iu

lmu

lab,lmj
lmj lmjb
4 j lu

3a.101j            54

lsjo       l
151j,4mj          18

二,ホ ン?1

lmj

lae                                  lae            2(18)
lm」             4B

llj,3u

3」          lsJ 2u             ,
IIjB                              llje

ｆ

　

‐ｆＢ

‐ｍｊｅ

表 17 陸平員塚から得られた微小貝類遺体の詳細 (つ づき-3)
サンフ

・》番号
地点および層序 8貝塚西alL15 c d⑤ B員塚西側に1卜 c d⑤

111
D貝塚No 2トレ

時代               中期前葉
~~生

翠薪報攀争
――

メッシュサイズ (画)    S    p5     1      5    25      1             25    1
カワグテツボ
カワザンショウ
クリイロカワザンショウ
ヨンダカワザンショウ?
イポニシ?
カゴメガイ

ノミニナ

クテキレモドキsp
カゴメイトカケギリ
キスカツギハマシイノミ?
海産巻貝不明 (同定不能)

サルボオ類
カキ類
シオフキ
ヒメカノヨアサリ
マルスメ励 イロ (同定不能)

海産貝類 others(Marine)
フジツボ類
カニのツメ
ウニ片
石灰質テューブ

⑩
　
削
“

9(lB)u

lsj lu
lsj lu

,s」

lfOワビ/げ 工)
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表 17 陸平貝塚から得られた微小貝類遺体の詳細 (つ づき-4)
D貝塚No l W②

サンフル番号
地点および層序

時代
メッシュサイズ (mm)

D貝塚No l M②

陸産貝類 Terrestr al sna ls

ヤマタニシ
ミジンヤマタニシ
ヒダリマキ」マガイ
イブキゴマガイ

ヒカリギセル         lab
キセルガイ中形       lu.lw
ヒメギセル      la,4ab lw
キセルガイ小形
テュウゼレジギセル
キセルガイ太
ホツオカテョウジ
ホツオカテョウジ
オカテョウジガイ
オカテョウジガイ
サツマオカテョウジ
卵(オカテョウジガイ類)

ハリマナタネ?
カサキビ
ハリマキビ
ヒメハリマキビ?

キビガイ
ヒメベッョウ
ヒメベッコウ類似属
ウラジロベッヨウ
ハクサンペッヨウ類似属
ヒメョハクガイ頬
マイマイsp 2/ニッホ・表イマイ?
マイマイsp 1/ウス仁イマイ?
トウキョウ胡(ッマイマイ
オオベソマイマイsp     lu
ヒタチマイマイ?
ヒダリマ■マイマイ

海産具類 Mar ne mO tuscs
ツボミガイ
スガイ
スガィ (フタ)

ヨゲツノブエ
マキミジスズメハマツボ
シマハマツボ
ウネハマツボ
ヘナタリ
フトヘナタリ??
ホツウミニナ
ウミニナ
イボウミニナ
ウミニナ類         lu
シマモツボ

'マ
キビ

,I」

lsj

2ab 'w
isi 2u

lm」 4sj.2sjb.12u,Sw

8a 6ab,P41j 301jb 19mj
lm」 b,2sj,ls」 b.18u lw

ia i j lljb    la,3j.2 jb.2mj
injb.5s」 ,18u

l jb

2a 441j

l jc
4a20j6mj

?町

2(18)lje

3ab lu

3ab imj 'w
isj

3a 12ab 101jl191jb`
Omj 3mjb 4sj 27u 2w

imj 7sj 2s,b

?lmj

4a,9,j

2a,191」 .lmj

3a10ab llj lu 3w

lab,w
IS」 Su

Oab 21」 b 2mjb
2sj 21u 3w

ia,2ab llljb imjb
8(lc)」 2w

21J,2mj 3s」 4(lc)u

6(5c)lj

2a ltウ ヒメ?)
2(lc)a

?m」 。
3つ,91j

isj

‐ｍｊ
ｌｗ
加

五
五
帥

則
町
朗

悧吼陣

la 10(lc)j

ia        ia,61」 .3mj

ij

lmj

'ad                 ?21j

'a lab,21J

12u              18bc? 9uc?
,a2j

lmj

lsjB Iw

1)jbB

lmj

lmj8 6u          lu

1」 b lSj

lmj

ll(lB9u lfB
lmj

4(lB)mj

lmj

5“8)u

表 17 陸平員塚から得られた微小貝類遺体の詳細 (つづき-5)
サンメル番号
地点および層序

時代
メッシュサイズ (mn)

“
Ｎｏ
焔

塚
地

貝
デ ‐トレ②胆臓

D貝塚No l M②

弾

カワグチツボ
カワザンショウ
クリイロカワザンショウ
ヨシダカワザンショウ?
イボ三シ?
カゴメガイ

ノミニナ
アラムシロ        ″m」 lU

クテキレモドキsp

カゴメイトカケギリ
キヌカツギハマシインミ?
海産巻貝不明 (同定不能)

サルボオ類
カキ類
シオフキ
ヒメカノEHアサリ
マルス,・ 助・イロ (同定不能) 12(lj)u

海産貝類 others(Mar ne)
フジツボ類
力三の ツメ

ウニ片
石灰質チューブ

lj,4m」 ,lmjb

2mj

,sj

lj         ?Iu

31j lljbB 2m」  lu

lm」

lmj

lu(レイシ類?)

ｌｍｊ
鰤
相

?lu

2mj lu

lj

l月 1ロ

12(2j)u

ij

19(lj)u 12(6」 )u

‐Ｂ

Ｉ
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V.ま とめと課題

今回の成果として、陸平貝塚の規模の大きさや、周囲

の地形を含めた景観が良好に残されていることが改めて

確認され、それが保存範囲の策定と、国の史跡指定の大

きな根拠となったことを、まずはあげなければならない。

遺跡の性格に関わる成果としては、縄文時代早期後葉

から後期初頭に及ぶ、複数の時期の貝層が検出されたこ

とと、貝塚に囲まれた台地平坦部において、縄文時代の、

つまり貝塚を残した人たちの居住に関わる遺構群が確認

されたことが注目される。

同一遺跡における、複数の時期にわたる斜面貝層の形

成は、霞ヶ浦沿岸では多々みられる現象であるが、早期、

前期、中期、後期の多期に及ぶ貝層が存在する遺跡は、

管見の限り関東地方では知られていない。このことは陸

平貝塚の特異性といえるものであり、研究対象としては、

同一遺跡において漁捗文化の通時的変化を把握できる貴

重な事例と捉えられる。

今回得られた早期後葉～後期初頭の貝層サンプルの分

析 (Ⅳ参照)では、縄文海進による溺れ谷や泥質干潟の

形成が進んだ早期ではハイガイやマガキが主体であるの

に対し、海面低下や土砂による埋積が進む前期以降は一

貫して砂泥質干潟に生息するハマグリが安定して主体を

なすこと、魚類については、当時内海であつた霞ヶ浦の

環境を反映して、早期～中期では内湾性種が優占し、後

期初頭になるとウナギ属やハゼ科が急増すること、さら

に、微小貝類の分析を通して、前期から中期にかけて貝

塚周辺が森林地から草地的環境に変化することなどが明

らかになった。ただし、存在が確実視される後期前葉と

霞ヶ浦沿岸で漁粉文化が最も栄えるといわれる後期中棄

の貝層サンプルが得られておらず、今後これらの時期の

サンプルを採取し同様な分析を行う必要がある。

一方、居住に関わる遺構としては中期と思われる住居

跡が 4軒検出され、埋葬人骨 (B貝塚Nα lト レンチ深掘

部のⅡ④層検出 中期後葉 ?)の存在や、 4基確認され

た後期前葉の埋設土器なども、居住を示唆する遺構群と

捉えられよう。これらの遺構群は、いずれも台地縁辺部

にあたる場所に位置し、中期～後期前葉の居住域が、斜

面貝塚に隣接もしくは接する区域に残される傾向が指摘

できる。以前の調査でも、A貝塚の台地上縁辺部から中

期後葉と後期前葉の住居跡が確認されており[庄司 1981,

美浦村教委 2004]、 この傾向を裏付ける。

しかし、居住に関してはいくつかの課題もある。ひと

つは、複数の地点に貝塚が形成され、大量の貝が残され

る縄文時代中・後期でも、東京湾東岸の大規模貝塚でみ

られるような 100軒を超えるような住居跡の存在が想定

しにくいことである。今回の調査は部分的なもので、遺

構群の全貌を把握できたものではないが、それでも貝塚

の規模に比べて住居跡の密度が低い印象はぬぐえない。

さらに、斜面貝In~が確認されている早期後葉と前期後葉

にいたっては、炉穴と思われる土坑群が検出された他、

住居跡等の目立った遺構は検出されなかった。現在まで

に霞ヶ浦沿岸の早・前期の斜面貝塚遺跡で住居跡が確認

された事例が無いことも考慮すると、霞ヶ浦沿岸地域に

おける斜面貝塚形成と居住の在り方を、地域性のあるも

のとして今後検証していく必要がある。なお、現状では

貝層の形成が確認されていない後期後葉～晩期について

も、量は少ないものの土器等の遺物が台地中央寄りから

まとまって検出されており、漁携が衰退した以後の活動

を示す痕跡として興味深い。

居住と貝塚形成の在 り方を探るには、陸平貝塚のみな

らi後 期の粗製土器が大量に遺棄されていた陣屋敷低

湿地遺跡や、晩期の製塩遺跡である法堂遺跡を含む周辺

の陸平遺跡群や、興津貝塚、虚空蔵貝塚、大谷貝塚など

発掘によってデータが蓄積されている村内高橋川流域の

貝塚群との比較も視野に入れていかなければならないだ

ろう。

以上の課題を受けて、2008年度 (平成 20年度)力 らゝ、

新たな確認調査が、再び住民か加のもと 10ヶ年計画で開

始された。今後、その成果を踏まえた上で、霞ヶ浦沿岸

の縄文時代貝塚群の性格と、その中における陸平貝塚の

特異性を位置付けていきたい。

二十数年前の調査をまとめるには忘却していることが

多すぎたが、それを救ってくれたのは、当時の学生達の

日誌であつた。学生をはじめ当時の調査を支えていただ

いた多くの方々の若き情熱に感謝する。
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表 18 出土土製品観察表 長さ 。幅・厚 さはcm。 重さは g。 欠損品破片は残存部の値。

上器片錘の長 さは、切 目を通る軸方向。

図版番号

17図

第 20図

第 27図

第 29図

第45図
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表 18(つづき) 分類欄凡例 I類 :切 目を通る軸を上器の水平方向にとるもの。Ⅱ類
垂直方向にとるもの。 a類 :側面摩れ b類 :側面割れ+摩れ c類 :

切 目を通る軸を上器の

側面割れ (Ⅲ -1参 照 )

L15-⑤ 列

図版番号 分 類

未図化

未図化

未図化
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表 19 出土石器観察表

図版番号

17図

未 図化

未図化

第 23図

第27図

傷写42優鳳

Ⅱa眉 1

― 卜剥片砕片 (

長さ・幅・厚さはcm。 重さは g。 欠損品破片は残存部の値。

1、  7

ル ン フ ェル ス

ホル ン フ ェル ス

B貝 琢 N誠

L15-⑥列

第55図
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表 19(つづき)

表 20 出土骨角器・貝製品観察表 長 さ・幅・殻長・殻高・厚 さはcm。 重 さは g。 欠損品破片は残存部の値。
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写真図版 I

出土骨角器

左端から 3-10,51-107,

52-136,60-85,

64-64, 65, 66

出土貝製品

左端から3-5,40-56,63
右下枠内はE貝塚No lト レンテ

貝層サンプル35出 土のヒメカ

ノコの穿孔品?目 盛りは l mm。

(Ⅳ -3参照)

出土土偶

左中上はP18-a列 トレンチ

他はB貝塚Nα lト レンチ出土

∽
け
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Ｌ
裁
臆
蔭
睡
露

確
に
‰
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け
‰
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』
け
に
に
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』
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♭
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写真図版 Ⅱ

P16-a列 トレンチ出土土器

A貝塚No lト レンチ第 27号土坑埋設土器 30
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A貝塚Nα lト レンチ第 52号土坑出土土器 44



写真図版Ⅲ

■||:||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||■ ■■
B貝塚Nα lト レンチ深堀部貝層下層出土土器 148A貝塚Nα lト レンチ第 24号土坑出土土器 38

E貝塚No lト レンチ貝層出土土器
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写真図版Ⅳ

B貝塚Nα lト レンチ深堀部員層出土土器
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写真図版V

D貝塚Nα 2ト レンチ出土土器 12

D貝塚No 2ト レンチ出土土器
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